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取扱説明書 

お買い上げいただをあ0がとラございます。 

A ' -敬た I 電気製品は安全のためのを意事項を守5ないと、火災や 

己-口 I 人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱い 
かたを示しています。この取扱説明書と別冊の「ま全のために」をよくお 
読みのラえ、製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見5れるところに必ず保管してください。 




















































































































































































をな特長 

32 Bit S-Master PRO 搭載 

S-Master (スト U —ムマスターデジタルアンプ）は、 
入力信号をフルデジタルで処理し、スピーカーを直接 
駆動でさるデバイスです。信号をスピーカーに出力す 
る直前までデジタ j レで処理するため、極めて□スのか 
ない伝送び可能となっています。また、高い時間軸精 
度を保った信号を生成でさるため、アンプの1つの理 
想であるノンフィードバック構成を実現しています。 

し LINK デジタル入力を2系統装備 

SCD - DR 1 と SCD - XA 900 日 ES 、 DVP - NS 91 日 0 ES の 
し LINK デジタル出力に巧麻しています。 

HDMI インター フエー ス装備 

HDMI (High Definition Multimedia Interface ) は 
DVI をベースに A / V に特化した規格です。映像とマル 
チチャンネ j レ音声をデジタ j レ伝送することびでさます。 
TA - DA 9100 ES は HDMI 端テを入力2系統、出力1系統 
持っています （ Ve 「.1.1 巧麻)。映像は好きな入力に割 
り当てることびでさます。音声はドルビーデジタル、 
DTS 、 U ニア PCM 、 AAC に対応し、 TA - DA 9100 ES 
につないだスピーカーからマルチチヤンネルで楽しむ 
ことびでさます。 


マルチゾーン機能搭載 

TA - DA 9100段に入力した映像や音声を、メインの 
オーディオルームだけでなく別の部屋でち楽しむこと 
びでさます。 

バイアンプ接続に対な 

フ□ントスピーカーとのバイアンプ接続に巧麻してい 
ます。 

高音質/ ツをふんだんに探用 

卜□イダル電源トランスはドーナツがのコアに太い銅 
線を巻いた構造で、一般の電源トランスに比べて変換 
効率び極めて高いのび特長です。 TA - DA 9100 ES では 
大容量、大型卜□イダル電源トランスを採用し、瞬時 
電流供給能力に優れたを裕のある電源部を構成してい 
ます。スピーカー端テには高級金メッキ端テを使用し 
ました。電源コードち高品質タイプを採用しました。 
主要な電解コンデンサは試聴をくり返してチューニン 
グした専用タイプを使用しています。 

A / V シンク機能搭載 

A / V シンク機能 （ U ップシンク機能）は、音声と映像 
のタイ5ングのズレ（映像の遅れ）を補正します。最 
大2005 U 秒め.2秒）までの調整びでさます。 


映像変換機能(ビデオコンパータ)搭載 

本機に入力された映像信号を内部処理で変換すること 
びでさます。お手持ちのディスプレイ機器の入力端モ 
に合わせた信号でつなざ、さまざまな機器の映像を楽 
しむことびできます。 HDMI への変換もできるので、 

高精細ディスプレイで楽しむことびでさます。 

* ビデオデッキの早送り/巻さ戻し やゲーム 機の映像の非標準信 
号び入力されると、テレビなどの機種によっては映像び表示で 
さない場合びあります。 

自動音場捕正機能 ( DCAC : Digital Cinema 
Auto Calibration ) 搭載 

Digital Cinema Auto Calibration はソニー独自の自 
動音場補正技術です。 U スニング環境を短時間で自動 
的に測定し、最適なスピーカー設定にすることびでさ 
ます。 

9.1 CH サラウンドシステム搭載 

映画の音を製作するスタジオ環境を、家庭のスピー 
カーを使って再現するのび 9.1 ch サラウンドシステム 
です。 7.1 ch のシステムに加えて、さ日に2個のヴラウ 
ンドスピーカーを側方に配置することで、フ□ント〜 
サラウンド〜後ちの音のつなびりび自然になります。 
TA - DA 9100 ES は9.1かのリァルマルチチャンネルを 
広いェ U アで楽しむことびでさます。 
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この取巧説明書について 


この取扱説明書では、主に付属の AVU モコンのボタン 
を使った操作のしかたを説明しています。 AVU モコン 
と同じ名前の本体と付属の簡単 U モコンのボタンは、 
同じ働さをします。 

U モコンの ON SCREEN を押すと、本機の 
MOMTOR OUT 端テにつないだテレビに、ニュー 
の設定画面が表示されます。 

本機はドルビー*デジタルデコーダー ( EX ) およびドルビー 
プ□□ジック川、 llx ) アダプティブマト U ックスサラウン 
ドデコーダー、 MPEG -2 AAC ( LC ) デコーダー、 DTS ** 
( DTS - ES および DTS 96/24) デコーダーを搭載しています。 
* ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されて 
います。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround EX、AAC □ 
3 及びダブル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商標で 
す。 

l ^ TF が米国 AAC パテントナンバーです。 

Pat . 5,848,391:日，291,己日7 : 5,451,954 : 5 400 
433 :日，222,189 ; 5,357,594 : 5 752 225 : 

日，394,473 :日，583,962 : 5,274,740 :日，633,981:日 
297 236 : 4,914,701;日，23日，671; 07/640,550 : 

己，579,430 ; 08/678,666 : 98/03037 : 97/02875 : 97/ 
02874 : 98/03036 :己，227,788 : 5,28己，498 : 

己，481,614 : 5,己92,己84 :己，781,888 : 08/039,478 : 
08/211,547 :己，703,999 ; 08/5日7,046 ; 08/894,844 
**Digital Theater Systems , Inc からの実施権に基づき製 
造されていまず。 DTS 、 DTS - ES 、 Neo :6 および DTS 
96/24は Digital Theater Systems , Inc の商標です。 

マルチチヤンネルインテグレートアンプは、 HDMI 
(HDMI™) 技術を搭載しています。 

HDMI、HDMI □ユ及び High-Definition Multimedia 
Interface は 、 HDMI Licensing LLC の商標または、登録 
商標でず。 
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接続とを備 


各部の名前と働を 

本巧前面 





筋誰かお！！ 
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名称 

働を 

田1/の 價源） 

本機（アンプ）の電源を入/切しま 
す （3 日、44、4日、46、47、60、 
66ぺージ)。 

回 HDMI ランプ 

再生する入カソースとして HDMI 
が選ばれているとをに点灯します 
(43 ページ)。 

[31 表ル窓 

プ□グラムの名称や設定など、さ 
まざまな情報を表示します （7 
ぺージ)。 

困 2CH 

2 CH STEREO モードを選びます 
ほ3ページ)。 

固 A'F'D. 

A . F . D . モードを選びます（48、 

49ぺージ)。 

固 MOVIE 

MUSIC 

サウンドフィールド（映画用： 
MOVIE 、 音楽用： MUSIC ) を選 
びまずほ1、52ページ)。 

回 MASTER 

VOLUME つまみ 

本機（アンプ）の音量を調節しま 
ず（43、44、45、46、47、6目 
ぺージ)。 

圃 INPUT 

SELECTOR つまみ 

再生する入カソースを選びます 
(43、44、4日、46、47、71、 

72、84ページ)。 

回 HDMI 

HDMI 接続されている外部機器の 
入力を選びます （43 ページ)。 

晒 MULTI CHANNEL 
DECODING ランプ 

マルチチャンネル音声がデコード 
されているときに点灯します （4 己 
ぺージ)。 

回 入カランプ 

選ばれている入カソースのランプ 
が点灯します。 

回 U モコン受光部 

U モコンからの信号を受信しま 
す。 

画 DIMMER 

表示窓の明るさを切り換えます 
(82 ページ)。 

回 SLEEP 

ス U —プタイマーを設定しまず 
(83 ページ)。 

圆 NIGHT MODE 

NIGHT MODE 機能のオン/オフ 
を切り換えますほ3ページ)。 

画 ON SCREEN 

本機につないだテレビに >(ニュー 
や設定を表示させます （6 日、70 
ぺージ)。 

回 TEST TONE 

テスト!-ーンを入（オン）/切（才 
フ）しまず （6 己ページ)。 

圆 ENTER 

設定を選ぶとをなど、巧して決定 
します （3 己、77ページ)。 

圆 USER PRESET 

調節したサウンドフィールドなど 
の設定を登録します （78 ページ)。 

國 DISPLAY 

表示窓に表示される情報を切〇換 
えます （82 ページ)。 

國 SURR BACK 
DECODING 

サラウンドバック音声デコードの 
設定を切り換えます（日4ページ)。 

國 INPUT MODE 

同じ機器をデジタルとアナ□グ両 
ちの入力端子につないでいる場合 
に、入力信号の優先順位を設定し 
ます （72 ページ)。 


名称 

働を 

國 MULTI CH IN 1/2 

MULTI CH IN 端子につながれて 
いる機器へ入力を切0換えます 
(43 ぺージ)。 

図 i.LINK 

LUNK 端子につながれている機器 
へ入力を切0換えます （43 ペー 
ジ)。 

國 2ND ZONE 
スイッチ 

2 ND ZONE OUT 端子へ出力を切 
り換えます （89 ページ)。 

國 3RD ZONE 
スイッチ 

3 RD ZONE OUT 端子へ出力を切 
り換えます （89 ページ)。 

國 AUTO 

CALIBRATION 

M に端子 

自動音場補正機能で使用するマイ 
クをつなぎます （38 ページ)。 

國 VIDEOS INPUT 

y 而モ 

ビデオカ ラやテレビゲーム機を 
つなぎまず（30、46ページ)。 

國 +/— つまみ 

MENU つまみ 

MAIN MENU つまみ 

設定したい X ニューや項目、パラ 

X —ターを選び、確定します 
(已6、58、目6、70、71、77ぺ一 
ジ)。 

國 SURROUND 
SPEAKERS 

スイッチ 

サラウンドスピーカーの A + 巨 
(9.1 チャンネル )、 A (7.1 チャン 
ネル）、巨ほ.1チャンネル）を切 
り換えます （37 ページ)。 

圃 FRONT 
SPEAKERS 

スイッチ 

フ□ントスピーカーの A + 巨、 A 、 
巨を切り換えます （37 ページ)。 

國 PHONES 端子 

へッドホンをつなぎます （52 ペー 
ジ)。 

國 TREBLE つまみ 
BASS つまみ 

フ□ントスピーカーから出力され 
る高音域 （ TREBLE ) と、低音域 
( BASS ) を調節します （68 ぺ一 
ジ)。 
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名称 

働き 

圧1 SW 

サブウーファーの設定が r 丫 ES 」 に 
なっているとき （61 ぺージ）に点灯し 
ます。この表示が点灯しているとをは、 
入力信号の L . F . E . 信号またはスピーカー 
の低域成分をちとに、サブウーファーか 
ら音声を出力しています。 

图 再生チャンネル 現在本機び出力しているチャンネルを表 

表示 

のしま9 〇 

文字（し C 、 R など）はソース音源を、 
文字の周りの枠は、ソース音源が、ス 
ピーカーセッティングに基づくダウン 
ミックス処理で、どのチヤンネルから出 
力されているのかを示します。 

SL と SR のこ重枠は 9. 1チヤンネルで出 
力されているとさに点灯します。 

L 

フ□ント左 

R 

フ□ントち 

C 

センター(モノラル） 

SL 

サラウンド左 

SR 

サラウンドち 

S 

サラウンド（モノラル/プ□□ジック処 
理されたサラウンド成分） 

SBL 

サラウンドバック左 

SBR 

サラウンドバックち 

SB 

サラウンドバック （6.1 チヤンネル処理 
されたサラウンドバック成分） 

例：記録お式（フ□ント/サラウンド）： 
3/2.1 

再生チヤンネル：サラウンドスピー 
力一なし 

サウンドフィールド： A . F . D . 

AUTO 

風のの 

SL SR 


ごま意 

SW は 2 CH STEREO が選ばれているとを、または 「 A . F . D . 
AUTO 」 を選んでいて 、 SURROUND SET UP メニューの 
「 A . F . D . 2 CH SW 」 を rOFF 」 にしているとをに、2チヤンネル 
信号び入力されているとさは消なします。 
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名称 

働き 

图 anDIGITAL 
(EX) 

ドルビーデジタル信号が入力されたとを 
に点灯します。ドルビー EX デコードし 
ているときに 「 EX 」 も点灯します。 

国 INPUT 

現在の入カランプととちに常に点灯しま 
す。 

固 AUTO 

INPUT MODE が 「 AUT 0 2 CH 」 に設 
定されているとをに点灯します （72 
ぺージ)。 

固 HDMI 12 

HDMI 機器を認識しているとをに点灯し 
ますに4ページ)。 

回 DTS (-ES) 

DTS 信号が入力されたとをに点灯しま 
す。 DTS - ES デコードしているとをに 
r - ESj も点巧します。 

固 i.LINK 

LLINK 機器を認識しているときに点灯 
しますに1ぺージ)。 

回 COAX 

INPUT MODE を 「 AUT 0 2 CH 」 に言受 
定していて、デジタル信号が COAXIAL 
端子から入力されているとを、または 
INPUT MODE が 「COAXIAL FIXED 」 
に設定されているときに点灯します 
(72 ページ)。 

画 OPT 

INPUT MODE を 「 AUT 0 2 CH 」 に言さ 
定していて、デジタル信号が OPT に AL 
端子から入力されているとき、または 
INPUT MODE が 「 OPT に AL FIXED 」 
に設定されているときに点灯します 
(72 ページ)。 

因] 96/24 

DTS 96 kHz /24 bit 信号をデ〕ードして 
いるとをに点灯します。 


表示窓に点なする頃目と働を 


W •"な •IMI が任で 
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名称 

働を 

回 ANALOG 

INPUT MODE を 「 AUT 0 2 CH 」 に設 
定していて、 COAXIAL または 
OPTICAL 端子に信号が入力されていな 
いとき、または INPUT MODE が 
「ANALOG 2 CH FIXED 」 に設定され 
ているときに点灯しまず （72 ページ)。 

画 MULTI IN 12 

MULTI CH IN " I または2が選ばれてい 
るとをに点灯します （43 ページ)。 

回 MPEG-2 AAC MPEG -2 AAC 信号び入力されたときに 
点灯します。 

圆 D.RANGE 

ダイナブックレンジの圧縮が働いている 
ときに点灯しますほ9ページ)。 

画 SLEEP 

ス U —プタイマーが働いているとをに点 
灯します （83 ページ)。 

回 VOLUME 

現在の音量を表示します。 

圆 EQ 

イコライヴーが働いているとをに点灯し 
ます （67 ページ)。 

圆 MEMORY 

Name Input や Preset Memory など、 
><モリー機能が働いたとさに点灯しま 
す。 

國 SB DEC 

サラウンドバック音声のデコーディング 
び行われているときに点灯しますほ4 
ぺージ)。 

國 H.A.T.S. 

LLINK 接続した機器から、 H . A . T . S . 信 
号を受信中に点丹します （80 ページ)。 

國 DISCRETE 

DTS-ES Discrete 信号をデコードして 
いるときに点灯しますほ已ページ)。 

國 MATRIX 

DTS-ES Matrix 信号をデコードしてい 
るとをに点灯します巧己ページ)。 

國 CINEMA 

DTS Neo : 目のシネマ処理を行っている 
ときに点灯します （49 ページ)。 

國 MUSIC 

プ□□ジック II 、プ□□ジック llx また 
は DTS Neo : 目のミュージック処理を 
行っているとをに点灯しまず。 

國 NE0:6 

DTS-ES Neo : 目のシネマ/ミュージック 
処理を行っているとをに点灯しまず。 

國 MOVIE 

プ□□ジック II 、プ□□ジック llx の 
ムービー処理を行っているとをに点なし 
ます。 

國 GAME 

プ□□ジック II 、プ□□ジック llx の 
ゲーム処理を行っているとをに点灯しま 
す。 

國 nnPRO 
LOGIC 
( ll / llx ) 

2チャンネル信号をプ□□ジック処理 
し、センターやサラウンドチャンネルの 
信号を出力しているとをに点灯します。 
また、プ□□ジック II またはプ□□ジッ 
ク llx のムービー/ミュージックモード処 
理を行っているときにち点灯します。 


名称 働を 

國 L.F.E. 入力信号に L . F . E . (重低音効果）のチヤ 

ンネルが存在しているとをに 「 L . F . E 」 
の文字が点灯します。また、実際に 
L . F . E . 信号の音が再生されているときに 
は、文字の下のバーが信号のレベルに応 
じて点灯します。 L . F . E . 信号は、ずべて 
の部分に記録されているとは限らないた 
め、多<の場含、バーは点灯と消灯を< 
り返します。 


ごま 意 

• MPEG -2 AAC は、アルづリズム ： （LC (Low Complexity )) 
にのみ対応しています。 


• [ XiPROLOG に （ ll / llx ) は、センタースピーカーとサラウン 
ドスピーカーの両方び「 N 0」と設定されているとさは点灯し 
ません。 
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OPT に AL (光） 
デジタル音声 
入出力端子 


戀 


COAXIAL 
(同軸）デジタル 
音声入力端子 


DVD プレーヤー、 スーパー 
オーディオ CD / CD プレー 
ヤーなどをつなぎます。 

— COAXIAL のほうがより高 
音質です（19、27ページ)。 


HDMI 入出力 
端子 


DVD プレーヤー、チュー 
ナーなどをつなぎ、映像と 
音声をテレビやプ□ジェク 
ターなどに出力しますに4 
ぺージ）。 


LUNK 入力端子 ソニーのスーパーオーディ 


隱 


才 CD プレーヤー SCD - 
XA 9000 ES または SCD - 
DR 1、 DVP - NS 9100 ES と 
つなぐことができます （21 
ぺージ）。 


@@ 


音声入出力端子 


カセットデッキ、 MD/DAT 
などをつなぎますに2ペー 
ジ)。 


マルチチヤンネル 7.1 チヤンネルや 5.1 チヤン 
入力端子 ネルのアナ□グ音声出力端 

子を持っているスーパー 
オーディオ CD プレーヤーや 
DVD プレーヤーをつなぎま 
すに0ページ)。 


禱 I 

5URRCUCI 

■©IS 


PRE OUT 
(プ U アウト） 
出力端子 


外部のパワーアンプなどと 
つなぎます。 


固映像と音声の入出力部 


@@ 


音声入出力端子 


@ 


映像入出力端子 a ) 


ビデオデッキ、 DVD プレー 
ヤーなどの映像と音声をつ 
-なぎますに7、29、3日 
ぺージ）。 


S 映像入出力 
端子 a ) 


a 


に 


田]デジタル入出力部 


固 团固 

图音青入出力部 


本巧を面 
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团コンポーネント映像 の 4 映像入出力部 

コンポーネント DVD プレーヤー、テレビ、 
映像入出力端子チューナーなどとつなぎ、 
aW よ0高画質な映像を楽しめ 

ます（26、28、29ぺ一 
ジ)。 

D 4 映像入出力 
端子 a 脚 



固スピーカー出力部 

+ - 


スピーカーを つなぎます 
(16 ぺージ）。 


固ソニー機器、その他の機器のコント□ール端モ 


◎ 

CTRL A 1 II 

CONTROL A 1 II 端子のあ 
るソニーの CD プレーヤー、 
テープデッキなどをつなぎ 
ます （90 ページ)。 

◎ 

CTRLS 

CONTROLS 端子のあるソ 
ニーのテレビおよび DVD プ 
レーヤー、 VCR などをつな 
ぎます （91 ぺージ)。 

◎ 

TRIGGER OUT 

12 V トリガ対応機器の電源 
のオン/オフをするためにつ 
なぎます （85 ページ)。 

◎ 

旧 REMOTE 

外部受光部をつなぎます 
(89 ページ)。 

团 RS-232C 端モ 


保守、 サービス 用です。 



a ) お手持ちのテレビを MONITOR OUT 端テにつなぐと、選ん 
だ入力の映像を見ることびでさますに6、7日ページ)。また、 
ON SCREEN をホ甲したとき 、 SPEAKER SET UP 、 LEVEL 、 
SURROUND SET UP 、 EQUALIZER、CUSTOMIZE メ 
ニューの設定やヴウンドフイールドを表示でさます。 

が同じ入力名のコンポーネント映像端子と D 4 映像端子に同時 
につながないでください。これらは本機内部で並列につなび 
れているためです。 
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リモコン 


付属の AVU モコン （RM-AAE004) を使って、本機 
の操作びでさます。 

AV リモコン ( RM - AAE 004) 



U モコンのボタン 

機能 

[Hi / の履祝 

本体の電源を入/切します （43 
ページ)。マルチゾーンび還ばれ 
ているときは、このボタンで本機 
の電源のみ入/切します。すべての 
機器の電源を切るとをは、 1/ のと 
AV / I ゆ（回）を同時に巧します 
(SYSTEM STANDBY )。 

图 AV 1/の 

u モコンに登録されている機器の 
電源を入/切します （98 ページ)。 
1/むスイッチ（田）と同時に巧す 
と、本体と、イ也のソニー製オー 
ディオ/映像機器の電源を切0ます 
(SYSTEM STANDBY )。 

固表示窓 

選べる項目の U ストが表示されま 
す。 


U モコンのボタン 

機能 

团 INPUT 

SELECTOR 

押すと入力（機器）リストが表示 
されます （43 ページ)。 

固 RM SET UP 

U モコンの設定項目の U ストが表 
示されます。 

固 </> 

表示窓に表示される項目を切〇換 
えます。くボタンをく 0返し押す 
と AV AMPUFIER >< ニューが表 
示され、>ボタンをく 0返し押す 
と SUB 六ニュー (95 ぺージ）や 
NUM 六ニューが表示されます。 

团 ◄◄/►► a ) 

■ a ) 

■ ■ a ) 

|> a ) b ) 

W/Wa) 

テープデッキや CD プレーヤーな 
どを操作します。 

固 MUTING 

音を瞬時に消したいときに押しま 
す （43 ぺージ)。 

图 MASTER 

VOL +b)/- 

すべてのスピーカーの音量を同時 
に調節します（43、6日ページ)。 

画 MAIN MENU 

本機の六ニュー ( LEVEL 、 
SURROUND SET UP 、 
EQUALIZER、AUTO 
CALIBRATION . SPEAKER 
SETUP 、 CUSTOMIZE 、 CIS 六 
ニュー）を選ぶときに押します。 

回 ON SCREEN 

テレビ画面のメニュー表示を入/切 
します。 

回 TV VOL+b)/- 
TVCH +b)/- 
TV/VIDEO 

WIDE 

テレビを操作します。 

回 RETURN (fVEXIT 

ビデオデッキや DVD 、 衛星放送 
チューナーのメニューやガイドがテ 
レビ画面に表术されている場合、前 
のメニューに戻るとさやメニュー画 
面をなけるとさに巧します。 

圆 D に PLAY 

テレビ画面に表示される情報を切 

0換えるときに押します。 

画コント□-ルボタン 

MAIN MENU (四 )、 TOP 
MENU/GUIDE (圆 )、または AV 
MENU (回） を巧したあとで、 

コント□ールボタンを上下をちに 
動かしてさまざまな設定を還びま 
す。メニューによっては押してみ 
定します。 

陋 TOP MENU/ 
GUIDE 

DVD や衛星放送チューナーの六 
ニューやガイドをテレビ画面に表 
示させるときに巧します。コント 
□ールボタンを使ってメニュー操 
作を行います。 



ごを意 

AV 1/むスイッチの機能は 、 INPUT SELECTOR (团）のリスト 
を還ぶことで自動的に切0換わります。機器によっては、上記の 
操作びでさなかった0、説明されている通0に動かない場合びあ 
0ます。 
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U モコンのボタン 

機能 

回 AV MENU 

ビデオデッキや DVD 、 衛星放送 
チューナーのメニューをテレビ画 
面に表示させるときに押します。 
コント□ールボタンを使って六 
ニュー操作を行います （97 ペー 
ジ)。 

画イージースク□ール 
キー 

リストが表示されているときに、 
上下に回して項目を選び、巧して 
決定します。 

圆 SOUND FIELD 

サウンドフイールドリストが表示 
されます（48、51ぺージ)。 

國 TV 1/の 

テレビの電源を入/切します。 


a ) 各機器を操作できるその他のボタンについては、94ぺージの 
表をご覧ください。 

b ) 0、 TVVOL +、 TVCH+、MASTER VOL + ボタンには、 
凸点（突起）び付いています。操作の目印として、お使いく 
ださい。 


簡ちリモコン ( RM - U 9 S ) 



切 


回 


な 


面 


晒 

切 


埋 


埋 


名称 

働を 

の1/の傳祝 

本機の電源を入/切します（44、 

4己、46、47ページ)。 

回 A/v/</> 

ENTER 

設定したいニューや項目、パラ 
六 ー ターを選び、確定します。 

回 TEST TONE 

テストトーンを出力します （6 己 
ぺージ)。 

团 MULTI IN 

MULTI CH IN 端子につながれて 
いる機器へ入力を切0換えます 
(43 ぺージ)。 

固 MOVIE 

MUSIC 

サウンドフィールド（映画用： 
MOVIE 、 音楽用： MUSIC ) を選 
びます（引ぺージ)。 

圓 INPUT 

SELECTOR/HDMI 

再生する入カソースを選びます 
(43、44、45、46、47、71、 

72、84ぺージ)。 

回 CENTER LEVEL 
+/- 

センタースピーカーの音量を調節 
します。 

固 DISPLAY 

プ□グラムの名称や設定など、さ 
まざまな情報を表示します （82 
ぺージ)。 

画 VOLUME +*/- 

本機（アンプ）の音量を調節しま 
す（43、44、45、46、 47ぺ一 
ジ)。 

画 MUTING 

消音します。消音されているとを 
に押すと、消音が解除されます 
(43 ぺージ)。 

回 WOOFER LEVEL 
+/- 

サブウーファーの音量を調節しま 
す。 
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名称 

働を 

回し LINK 

LLINK 端子につながれている機器 
へ入力を切0換えます （43 ペー 
ジ)。 

画 A.F.D. 

A . F . D . モードを選びます（48、 

49ぺージ)。 

回 2CH 

2 CH STEREO モードを選びます 
(已3ページ)。 

画 SB DECODING 

サラウンドバック音声デコードの 
設定を切り換えますほ4ページ)。 

圆 DUAL MONO 

こ重音声の再生モードを選びます 
(79 ページ)。 

回 MAIN MENU 

LEVEL や CUSTOMIZE など、 

イン X ニューを選びますほ日、 

己6、58、61、66、67、70、 

71、77、78、83、8日ページ)。 

圆 ON SCREEN 

本機につないだテレビに >(ニュー 
や設定を表示させます（65、70 
ぺージ)。 


ホをの付いたボタン （VOLUME +ボタン）には、凸点（突 
起）び付いています。操作の目印として、お使いください。 


準備！：スピーカーを設置する 

本機では最大 9.1 チャンネル（スピーカー9本とサブ 
ウーファー1本）のスピーカーシステムを構成でさま 
す。 


5.1/7.1チヤンネルで楽しむ 


映画館のよラなマルチチャンネル音声を充分にお楽し 
みいただくには、 

. 5本のスピーカー(フ□ントスピーカー: 2本、セン 
夕ースピーカー：1本、サラウンドスピーカー: 2本) 
• サブウーファー 
び必要です （5.1 チヤンネル)。 


5.1 チヤンネルにさらに 

• サラウンドバックスピーカー：1本 （6.1 チヤンネ 
ル） 

または 

• サラウンドバックスピーカー： 2本 （7.1 チヤンネ 
ル） 

を追加することによつて、サラウンド EX フォーマット 
の DVD ソフトを忠実に再現できるようになります 
(「ブラウンドバックデコーディング機能の種類を選ぶ 
(SB DECODING)」 巧4ぺージ)）。 


7.1 チヤンネルの設置例 


5.1 チヤンネルの設置例 


センター 

サブ ウーファー スピーカー 


センター 

サブ ウーファー スピーカー 




サラウンド 
スピー カ ー B ( L ) 


サラウンド 
スピー カ ー B ( R ) 



サラウンド 

ルック 

スピーカー ( L ) 


サラウンド 
スピー カ ー A ( R ) 


サラウンド サラウンド 

スピーカ ーA(L) バック 

スピーカー (R) 


ちよつと一言 

•6.1 チャンネルのスピーカーシステムを構成する場合は、サラ • サブウーファーには指向性びあ0ませんので、お好みの場所に 

ウンドバックスピーカーを I 」スニングポジションの真後ろに配 設置でさます。 

置します。 
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9.1 チヤンネルで楽しむ 


映画の音を製作する大型のスタジオでは、サラウンド 
スピーカーび合計で10個程度使われています。しか 
し、小型のスタジオでは、左ちの壁と後ろの壁に、そ 
れぞれ2個ずつ設置されている場合びほとんどでず。 

本機では、最ル構成の 9.1 チャンネルを使ラことびでさ 
ます。 

9.1 チャンネルの優位性は、フ□ントの映像の世界とヴ 
ラウンドの世界のつなびりび非萬によくなることです。 
従来ちバーチャ J レ技術でこの音場を提供してさました 
び、9 . 1チャンネルは U アルマルチチャンネルです。 
サービスエ U アび広く、室内にいる家族全員び効果的 
な音を聞くことびでさます。部屋の中央で聞く音場は、 
まさに映画製作者び聞いた音でず。 


フ□ント フ□ント 

スピーカー ( L ) スピーカー ( R ) 



サラウンド 
スピー カ ー A 
( L ) 


サラウンドバ’ック 
スピーカー ( L ) 


サラウンド 
スピー カ ー B ( R ) 


サラウンド サラウンド A" ック 

スピーカ ー B ( L ) スピーカー ( R ) 


スピーカーの 設置のポイント 

部屋の中央を基準にして、下の図の角度を参考にして 
スピーカーを配置してください。角度び理想的になら 
ない場合は、一組のサラウンドスピーカーを U スニン 
グポジションより前（フ□ントスピーカー寄り）に配 
置してください。この位置を微調整することで、フロ 
ントとヴラウンドのつなびりび非萬によくなりまず。 
配置の基準点は部屋の中央ですび、基準点より後ろの 
空間であれば、部屋の中のどこにいてち音を効果的に 
楽しむことびでさます。 



9.1 チヤンネルでシネ7スタジオ EX モードをお 
ほいのとをは 

SURROUND SET UP メニューで 「V 旧' SPEAKERS 」 
を rOFFJ にしてください巧7ページ)。使用するス 
ピーカーび多いので、バーチャルスピーカー（仮想ス 
ピーカー）を使わなくてち効果的に映画を鑑賞でさま 
す。 

本物のスピーカーはノ（ーチャルスピーカーと違い、表 
現力びスピーカーにより違います。エフェクトレベル 
は、セ U フび自然な感じに聞こえ、サウンドエフェク 
卜の迫力びバランスよくなるように調整してください。 


9.1 チヤンネルでスーパーオーディオ CD などの 
ピュアオーディオを聞<には 

9.1 チヤンネルは、スーパーオーディオ CD などのピュ 
アオーディオ用にそのまま使うことびできまず。しか 
し、スピーカーの性格や音楽ソフトの作りかたによつ 
ては、スーパーオーディオ CD は 7.1 チヤンネル、また 
は 5. 1チヤンみレで再生したほうびいい場合びありま 
す。このような場合は、サラウンドスピーカーの A と B 
を入れ換えて、サラウンド B で 5.1 チヤンネル、ヴラウ 
ンド A + B で 9.1 チヤンネルとしてお使いいただくこと 
をおすすめします巧7ページ)。 


























準備 2: スピーカーを接続する 




コ 


I DOW MAX 






スピーカー 
コード ( 別売り） 


IMPEDANCE 

SELECTOR 



a ) 使用するサラウンドスピーカーを本機前面の SURROUND 
SPEAKERS スイッチで選べます。詳しくは、「準備5:使用 
するフ□ントスピーカーとサラウンドスピーカーを選ぶ 
( SPEAKERS スイッチ)」 （37 ぺージ）をご覧くださし、。 

がサラウンドバックスピーカーを1本のみ使用するときは、 
SURROUND 巨 ACK SPEAKERS L 端モにつないでくださ 
い。 


かオートスタンバイ機能があるサブウーファーをお使いの場合、 
映画鑑賞中はオートスタンバイ機能を OFF にしてくださし、 
才ートスタンバイ機能び ON になっていると、サブウー 
ファーへの入力信号のレベルによって自動的にスタンバイ 
モードになり、音び出なくなることがあります。 
d ) 使用するフ□ントスピーカーを本機前面の SPEAKERS 
FRONT スイッチで選べます。詳しくは、「準備日：使巧する 
フ□ントスピーカーとサラウンドスピーカーを選ぶ 
( SPEAKERS スイッチ)」 （37 ぺージ）をご覧くださし、。 




〇 

6)¢) 

な 

フ□ント 
スピーカ ー A(R ) が 



〇 

贫感 

〇 

フ□ント 
スピーカ ー A(L)d) 


サラウンドパック 
スピーカー （ R)b) 

e 

◎◎ 

Lh 」 

な 


サラウンドパック 
スピーカー （ L)b) 

e 

◎◎ 

〇 


サラウンド 
スピーカー A(R)a) 

〇 

◎◎ 

な 



"©鐵。…鐵 

做 3— VIDEO 3*^ 


:觸® 




鐵 
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モノラル 
音声コード 
( 別売り） 



サラウンド 
スピーカー A(L)a) 

e 

◎◎ 

〇 


サラウンド 
スピーカー巳 (R)a) 

〇 

◎◎ 

な 


サラウンド 
スピーカー巳 (L)a) 

〇 

◎◎ 

〇 


ちよつと一言 

別のパワーアンプにつないでいるスピーカーに出力するために 
は 、 PRE OUT 端テを使用してくださし、。 SPEAKERS 端テと 
PRE OUT 端子の両方か5同じ信号び出力されます。例えば、フ 
□ントスピーカーだけを別のアンプにつなざたい場合は、そのア 
ンプを PRE OUT FRONT し R 端子につなざます。 
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スピーカーインピーダンスの設定につ 
し、て 


• 本機後面の IMPEDANCE SELECTOR スイッチを 
切り換えるとさは、必ず電源を切つてください。 

• お使いのスピーカーのインピーダンスび不明のとさ 
は、スピーカーの取扱説明書をご覧ください（通萬、 
スピーカー後面にインピーダンスび表示されていま 
す）。 


ずべて 8 n な上の スピーカーをつ ないだ場合は 

IMPEDANCE SELECTOR スイッチを「80」にして 
ください。それ!;•(外の場合は「4円」にしてください。 

FRONT SPEAKERS A と B 端子の両方にス 
ピーカーをつないで巧5場合と 、 SURROUND 
SPEAKERS A と B 端子の両方にスピーカー 
をつないでほ 5 場合は 

r 準備5:使用するフ□ントスピーカーとサラウンドス 
ピーカーを選ぶ （ SPEAKERS スイッチ)」巧7ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


おほいの スピーカーの イン ピー ダンスと 
IMPEDANCE SELECTOR スイツチの設定 
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準備 3 a :才ーデイオ機器を接続する 


お手持ちの機おのち続のしかたを確認 
する 


本機とお手持ちの機器との接続のしかたを説明します。 
はじめに下記の r 接続機器一覧」で、それぞれの機器 
の説明ページをご確認ください。 


接続機器 

スーノ（ーオーディオ CD / CD プレーヤー 

デジタル音声出力端子付を a ) 

19ぺージ 



マルチチャンネル音声出力端子付を b ) 

20ぺージ 



LLINK 端子付を 

21ぺージ 



アナ□グ音声出力端子付を C ) 

22ぺージ 


MD / DAT デッキ 

デジタル音声出力端子付を a ) 

19ぺージ 



アナ□グ音声出力端子付を e ) 

22ぺージ 


カセットデッキ、レコードプレーヤー、チューナー 


22ぺージ 


a ) DIGITAL OPTICAL OUTPUT、DIGITAL COAXIAL OUTPUT などの端テびある場合。 

b ) MULTI CH OUTPUT などの端テびある場合。接続機器のマルチチャンネルデコーダーでデコードした音声を、本機占、 S 化力するとき 
の接続です。 

C ) AUDIO OUT L / R などの端テびある場合。 

コント□-ル A 1 II 端子、コント□—ル S 端子の 
あるソニー製の機器をお持ちの場合は 

r ソニー 製機器を操作する」 （90 ページ）をご覧くださ 
し、。 


接続する音声端子について 


音声信号は下の図のよラな順によい音質でお楽しみい 
ただけます。お手持ちの機器にある端テに合わせて、 
接続のしかたを還んでください。 


COAXIAL 
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MULTI CHANNEL INPUT 


AUDIO 
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デジタル 


アナ□グ 



高音質 
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光 ( OPTICAL ) 

デジタル接続コード 
(別売り） 


同軸 ( COAXIAL ) 

デジタル接続 
コード(別売り） 
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スーパーオーディオ CD プレーヤーでスーパー 
才ーディオ CD を再をずるとをのごを意 

• 本機の SA - CD/CD OPTICAL IN 端子または SA - CD / 
CD COAXIAL IN 端子につないだスーバーオーディオ 
CD プレーヤーでスーノてーオーディオ CD を再生しても、 
プレーヤーの OPT に AL 端子と COAXIAL 端子からは信 
号は出力されません。スーパーオーディオ CD のディス 
クを再生するには、本機の MULTI CH IN または SA - 
CD/CD IN 端子につないでください。スーバーオー 
ディオ CD プレーヤーの取扱説明書ちあわせてご覧 < だ 
さい。 


ちょっと一言 

• 本機の D に ITAL 音声入力端モはすべて、 32 kHz 、44.1 
kHz 、48 kHz 、 96 kHz のサンプ U ング周波数に対応して 
います。 


• スーパーオーディオ CD のデジタル音声はデジタル録 
音でさません。アナ□グ接続してください。 

• 光デジタル接続コードをつなぐとをは、カチッと音び 
するまでまっすぐにプラグを差し込んでください。 

• 光デジタル接続コードを巧り巧げたり、結んだりし 
ないでください。 

複数のデジタル機器を同時に接続したいとを 
に、巧いている入力端テがない場合は 

「選んだ入力にデジタ J レ音声端子を割り当てる」 （73 ページ） 
をご覧ください。 


• LD プレーヤーの DOLBY DIGITAL RF OUT 端子を本機のデ' 
ジタル入力端子に直接つなぐことはでさません。 RF 復調器び 
必要です。 
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音声コード(別売り) 



光 ( OPTICAL ) 

デジタル接続 
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スーパーオーディオ CD / CD プレーヤーや MD/DAT 
デッキの接続例です。 


スーパーオーディオ CD / 
CD プレーヤー 
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デジタル音声出力端子のある機器 
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マルチチヤンネル音声出力端子のある 

挫巧 
113 S 冊 


お手持ちの DVD プレーヤーやスーパーオーディオ CD 
プレーヤーなどにマルチチャンネル音声出力端テがあ 
る場をは、本機の MULTI CH IN 端モにつないで、マ 
ルチチヤンネル音声を楽しむことがでさます。外部の 
マルチチヤンネルデコーダーとつなぐためにマルチ 
チヤンネル入力端テを使用することちでさます。 


音声コード ( 別売り ) 



醜"…! U ， l ! l " •化 ■ 


DVD プレーヤー、 

ス ー J 一才一了イオ 
CD プレーヤーなど 
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モノラル音声コード ( 別売り ) 



ごま意 

• DVD プレーヤーとスーパーオーディオ CD プレーヤーには 
SURR BACK 端モはありません。 

• お買い上げ時はサラウンドバックへの入力び無効になっていま 
す。再生機とアンプを 7.1 チャンネルでつないでいる（ヴラウ 
ンドバックをつないでいる）とさは、 CUSTOM に E メこュー 
の 「MULTI IN 5.1 一7.1」を 「 NO 」 に設定してください （79 
ぺ-ジ）。 


• SPEAKER SET UP メこ ユーで 「SURR 巨 ACK SP 」 を 
「2 ND ZONE 」 に設定しているとをは （62 ページ )、 SURR 
BACK 端テへの入力は無効です。 
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LUNK 端子のある機器 


ソニーの SCD - XA 90 日 OES 、 SCD - DR 1 または DVP - 
NS 9100 ES は、 lLINK ケーブル（各機器に付属、また 
は別売りのソニー製し LINK ケーブル）を使ってつなぎ 
ます。接続のしかたについては各機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 

本機の i 丄 INK 端テは SCD - XA 9000 ES 、 SCD - DR 1 ま 
たは DVP - NS 9100 ES との接続にのみ対応しています。 
本機と SCD - XA 9000 ES 、 SCD - DR 1 または DVP - 
NS 9100 ES の間に他の機器をつないだり、 SCD - 
XA 900 日 ES 、 SCD - DR 1 または DVP - NS 910 日 ESm 外 
の機器とし LINK 接続をして使用した場をの動作につい 
ては保証していません。 

①し LINK 端子にプレーヤーを1台接続ずる 



@ i 丄 INK 端子にプレーヤーを1台ずつ接続ずる 



③1つのし LINK 端子に2台のプレーヤーを接続する 



ごミち意 

• 機器間で接続びループにならないよラにケーブルをつないでく 
ださい。 




• LLINK 接続中に機器を再生しよラとしても、音はでません。 

本機の表示窓に機器名び表示されてから音びでます。 

• 上記の②または⑤の接続の場合、2台政上のプレーヤーを再生 
すると、音びでない場合びあります。この場合は、本機び選んで 
いないプレーヤーを停止させて、本機の LLINK ボタンを押して 
再生したいプレーヤーを選びなおしてください。詳しくは、エ 
ラーメッセージ"目 USFULL " をご覧ください （118 ページ)。 

• LLINK は映像信号を扱ラ機器、 PC 関連機器とつなぐことがで 
さませか。 


• 本機び対応していない信号 （ DV 、 M に ROMV や MPEG-TS 
など）は扱ラことがでさません。 

• i . LINK 表記のない IEEE 1394 関連機器のオーディオ信号は受 
信でさません。 

• i . LINK ケーブルは1.日 m 政下の長さのむのを使用してくださ 
い。 

• 他社の LLINK オーディオ出力付さ DVD プレーヤー，スー 
パーオーディオ CD / CD プレーヤーとつないだ場合の動作につ 
いては保註していません。 

• i . LINK 端テに金属び触れるとショートし、つないだ機器に卜 
ラブルび生じる場をびあります。 

• プラグはしっか0と差し込んでください。不完全な接続は誤動 
作の原因とな0ます。 

• し LINK 対応機器の中には、コピー■プ□テクション技術に対 
応し、暗号化した信号を扱ラ機器びあります。本機は DTLA 
のコピー-プ□テクション技術 （Revision 1.3) に对応して 
います。 

• DSD 信号を受けている場合、サウンドフィールド、 A/V 
SYNC 、 サラウンドバックデコーディングは機能しません。 

• i.LINK は、 IEEE 1394-199 日と IEEE 1394 a - 2000をおす呼称 
です。 i 丄 INK と t はソこ一の商標です。 


II 
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ごま意 

お手持ちのレコードプレーヤーにアース線び付いているときは、 
八ム音を防ぐために、アース線を本機の/^ SIGNAL GND 端子 
につないで < ださい。 


カセツトデッキやレコードプレーヤーなどアナ□グ端 
テのある機器の接続例です。 



音声コード(別売り） 


音声コード(別売り) 
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カセット 
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音声コード(別売り） 
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準備 3 b : 映像機器を接続する 

お手持ちの機おの接続のしかたを巧認 
する 


本機とお手持ちの機器との接続のしかたを説明します。 
はじめに下記の「接続機器一覧」で、それぞれの機器 
の説明ページをごお認ください。 


接続機器 HDMI 端子のある機器 

24 ぺージ 

テレビ 

26 ぺージ 

DVD プレーヤー 

巧〜 28 ぺージ 

BS デジタル/デジタル CS チューナー 

のぺージ 

ビデオデッキ、 DVD レつーダーなど 

30 ぺージ 

ビデオカメラ、テレビゲームなど 

30 ぺージ 



巧 

m 

た 

m 

奇 I 


コント□—ル A 1 II /コント□—ル S 端子のある 
ソニー製の機器をお持ちの場合は 

「コント□ール A 1 II コント□ールシステムについて」 
(90 ページ）をご覧ください。 


ち続する映像端子について 


映像信号は; 欠の図のよラな順によい画質でお楽しみい 
ただけます。お手持ちの機器にある端テに合わせて、 
接続のしかたを選んでください。 
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デジタル 
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H DM I 端子のある機巧を接続する 


HDMI とは High-Definition Multimedia Interface の 
略で、映像信号と音声信号をデジタルで伝送するイン 
ターフェースです。 


DVD プレーヤー、 

バードデイスクレコーダーなど 


■aimm 

HDMI 


軍 




HDMI ケーカレ ( 別売り） 


HDM けーカレ ( 別売り） 


HDM けーカレ ( 別売り） 
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HDMI 接続ででまること 

• 本機と再生機器、本機とテレビなどの映像機器を 
HDMI でつなざ、高画質、高音質を楽しむことびで 
さます。本機び対応している映像の解像度は最大 
108 Op までです。 

• 本機では HDMI で転送されたデジタル音声信号をス 
ピーカー端テと PRE OUT から出力でさます。ドル 
ビーデジタル、 DTS 、 U ニア PCM 、 AAC の各 
フォーマツトに対応しています。 

• 映像端テ、 S 映像端子、コンポーネント映像端テに入 
力したアナ□グ映像信号を、 HDMI に変換して出力 
でさまず。 HDMI に変換でさるコンポーネント映像 
の解像度は最大108 Oi まででず。映像を変換したと 
き、音声信号は HDM 怕'日出力されません。 


H DM I 接続の 96 kHz マルチチャンネル音声を出力す 
る場合は、再生機器の映像の解像度を 720 p 、 108 Oi 
または108 Op に設定してください。 

本機につないだ機器について詳し<は、各機器の取 
扱説明書をご覧ください。 

HDMI - DVI 変換ケープルの使用はおすすめしません。 
HDMI - DV 唆換ケーブルで DVI - D 機器をつないだ場 
合、音声や映像び出力されないことびありまず。音 
声び正しく出力されない場合は、他の種類の音声 
コードやデジタル接続コードでつなざ 、 HDMI 
VIDEO ASSIGN の設定を行ってください （75 ペー 
ジ)。 


HDMI 端モのち続について 

• HDMI ケースレは HDM ロコ'びついているもの（ソ 
ニー製）をお使いください。 

• HDMI ケーブルでつないだ機器の映像びされいに映 
らなかったり' 音び出ないとさは、つないだ機器側 
の設定をごお認ください。 


HDMI 端子の接続のごを意 

• HDMI IN 端テに入力された音声信号はスピーカー出 
力 、 HDMI OUT 端テ 、 PRE OUT 端子か日出力され 
ます。他の音声端子か6は出力されません。 

• HDMI IN 端テに入力された映像信号は 、 HDMI 
OUT 端モからのみ出力されます 。 VIDEO OUT 端 
テ 、 S VIDEO OUT 端テと MONITOR OUT 端テか 
S は出力されません。 

• 音声びテレビから出なかったり、マルチチャンネル 
で再生できないときは 、 「HDMI AUDIO 」（80 ぺ一 
ジ）の設定をお認してください。テレビのスピー 
カーから音声を出すときは 、 CUSTOMIZE メニュー 
の 「HDMI AUDIO 」 を nV + AMPJ に設定してく 
ださい。 

• スーパーオーディオ CD のマルチ/ステレオエ U アの 
音声は出力されません。 

• 再生機器の映像や音声を、本機を通してテレビに出 
力している場合は、本機の電源を入れてください。 
電源び入っていないと、映像ち音声ち伝送されませ 
ん。 

• HDMI 端子からの音声信号（サンプリング周波数、 
ビット長など）は、つないだ機器により制限される 
ことびありまず。 HDMI ケーブルでつないだ機器の 
映像びされいに映らなかったり、音びでないとさは、 
つないだ機器側の設定をごお認ください。 

• 接続機器び著作権保護技術に対応していないために、 
本機の HDMI 出力の映像や音声び乱れたり再生でさ 
ない場合びありまず。このような場合は、接続機器 
の仕様をごお認ください。 


筋誰か協話 
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テレビを接続する 


本機につないだ映像機器の映像や、本機のメニューの 
設定画面を見ることびでさます。 

すべてのケーブルでつなぐ必要はありません。お持ち 
の機種にある端子に合わせて音声と映像をつないでく 
ださい。 
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ごま意 

• MONITOR OUT 端テにはテレビやプ□ジェクターなどの映像 
機器をつないでください。録画機器をつないでわ、録画でをな 
いことびお0ます。 

• 再生機器の映像と音靑び本機か5テレビに出力されている場合 
は、本機の電源を入れてください。本機の電源び入っていない 
と、映像わ音声わ送信されません。 

• テレビのアンテナのつなざかたによってはテレビの映像び乱れ 
ることびあります。この場合、アンテナを本機から離して設置 
して < ださい。 

ちょっと一言 

• 本機は映像機器の変換機能を持っています。詳しくは、「映像 
信号の変換機能について」（3"1ページ）をご覧ください。 

• COMPONENT VIDEO IN 端テまたは D 4 VIDEO IN 端子に 
つないだ機器の映像は 、 COMPONENT VIDEO MONITOR 
OUT 端子と D 4 VIDEO MONITOR OUT 端子の両方から同 


時に出力してます。 

(例 ） DVD COMPONENT VIDEO IN 端子に入力した DVD 
プレーヤーの映像は、 D 4 VIDEO MONITOR OUT 端子につ 
ないだテレビと 、 COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 
端子につないだプ□ジェクターの両方で見ることがでをます。 
このとさ本機の入力は 「 DVD 」 を選びます。 

• テレビに MONITOR OUT 端テをつなぐと、選択された入力 
映像を見ることびでをます。さらに 、 ON SCREEN を押す 
と、メニュー設定やサウンドフィールドを表示することびでを 
ます （70 ページ)。 

• テレビの音声出力端テを本機の TV/SAT AUDIO IN 端子につ 
なぐと、テレビの音声を本機で聞けます。このとを、テレビの 
音声出力端子び巧変/固定切0撰えの場合には、固定にしま 
す。別売りの BS チューナーなどをつなぐ場合は、音靑■映像 
端子ともに本機につないでくださいに9ページ)。 





◎◎◎巧置回回图 

Z " i 


三-量「 


P ® @ ® 疊 

I 醒 W r 丽 W 画 W ^ 


26 





































































































































































且卽 

A (COAXIAL) 

デジタル接続 
剛つー ト 
^ (別売り） 
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巧 ( OPnCAL ) 

デジタル接続コード 
(別売り) 


DVD プレーヤーを接続する 


DVD プレーヤーの接続例です。 

すべてのケーブルでつなぐ必要はありません。お持ち 
の機種にある端テに合わせて音声と映像をつないでく 
ださい。 

①音黄を接続ずる 


マルチチャンネルのデジタル音声を出力ずるために、 
DVD プレーヤー側でデジタル音声出力の設定をずる必 
要びあります。詳しくは、 DVD プレーヤーの取扱説明 
書をご覧ください。 
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( D 映像を接続する 
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(別売り） 
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(別売り） 
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ごを意 

同じ入力名の COMPONENT VIDEO IN 端テと D 4 VIDEO IN 
端子に同時につなびないでください。 
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同軸 

(COAXIAL) 

デジタル接続 


コ—卜 

(別売り） 




S 映像ご: 

コード 

(別売り） 


R AUDIO L VIDEO 

:® 藝 


BS デジタル/デジタル CS チューナーを 
接続する 


BS デジタル/デジタル C S チユーナーの接続例でず。 
すべてのケーブルでつなぐ必要はありません。お持ち 
の機種にある端テに合わせて音声と映像をつないでく 
ださい。 


BS デジタル/デジタル CS チューナーなど 


音声 
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ごま意 

• 同じ入力名の COMPONENT VIDEO IN 端子と D 4 VIDEO 
IN 端子に同時につながないでください。 

ちょっと一言 

•巨 S デジタルチューナーを D 4 VIDEO TV/SAT IN 端テにつな 
いだときは、 D 4 VIDEO MONITOR OUT 端子に D 4 映儘信 
号対応のテレビなどをつなぐことをおすすめします。 
COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 端子につないだと 
をは、プ□グレッシブ/インターレースなどの画面に関する設 
定はテレビ側で行つてください。 


• 目 S デジタル放送の MPEG -2 AAC (日.1チャンネル放送な 
ど）を聞くためには、目 S デジタルチューナーの設定メこュー 
で、デジタル出力を 「 AAC 」 に切0換えてください。設定項 
目び 「 PCM 」 か 「 AUTO 」 のみのときは 「 AUTO 」 に設定し 
ます。 
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アナログ映像/音声出力端子のある機器 


ビデオデッキなどアナ□グ端テのある機器の接続例で 
す。 


ビデオデッキ / DVD レコーダーなど 
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映像信号の巧換機能について 


本機は、テレビなどの映像機器の入力端テに合わせて 

1種類の信号をつなぐだけで、さまざまな再生機器の 

映像を楽しむことびでさます。 

本機は、：欠ページの r 本機の映像の入出力信号の関係 

について」の図のよラに、再生機器か6の信号を内部 

で変換して、 MONITOR OUT 端テから出力します。 

• 通苗の映像信号を HDMI 映像信号、コンポーネント 
映像信号、 S 映像信号に変換でさまず。 

• S 映像信号を HDMI 映像信号、コンポーネント映像信 
号、通常の映像信号に変換でさます。 

• コンポーネント映像信号を HDMI 映像信号、 S 映像信 
号、通常の映像信号に変換でさます。 

• HDMI 映像信号は変換でさません。 

映像のを換(ビデオコン/ V ’一夕)機能のごま意 

• ビデオデッキからの映像信号または S 映像信号を、本 
機で変換してテレビへ出力する場合、映像信号の状 
態によっては、テレビの映像び横ち向にずれたり、 
映像び出なくなる場合びありまず。 

• VIDEO OUT 端テと S VIDEO OUT 端モか日の出力 
にはビデオコンバータ機能はありません巧3ペー 
ジ）。 


筋諭かお話 
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本煤の映像の入出力信号の関係について 



出力信号 


包 〜 G 


包〜包 


包〜包 


〇〜⑩ 


出力端子 

入力信 

(つなぐ端子）\ 

HDMI OUT 

COMPONENT 

VIDEO 

MONITOR OUT 

D4 VIDEO 

MONITOR OUT 

S VIDEO 

MONITOR OUT 

VIDEO 

MONITOR OUT 

HDMI 映像 
(HDMI IN 1/2) 〇 

© 

X 

X 

X 

X 

コンポーネント映像 
(COMPONENT 
VIDEO IN または 

D 4 VIDEO IN ) © 

O 

◎ 

◎ 

O 

(入力信号は 480 i 
まで対応） 

O 

(入力信号は 480 i 
まで対応） 

S 映像信号 

(S VIDEO IN ) e 

o 

O 

O 

〇/©* 

〇 

通常の映像信号 
(VIDEO IN ) O 

o 

O 

O 

〇 

〇/©* 


◎ 

〇 

X 


入力と同じ信号が出力される。 

映像は変換されて、ビデオコンバータを通して出力される。 
映像は変換されず、出力されない。 


* CUSTOMIZE メニューで 「VIDEO CONVERT 」 を 「 OFF 」 に設定すると出力されます。 


ごま意 

• 変換された映像信号は MONITOR OUT 端子が (VIDEO 
OUT 端テ 、 S VIDEO OUT 端テ、 2 ND ZONE VIDEO OUT 
端テ）からは出力されません。 

• ビデオデッキからの通常の映像信号または S 映像信号を変換 
したわのをテレビにつないでいる場合、映像信号の状態によつ 
てはテレビの映像び横ち向にずれた0、映像び出なくなる場合 
びお0ます。 


S 映像信号に含まれる S 2 情報（画像のアスペクト情報）は、 

S 映像入力信号を S VIDEO MONITOR OUT 端テから出力す 
る場合のみ有効です。通常の映像信号、コンポーネント映像信 
号から変換したわのを S VIDEO MONITOR OUT 端テから出 
力すると、映像のアスぺクト比び正し<表示されない場合びあ 
ります。 

画質向上回路 （ TBC など）を搭載したビデオデッキなどを再 
生するとを、映像び乱れたり出なくなることびあります。 

この場を、ビデオデッキなどの画質向上回路 （ TBC など）を 
オフにしてお使いください。 


入力信号 
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録画機巧をごなぐには 

録画する場合は、録画機器を本機の REC OUT 
(VIDEO OUT 端テや S VIDEO OUT 端テ）につない 
でください 。 REC OUT には映像変換機能びないので、 
入力信号と出力信号は同じ種類の端モにつないで<だ 
さい。 



メニューの設定による映像信号の入出 
力の関係 


映像の変換機能は ON / OFF を設定できます。 CUSTOM 亿 E メニューの 「VIDEO CONVERT 」 と 
「PROGRESSIVE OUT 」 の設定による映像信号の入出力の関係は、 LU 下の表のよラになります。 


メニューの 設定 

入力信号 

HDMI 

OUT 

COMPONENT 

VIDE0/D4 VIDEO 

MONITOR OUT 

S VIDEO 

MONITOR 

OUT 

VIDEO 

MONITOR 

OUT 

VIDEO CONVERT : ON (初期設定）/ 
PROGRESSIVE OUT : OFF (初期設定） 

通常の映像信号 

〇 

〇 (480 i ) 

O 

O 

S 映像信号 

〇 

〇 (480 i ) 

o 

o 

コンポーネント / D 4 映像信号 
(480 i ) 

か 

◎ 

o* 

0 * 

コンポーネント / D 4 映像信号 
(480 i 政外） 

0 ** 

◎ 

X 

X 

VIDEO CONVERT : ON (初期設定）/ 
PROGRESSIVE OUT : ON 

通常の映像信号 

〇 

〇 (480 p ) 

o 

o 

S 映像信号 

〇 

〇 (480 p ) 

o 

o 

コンポーネント / D 4 映像信号 
(480 i ) 

か 

〇 (480 p ) * 

か 

0 * 

コンポーネント / D 4 映像信号 
(4801攻外） 

0 ** 

X 

X 

X 

VIDEO CONVERT : OFF / 
PROGRESSIVE OUT : (ダークアウト） 

通常の映像信号 

X 

X 

X 

◎ 

S 映像信号 

X 

X 

◎ 

X 

コンポーネント / D 4 映像信号 
(480 i ) 

X 

◎ 

X 

X 

コンポーネント / D 4 映像信号 
(480 i 政外） 

X 

◎ 

X 

X 


◎:映像は変換されず、入力と同じ種類の信号のみ出力されます。 

〇 :映像は変換されます 。 MONITOR OUT 端子の出力映像に対して、 CUSTOMIZE メニューの 「 BRIGHTNESS 」、 
「 COLOR 」、「 HUE 」 の設定を調節でをます。 

*「 HUE 」 は調節でさません。 

**「 BRIGHTNESS 」、「 COLOR 」、「 HUE 」 は調節できません。 

X :映像を出力しません。 


ごま意 

• MONITOR OUT 端子からの出力信号は、正しく録画できない • 本機は NTSC 方式の映像信号のみ対応します。 

場合びあります。 
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電源コードについて 


準備4:本体とリモコンを準 
備する 


電源コードをつなぐ 


付属の電源コードを本機後面の AC IN (100 V ) 端モ 
につなざ、電源コードのプラグを壁のコンセントにつ 
なざます。 

また、お手持ちの機器の電源コードを本機の電源コン 
セント （AC OUTLET 端テ）につなぐことびできま 
す。 

AC IN 端子 AC OUTLET 



付属の電源コードには、上の図のよラに N 極側に A 
マークびありまず。これはよりよい音質にするために、 
壁のコンセントの差し込み□との極性を合わせるため 
です。壁のコンセントの差し込み□に長短びある場合 
は、長い巧び N 極側です。長短びない場合は、極性び 
わかる巿販の検電ドライバーで調べます。 


壁のコンセントへ 




本機後面に電源コードを奥まで差し込んでち、プラグ 
と本機後面の間に数5 U の隙間びでさますび、これで 
正し< つなびれています。 



ごを意 

• お手持ちの機器の電源コードに極性びある（白線または刻印び 
付いている）とさは、白線のある側を本機の AC OUTLET の 
白線のある側（アース側）へ差し込みます。 

• 本機後面の電源コンセントは連動 （ SWITCHED ) です。本機 
の電源び入っているときのみ、つないだ機器に電源を供給でき 
ます。 


• つなぐ機器の消費電力の合計び100 W を越えないよラにして 
ください。また、テレビや家電製品（アイ□ンなど）は、つな 
びないでください。故障の原因になります。 
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本機を初めておほいになるとをは 
(本機を初期設定巧態にする） 


本機を初めてお使いになるとさは、必ず LU 下の手順で 
本機を初期設定状態にしてください。 

また、本機をお使いになった後、設定した内容などを 
お買い上げ時の状態に戻したいとさち、 LU 下の手順を 
行ってくださし、 


ぶ 


口 


〇〇@®® 0。* 
毎颇◎贪逗互妥國 


■0 


A 



1 1/む(電源スイッチ）を巧して、本機の電源を 
切る。 

2 1/ む(電源スイッチ）を5秒間巧し続ける。 

本体の表示窓に 「ENTER to Clear All 」 と約 10 
秒間表示されます。 


3 「ENTER to Clear All」 び表示されている 
間に ENTER を巧す。 

表示窓に 「MEMORY CLEARING ..」 と表おさ 
れた後 、 「MEMORY CLEARED !」 と表示されま 
す。下記びお買い上げ時の状態に戻ります。 

• LEVEL、SURROUND SET UP 、 
EQUALIZER . AUTO CALIBRATION . 
SPEAKER SET UP 、 CUSTOMIZE . C にの 
各メニューで設定した内容 
• 入力ごとに記憶したヴウンドフィールド 
• 入力に付けた名前 


リモコンに電池を入れる 


©と©の向きををわせて、 AV リモコンには単3形アル 
カリ乾電池（付属）3個を、簡単リモコンには単3形マ 
ンガン乾電池（付属）2個を入れます。 



AV リモコン 



コ7ンドモードについて 


本機（アンプ）のコマンドモードとリモコンのコマン 
ドモードが一致していないと通信がでさず、リモコン 
で操作でさません。本機と U モコンの両方がお買い上 
げ時のコマンドモードのままならば、設定し直す必要 
はありません。 


ごま 意 

• 乾電池の使いかたを誤ると、液われや破裂のおそれびあ0ま 
す。次のことを必ず守ってください。 

一©と©の向さを正しく入れてくださし、。 

一新しい乾電池と使った乾電池、または種類の違ラ乾電池を 
混ぜて使わないで<ださい。 

一乾電池は充電しないでください。 

一長い間 U モコンを使わないとさは、乾電池を取り出してく 
ださい。 

一液ちれしたとさは、電池入れについた;'夜をよくふさ取って 
か5新しい乾電池を入れてください。 

• U モコンを使ラとをは、リモコン受光部回に直射日光や照明器 
具などの強い光び当たらないよラにご注意ください。リモコン 
で操作でさないことびあります。 


ちよつと一言 

• 乾電池の寿命は約3か月です。ただし、操作する条件によ0寿 
命は変わります。残0びかなくなると U モコンで操作でさる範 
囲び狭くなります。これを目まにして、新しい乾電池に交換し 
て < ださい。 

• AV U モコンの表示び消えているとをに、 SOUND 円 ELD ま 
たは INPUT SELECTOR を押すと 、 COMMAND MODE が 
表示窓の一番上に表示されます。 


筋誰かお話 
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コマンドモードを切り巧える 


アンプと U モコンのコマンドモードを切り換えること 

びできます （AV SYSTEM 1または AV SYSTEM 2)。 
本機のコマンドモードの初期設定は AV SYSTEM 2 で 
す。本機の U モコンでお手持ちのソニー製機器ち動作 
する場合は、本機と U モコンのコマンドモードを AV 
SYSTEM 1 に変えると、他のソニー製機器は動作しな 
くなります。 


本付:のコマンドモードを切り換えるには 


2 CH を巧しなび5電源を入れる。 

表示窓に 「COMMAND MODE [ AV 1]」 と表示され、 
AV SYSTEM 1に設定されます。 

もう一度同じ操作をすると、 AVSYSTEM 1 から AV 
SYSTEM 2 に設定び変わりまず。 


AV リモコンのコマンドモードを切り換えるに 
は 



簡ちリモコンのコマンドモードを切り換えるに 
は 


< 



ENTER 


DISPLAY 


<と DISPLAY を押しなび5、 ENTER を巧 


ず。 

AV SYSTEM 2 から AV SYSTEM 1に設定び変わりま 
す。 

もう一度同じ操作をすると、 AVSYSTEM 1 か日 AV 
SYSTEM 2 に設定び変わります。 

本機用の設定になっているかは、 VOLUME を巧すな 
どして、本機の操作びでさることをご確認ください。 


1 RM SET UP を巧ず。 

設定項目び表示されまず。 

2 イージースク□ールキーで 「COMMAND 
MODE 」 を還び、巧してミ夫定ずる。 

コマンドモード項目び表示されまず。 

3 本機用のコマンドモードを選びまず。 

イージースク□ールキーで 「 MAIN 」 を還び、巧 
してミ夫定します。 

MAIN U ストび表示されます。 

イージースク□-ルキーで 「AVSYSTEMI」 ま 
たは、 FAV SYSTEM2J (本体と同じ〕マンド 
モード）を選び、巧して決定します。 


36 






























準備 5: 使用するフロントス 
ピーカー とサラウンドス 
ピーカー を選ぶ 

( SPEAKERS スイッチ） 

本機は、前面にフ□ントスピーカ ー A 、 B 、 A+B (パ 
ラレル接続）の切り換えとサラウンドチャンネルの A 
(7'1 CH )' B 巧' 1 CH )' A+B (9.1 CH ) 切り換えを 
持っています。後面のフ□ントスピーカー端テ、サラ 
ウンドスピーカー端テは A と B びありまず。 


フ □ントス ピーカーを 選ぶ 


本機前面の FRONT SPEAKERS スイッチを、使用す 
るスピーカーシステムに合わせます。 


一〇 〇 〇 〇 


□ 


000000000000 

〇〇©®®。。《 
©◎©愈を互霉固 


。〇 


A 



台わせる位置 使ラスピーカーシステム 


A 


FRONT SPEAKERS A 5 品子につなし、だス 
ピーカー 

B FRONT SPEAKERS 目端子につなし、だス 

ピーカー 

A + B * FRONT SPEAKERS A と目端子につない 

だ スピーカー （パラレル接続） 

OFF すべてのスピーカー端子と PRE OUT 端子 

から音声が出力されません 

*フ□ントスピーカーを FA + BJ で使う場合、80またはそれ 
ULL のインピーダンスのスピーカーをつないでください。 

• A 、 目どちらも 16 G またはそれ上のスピーカーをつなぐ 

+曰厶 
お口 

IMPEDANCE SELECTOR スイッチを80にしてくださ 
い。 

• それ L ツかの場合 

IMPEDANCE SELECTOR スイツチを40にしてくださ 
し、。 


サラウンドスピーカー端子のほいかた 


A 端子のほいかた 

7 . 1チヤンネ j レまでの操作では、サラウンドスピーカー 
は A 端テにつなざます。このつなざかたは、映画鑑賞 
にちスーパーオーデイオ CD を聞くとさにち使える標 
準的な使いかたでず。 

B 端子のほいかた 

B 端テは、 7.1 チヤンネルとは別に 5.1 チヤンネル用の 
サラウンドスピーカーを使う場合や、 7.1 チヤンネルに 
さらに2本のサラウンドスピーカーを加えて、 9.1 チヤ 
ンネルにするとさに使います。 B 端テを使うと、映画 
用のシステム （7.1 チヤンネル）とスーパーオーデイオ 
CD 音楽再生用のシステム巧.1チヤンネル）を使い分 
けることびでさます。 

映画用のサラウンド L / R をサラウンドスピーカー八端 
テに、音楽用のサラウンド L / R をサラウンドスピー 
カー B 端モにつないで使いまず。 


サラウンドス ピーカーを 選ぶ 


本機前面の SURROUND SPEAKERS スイッチを、使 
用するスピーカーシステムに合わせまず。 


口 


000000000000 

〇〇®©© 0 0® 
◎ 御 © 急 )( 包 ® 0) 宜「 


人 


〇 


SURROUND SPEAKERS スイ ツチ 


DIMMER SLEEP MODE ON SCREEN TONI ENTER PRESET DISPLAY DECODING INPUTMOOE 

0000 0 00000 

- TREBLE MAIN MENU MENU 



0FFlALLSPaKERSLA^®^A+BB.1CHi^^^(5.1CH) _ 

o O @) @ < 

PHONES FRONT SURROUND S VIDEO VIDEO L ADD に 


筋誰か協話 
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合わせる 位置 

使うスピーカーシステム 

A (7.1 CH ) 

SURROUND SPEAKERS A 端子につな 
いだスピーカー （7.1 チヤンネル） 

B (己. 1 CH ) 

SURROUND SPEAKERS B 端子につな 
いだスピーカー （5.1 チヤンネル） 
サラウンドバックスピーカーからは音は出 
力されません。 

A+B 

(9.1 CH ) * 

SURROUND SPEAKERS A と B 端子につ 
ないだスピーカー （9.1 チヤンネル） 

このとき 、 SPEAKER SET UP で言曼定した 
パラ 一夕は、サラウンドスピーカー A と 
サラウンドスピーカー目のそれぞれの最適 
な設定値が反映されます。 


* サラウンドスピーカーを 「 A + B 」 で使ラ場合、80またはそ 
れ上のインピーダンスのスピーカーをつないでください。 

• A 、 目どち5も160またはそれ！;(上のスピーカーをつなぐ 

j •曰厶 

IMPEDANCE SEI _ ECT 0 R スイッチを80にしてくださ 
い。 

• それがの場を 

IMPEDANCE SELECTOR スイッチを40にしてくださ 
し、。 


準備6:自動で スピーカー を 
設定する(自動音場補正機 
能） 

スピーカーのサイズやお離などの測定と設定を自動的 
に行いまず。操作については、付属の r 接続-設定ガ 
イド」 もご覧ください。 


測定の準備をする 


スピーカーを設置、接続してから、測定してください 
(14、1日ページ)。 

測定の前に、 LU 下についてごを意ください。 

• 測定中は大さな測定音び出まず。音量は調整でさま 
せん。おモ様や隣近所への配慮をお願いしまず。 

• 測定音 LU 外の音び入6ないよラに、静かな環境で測 
定してください。 

• スピーカーとマイクの間に障害物びあると正しく測 
定でさません。測定開始前に測定エ U ア（機器の設 
置エ U ア）の外側に出てください。 

• バイアンプ接続をしているとさは、測定前にヴラウ 
ンドノ〇ックスピーカーの設定をノ（イアンプにしてく 
ださい （62 ページ)。 
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本機とテレビの電源を入れる。 

ON SCREEN を巧し、本機のメニューをテ 
レビに表示させる。 

このとさテレビの入力を本機のメニュー画面に切 
り換えてください。 

MAIN MENU をくり返し}甲して 、 「AUTO 
CAUBRATION 」 を選び、 ENTER を巧す。 


MAIN 

LEVEL 

SURROUND SET UP 

EQUALIZER 

AUTO CALIBRATION 

SPEAKER SET UP 

CUSTOMIZE 

CIS 

STREAM INFORMATION 


4,5,6 


アクティブサブウーファーの設定について 

• ヴプウーファーをつないでいる場合は、電源を入れ 
て、音量を上げておいてください。 

音量はボ U ュームつまみを半分または半分よりやや 
ルさめの位置にしてください。 

• ク□スオーバー周波数の設定機能びある場合は、最 
大に設定してください。 

• オートオフ設定機能びある場合ま、オフ撫娜に 
してください。 



本機をプリアンプとしてほ5場合は 

本機をプ U アンプとして使ラ場合ち、自動音場補正機 
能を使うことびでさます。 

この場合、スピーカーの距離として表示される数値は、 
実際の距離と異なる場合びありますび、そのまま使つ 
て問題ありません。 


測定する 


自動音場補正機能は(下の項目を測定します。 
• スピーカーの 有無 
• スピーカーの 極性 
• スピーカーの 距離 
• スピーカーの 角度 
• スピーカーの サイズ 
• スピーカーの レベル 
• 周波数特性 


4 A かち向にコント□-ルボタンを動かして、 
rCAL TYPE 」 を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回して 「CAL 
TYPE 」 を選びまず。 


AUTO CALIBRATION — 

mm 

AUTO CAL 

START 


け CAL TYPE : FULL 

FLAT 

SPEAKER 

CAL: 

YES 

LEVEL 

CAL: 

YES 

EQ CURVE 

EFFECT: 

ON 

EQ CURVE 

INFORMATION 

AUTO CAL ； 


ON 

ENGINEER, 

FULL TlAT -► 



ごを 意 

• AUTO CALIBRATION M に端子は付属の測定用マイク専用 
です。他のマイクはつなびないでください。本機やマイクの故 
障の原因になります。 

• お使いになるサブウーファーの特性によっては、距離の設定値 
び実際の配置よ0ち遠くなることびあります。 


サラウンドスピーカーとサラウンドバックスピーカーの高さ情 
報は測定できません 。 SPEAKER SET UP メニューの 「 SP-A 
POSU 、 rSP - BPOSU で設定してください （64 ぺージ)。 


1 測定用のマイク(付属)を本機前面の AUTO 
CALIBRATION M に端子につなぐ。 

2 マイクを設置ずる。 

マイクは実際に視聴する位置に設置します。耳と 
同じ高さになるように、台や=脚を使って固定し 
てください。マイクの L をフ□ントスピーカー L 
に、マイクの R をフ□ントスピーカー R に合わせ 
て < ださい。 



12 3 
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5 ぐ/岭ち向にコント□-ルボタンを動かして、 
測定タイプを選ぶ。 

または本体の+/—を回して測定タイプを選びます。 


測定タイプ 

説明 

ENGINEER 

ソニー基準のリスニングルームの周波数 
特性にします。 

FULL FLAT 

各スピーカーの周波数測定を平らにします。 

FRONT REF すべてのスピーカーの特性をフ□ントス 
ピーカーの特性に整えます。 


6 公かち向にコント□-ルボタンを動かして、 
「AUTO CAL START 」 を選び、巧してミ夫定 
ずる。 

または本体の menu つまみを回して 「AUTO 
CAL START ?」 を選び、 ENTER を巧しまず。 

5秒後に測定を開始しまず。5秒から1秒までカウ 
ントダウンび表示されます。 

この間に測定エリア（機器の設置エリア）のが側 
に出て < ださい。 


AUTO CAL IBRATToN^HH 
STARTING IN 

11111 

I 

■■■■■■ 

SEC — 

-MEASUREMENT COUNTDOWN . 


7 測定び始まる。 

測定時間は約 30 秒です。測定び終了するまでお待 
ち < ださい。 



AUTO CAL IB 
MEASURING 

け了 

TONE 

MEASURING 

MEASURING 

T. S. P. 
WOOFER 




測定を中止ずるには 

ボ U ューム操作、ファンクション切り換え、本体のス 
ピーカースイッチの切り換えで中止されます。 


測定結果を確認/巧巧する 


1 測定結果を確認する。 

測定び終わると終了音び鳴り、測定結果び表示さ 
れます。 


測定結果 

表示 

説明 

正常に測定 

COMPLETE 

手順 2 へ進んで < ださい。 

が終了した 



とさ 



正常に測定 

ERROR 

「エラーび出たとさは」 

でをなかつ 


(41 ぺージ）をご覧くださ 

たとを 


い。 


2 ぐ/今ち向にコント□ールボタンを動かして 
項目を選び、巧して決定ずる。 

または本体の MENU つまみを回して項目を還び、 
ENTER を巧しまず。 



AUTO CAL I BkAI 

COMPLETE rSAVE EXIT 

SPEAKE 

INFORMATION 

FRONT 

(LARGE) 

CENTER 

(SMALL) 

SR-A 

(SMALL) (SIDE ) 

SR-B 

(NO ) 

SB 

(LARGE) (SINGLE) 

SW 

{ YES ) 

RETRY, 

SAVE EXIT, WRN 



項目 

説明 

RETRY 

再測定します。 

SAVE EXIT 

測定した設定を保存し、終了します。 

WRN 

CHECK 

測定結果のを意事項を表示します。 
rrWRN CHECK 」 を選んだときは」 

(41 ぺージ）をご覧ください。 

PHASE 

INFO 

測定結果の詳しい情報を表示します。 
「「PHASE INFO 」 を選んだときは」（が 
ページ）をご覧ください。 

DIST . INFO スピーカーの距離の測定結果を表示しま 
す。 

l_EVEL 

INFO 

スピーカーのレベルの測定結果を表示し 
ます。 

EXIT 

測定した設定を保存しないで終了します。 


ちよつと一言 

• 測定中に有効な操作は電源の ON/OFF と ON SCREEN の 
ON/OFF 操作のみです。そのほかの操作は無効です。 

• 下の場合は正しく測定でさない、または自動音場測定磯能は 
使えません。 

ーダイ ポールスピーカー などの特殊な スピーカーを つないで 
いる場含は、正しく測定でさないことがあ0ます。 

ーマルチゾーン機能を使ラ場合、 2rid ゾーン、 3rd ゾーンで 
は測定でさません。 


• スピーカーのサイズ (LARGE/SMALL) は低域特性で判定し 
ます。測定結果は測定用マイクの位置、スピーカーの位置、部 
屋のおなどによって変わる場をびあります。測定結果のまま使 
ラことをおすすめしますび、設定を変更することわでをます 
(61 ページ)。変更する場合は、測定結果を保ちしてか 5 変更 
してください。 
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エラーが 出たとまは 

エラー原因の対策をして、再測定してください。 


エラーの 種類 

原因と対策 

CODE 30 

へッドホンジャックが挿入されています。 

へッドホンをはずして再測定してください。 

CODE 31 

スピーカースイッチが OFF になっています。 
スピーカースイッチを音の出る状態にして、 

再測定してください。 

CODE 32 

どのチャンネルからを音が検出されませんで 
した。測定用のマイクが正し<接続されてい 
ることを確認し、再測定して<ださい。接続 
されている場含は測定用マイクが断線してい 
ることが考えられます。 

CODE 33 

フ□ントスピーカーが接続されていない、ま 
たはサラウンドスピーカーが1本しか接続さ 
れていません。 

CODE 34 

スピーカーが正しい位置に設置されていませ 
ん。左ちが逆になっているなどが考えられま 
す。「準備1:スピーカーを設置する」 （14 
ページ）を参考にしてスピーカーの位置を確 
認してください。 


• CODE 30、31 

コント□ールボタンを巧し、「測定ずる J の手順1か5再測定 
しまず。 

または本体の ENTER を押します。 


• CODE 32、33、34 

1コント□—ルボタンを押ずと 「 RETRY ? J と表示されま 
ず。 

または本体の ENTER を押します。 

2 ク心 方向にコント□—ルボタンを動かし rVESJ を選び、 
巧してミ央定しまず。 

または本体の+/—つまみを回し、 ENTER を押します。 

3 r 測定ずる J の手順2か5再測定しまず。 

rWRN CHECKJ を選んだときは 

測定結果に注意事項があった場を、詳しい情報を表示 
します。 


コント□ールボタンを巧し、 r 測定結果を確認/ 
保存ずる」の手順1に戻りまず。 

または本体の ENTER を押します。 


WARNING の 

種類 


説明 


WARNING 40測定は完了しましたが、騒音のレベルが高 
いです。 

再測定を行ラと測定でをる場をわあります 
が、すべての環境で測定がでをるとは限0 
ません。でさるだけ、周囲の騒音びかない 
状態で測定してください。 


WARNING の 

種類 


説明 


WARNING 41測定用マイクからの入力が過大です。 

これ政上大をな音で測定でをません。周囲 
の騒音がルさ < なつてから再測定して < だ 
さし、。 


WARNING 42アンプのボリュームが過大です。 

これ政上大をな音で測定でをません。周囲 
の騒音がルさ < なってから再測定して < だ 
さい。 

WARNING 43ウーファーの距離-位相が測定でをません 
でした。または、スピーカーの設置角度が 
測定でさませんでした。 

ノイズが原因となっている場含があ0ます。 
周囲が静かな状態で再測定して< ださい。 
WARNING 44測定は終了しましたが、スピーカーの位置 
関係がおかしい場合があります。「準備1: 
スピーカーを設置する」 （14 ページ）を参 
考にしてスピーカーの位置を確認してくだ 
さい。 


N 0 WARN ING 情報はありません。 

WARNING 


[PHASE INFOJ を選んだときは 

各スピーカーの位相（正相、逆相）を確認でさます。 

な/み 方向にコント□ールボタンを動かしてス 
ピーカーを選び、巧して r 測定結果を確認/保を 
する」の手順1に戻りまず。 

または本体の MENU つまみを回し、 ENTER を巧しま 
す。 


PHASE 

INFO 


> FL 


IN-PHASE 

FR 


IN-PHASE 

C 


IN-PHASE 

SLR 


IN-PHASE 

SRA 


IN-PHASE 

SLB 


— 

SRB 


— 

SB し 


IN-PHASE 

S 己 R 


— 

SELECT 

SPEAKER 


表示 

説明 

IN-PHASE 

正相です。 

OUT - OF-PHASE 

逆相です。スピーカーの+/—端子が逆 
に接続されている可能性があ0ます。 
スピーカーによっては接続が正しくて 
わ表示される場合があります。スピー 
カーの仕様によるものですので、その 
まま使って問題ありません。 

— 

スピーカーび接続されていません。 


ちょっと一言 

サブウーファーの位置によって極性の判定び異なる場合びあ0ま 
す。測定結果のまま使って問題あ0ません。 




























自動音場捕正機能 (AUTO 
CALIBRATION ) の設定頃目 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されています。 

■ AUTO CAL START ? 

自動音場補正の測定を開始します。 

• MEASUREMENT COUNTDOWN 

測定前5秒か日1秒までカウントダウン表示されま 
す。 

• MEASURING TONE 
TONE 測定中です。 

• MEASURING T . S . P . 

TSP 測定中です。 

• MEASURING WOOFER 
WOOFER 測定中です。 

• COMPLETE ■■■■■■■■■■ 

測定び正常に終了したときに表示されます。 

各項目について詳しくは、「測定結果をお認/保存す 
る」 （40 ページ）をご覧ください。 

• WARNING CODE 

測定結果にま意事項びあった場合、詳しい情報び表 
示されます。 

各項目について詳しくは、「測定結果をお認/保存す 
る」 （40 ページ）をご覧ください。 

• N 0 WARNING 

WARNING 情報びなかった場合に表示されます。 

• ERROR CODE 

測定び正常に終了しなかった場合に表示されます。 
各項目について詳しくは、「測定結果を確認/保存す 
る」 （40 ページ）をご覧ください。 

• RETRY ? ■■■■ 

測定の結果エラーだった場合、再測定するか、再測 
定せずに終了するかをお認します。 

• CANCEL 

測定を中断した場合に表示されます。 

■ CAL TYPE 

(測定タイプ） 

• ENGINEER 

ソニー基準の U スニングルームの周波数特性にしま 
す。 

■ 円り I 円 AT 

各スピーカーの周波数測定を平らにします。 

• FRONT REF 

すべての スピーカー 特性をフ□ントス ピーカーの 特 
性に整えます。 


■ SPEAKER CAL 

(測定結果の保持） 

■ YES 

次回の測定時に、スピーカーの有無、距離、角度、 
サイズの測定結果を保存します。 

• N 0 

次回の測定時に、スピーカーの有無、距離、角度、 
サイズの測定結果を保存しません。前回保存した測 
定結果を保持します。 

■ LEVEL CAL 

(測定結果の保持） 

■ YES 

次回の測定時に、スピーカーのレベルの測定結果を 
保存します。 

• N 0 

次回の測定時に、スピーカーのレベルの測定結果を 
保存しません。前回保存した測定結果を保持します。 

■ EQ CURVE EFFECT 

(測定した EQ 力ーブの有効、無効） 

■ OFF 

測定した EQ カーブを無効にします。 

•ON 

測定した EQ カーブを有効にします。測定終了後に自 
動的に ON に設定されます。 

■ EQ CURVE INFORMATION 

(測定した EQ カーブ情報の表示） 

「EQ CURVE EFFECT 」 び ON に設定されているとき 
に有効です。 

詳し<は「自動音場補正機能の測定結果をお認する」 
(66 ページ）をご覧ください。 

■ AUTO CAL 

(自動音場補正機能の有効-無効） 

■ All OFF 

自動音場補正機能をすべて無効にします。 

•ON 

自動音場補正機能を有効にします。測定終了後に自 
動的に ON に設定されます。 
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再をずる 



丑 


「MULTI CH IN 」 を選ぶと、ヴウン 
ドフィールド （48 〜日2ページ）な 
どのサラウンド効果は働をません。 
他の入力か5 i . LINK に変更すると、 
LLINK 回路の接続をします。このと 
さ n 丄 INK CONNECTING 」 の表 
示び消えてから、し LINK 機器を操作 
して < ださい。 


音を一時的に消したいとさは IJ モコン 
の MUTING を押します。 

解除するには、 MUTING をわラー度押 
します。またはボ U ュームを調節して 
音量を上げます。消音中に本体の電源 
を切ってわ、再度電源を入れたとさは 
消音機能が働いています。 


アンプの入力を選ぶ 

(INPUT SELECTOR ) 



アンプ(本機）と、アンプにつないだ機器の電源を入れる。 

リモコンの INPUT SELECTOR を巧ず。 

イージースク□ールキーでアンプの入力を選び、巧して巧定ず 
る。 

または本体の input SELECTOR つまみを回しまず。し LINK 端モや 
HDMI 端テ 、 MULTI CH IN 端子につないでし)る機器を還ぶ場合は、端 
テと同じ名前のボタンを巧してください。 

選んだ入力び本機の表示窓に表示されます。 


INPUT SELECTOR の項目 

再生する機器 

VIDEO 1 、 VIDEO 2、 

VIDEO " I または VIDEO 2 、 VIDEO 3、 

VIDEO 3または VIDEO 4 

VIDEO 4 端子につないだビデオデッキなど 

VIDEO 日 

VIDEO 日端子につないだビデオカメラ、テレ 
ビゲームなど 

LD 

LD 端子につないだ LD プレーヤーなど 

DVD 

DVD 端子につないだ DVD プレーヤーなど 

TV/SAT 

TV / SAT 端子につないだ BS / CS チューナーなど 

TAPE 

TAPE 端子につないだカセットデッキなど 

MD/DAT 

MD / DAT 端子につないだ MD デッキなど 

SA - CD/CD 

SA - CD / CD 端子につないだスーノ（ーオーディ 
才 CD / CD プレーヤーなど 

TUNER 

TUNER 端子につないだラジオチューナーなど 

PHONO 

PHONO 端子につないだレコードプレーヤーなど 

i . LINK * 

LLINK 端子につないだ i 丄 INK 機器 

HDMI 1 または 2 

HDMI 端子につないだ HDMI 機器など 

MULTI CH IN 1 または 2 

MULTI CH IN 端子につないだ機器 


* し LINK を雇ぶと、つないでいる機器名（例： SCD - XA 9000 ES など）び表示されま 
す。このとさ、プレーヤーは電源び入っていて、 LLINK の設定びされている必要びあ 
0ます。プレーヤーの操作についてはプレーヤーの取扱説明書をご覧ください。 

機器を再生ずる。 

MASTER VOL +/ -を巧して、音量を調節ずる。 

または本体の master volume つまみを回します。 

音量の初期値は最小（消音）になっています。 



を 


こ 日 


12 3 


4 5 


再生ずる 
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スーパー オーデイオ CD / CD を聞< 


田 


• 本ぺージの操作はソこ一の スー パー 
才ープ'ィオ CD プレーヤーの場をで 
す。 

• スーパーオーディオ CD プレー 
ヤー、 CD プレーヤーの操作につい 
て詳し < は各機器の取扱説明書をご 
覧ください。 

• 本機は付属の簡単 U モコンでわ操作 
でをます。 

う- 

お聞さになる音楽に合わせてお巧みの 
音場効果を設定することびでさます 
(詳しくは51ページをお読みくださ 
い)。 

おすすめの音場プ□グラム 
クラシック： D.CONCERT HALL 
ジャズ ： JAZZ CLUB 
ライブコンサート： 

LIVE CONCERT、STADIUM 


1 ス ー! \°ーオーディオ CD プレーヤ ー/ CD プレーヤーの電源を入 
れ、ディスクをプレーヤーにセツトずる。 

2 アンプ(本機)の電源を入れる。 

3 リモコンの INPUT SELECTOR を巧ず。 

4 イージースク□ールキーで SA - CD / CD を選び、巧してアンプ 
の入力を SA - CD / CD プレーヤーに切り換える。 

または本体の input selector つまみを回して SA - CD / CD を選びま 
す。 


表示例） 


P. F. D. 

[T^ [T\ On 


SA - CD/CD 

AUTCr 


VOLUME dB 

-70.0 


5 ディスクを再生する。 

6 ボリュームを適当な音量に調節ずる。 

7 使い終わった5ディスクを取り出し、各機器の電源を切って終 
了ずる。 
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DVD を見る 



TVWDH) UEMU 

o o 

WOE W5CRSJ 

o o 



MULTI CHANNEL DECODING ランプ 


丑 


テレビ、 DVD プレーヤーの操作につ 
いて詳し < は各機器の取扱説明書を 
ご覽ください。 

本機は付属の簡単 U モコンでち操作 
でをます。 


必要に応じて再生するディスクのサウ 
ンドフオー マツ トを選んで<ださい。 


お聞さになる音楽に合わせてお好みの 
音場効果を設定することびでさます 
(詳しくは日1ページをお読みくださ 
い)。 

おすすめの音場プ□グラム 
映画 ： CINEMA STUDIO EX 
ライブ映像 ： LIVE CONCERT 
スポーッ ： SPORTS 

丑 

マルチチヤンネルで音声び聞けない場 
合は、下についてご確認ください。 

• ソフトびマルチチヤンネルに対応し 
ている か（再生時に前面の MULTI 
CHANNEL DECODING ランプび 
点なしているか)。 

• 本機と DVD プレーヤーびデジタル 
接続されているか。 

• DVD プレーヤー側の音声デジタル出 
力が設定されているか。 


2 

3 

4 


テレビ、 DVD プレーヤーの電源を入れる。 

アンプ(本機)の電源を入れる。 

リモコンの INPUT SELECTOR を巧ず。 

イージースク□ールキーで DVD を選び、巧してアンプの入力 
を DVD プレーヤーに切り換える。 

または本体の input selector つまみを回して DVD を選びます。 


表示例） 


P . F . □. 


DUD 

flUTO 


VOLUME d 巳 

-70.0 


5 テレビの入力を DVD プレーヤーの映像び映るよラに切り換え 
る。 

6 DVD プレーヤーの設定をずる。 

詳しくは、付属の「接続-設定ガイド」をご覧ください。 

f ディスクを DVD プレーヤーにセットし、ち生ずる。 

8 ボリュームを適当な音量に調節する。 

9 使い終わつた5ディスクを取り出し、各機器の電源を切つて終 
了ずる。 




2 34 


を 


fo 


のを 
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ゲームを楽しむ 



4 


田 


• テレビ、テレビゲーム機の操作につ 
いて詳し < は各機器の取扱説明書を 
ご覧ください。 

• 本機は付属の簡単 U モコンでわ操作 
でをます。 

う- 

お聞さになる音楽に合わせてお好みの 
音場効果を設定することびでさます 
(詳しくは48ページをお読みくださ 
い)。 

おすすめの音場プ□グラム： GAME 


1 テレビ、テレビゲーム機の電源を入れる。 

2 アンプ(本機)の電源を入れる。 

3 リモコンの INPUT SELECTOR を巧す。 

4 イージースク□-ルキーで VIDEOS * を選び、巧してアンプの 
入力をテレビゲーム機に切り換える。 

または本体の input selector つまみを 回 して VIDEOS * を還びま 
す。 

* テレビゲーム機を本体前面の VIDEO 日 INPUT 端モにつないでいる場合です。 


表示例） 


A. F. D. 


4 U I DEO 已 

白 U 下0▼▼▼▼マ‘ 


こ / B 、 IINPUTIAUTO 


VOLUME d 巳 

-70.0 


5 テレビの入力をテレビゲーム機の映像び映るように切り換え 
る。 

6 テレビゲーム機の設定をずる。 

/ディスクをテレビゲーム機にセットし、再生ずる。 

8 ボリュームを適当な音量に調節ずる。 
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9 使い終わった5ディスクを取り出し、各機器の電源を切る。 














































ビデオを見る 


丑 


テレビ、ビデオデッキの操作につい 
て詳しくは各機器の取扱説明書をご 
覧< ださい。 

本機は付属の簡単1」モコンでち操作 
でさます。 


1 ビデオデッキの電源を入れる。 

2 アンプ(本機)の電源を入れる。 

3 リモコンの INPUT SELECTOR を巧ず。 

4 イージースク□-ルキーで VIDE 01* を選び、巧してアンプの 
入力をビデオデッキに切り換える。 

または本体の input selector つまみを 回 して VIDE 01 * を選びま 
す。 

* ビデオデッキを VIDE 01 端子につないでいる場合です。 

表示例） 


A . F . □. 

U I DEO 1 



AUTG ▼▼… 


1 L \ / H \ liNPUTi 

ANALOG 

— 1 VOLUME dB 



-70.0 


5 テレビの入力をビデオデッキの映像び映るよラに切り換える。 

6 ビデオテープを再生ず る。 

i ボリュームを適当な音量に調節する。 

8 使い終わつた5ビデオテープを取り出し、さ機器の電源を切 
る。 


再生ずる 


7 4 



を 

ふ！ 

"oi 

fo 
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サラウンド効まを楽しむ 


ドルビーデジタルや DTS の 
サラウンド効果を楽しむ 

A . F . D . (オートフォーマットダイレクト）モードを 
使って、録音またはエンコードされたままのソフトの 
音を再現します。 



1 SOUND FIELD を巧ず。 

ヴウンドフィールド項目び表示されます。 

2 イージースク □ —ルキーで A . F . D モードの 
種類を選び、巧してミ夫定する。 

または本体の A . F . D . ボタンをくり返し巧します。 
詳しくは、政下の 「 A . F . D . モードの種類」をご覧 
<ださい。 


ちよつと一言 

通常は 「A.F.D. AUTO」 をおすすめしますが、入力信号に応じ 
てサラウンドバックデコーディング機能 （54 ページ）を使った 
ほラびよい場をびあります。 
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A - F . D •モードの種類 


デコーディングモード 

A.RD . モード 

「表示」 

デコード後の 
マルチチヤンネル音声 

効果 

(自動判別） 

A . F . D . AUTO 

「 AUTO 」 

(自動判別） 

入力された音声信号（ドルビーデジタル、 
DTS 、 2チャンネルステレオ音声など）を 
自動的に判別し、適切な処理をします。 
このモードは残響などの効果を加えず 
に、録音された、またはエンコードさ 
れたままの音を再現します。 

ドルビープ□□ジック 

A . RD . PRO LOGIC 

「PRO LOG に」 

4チヤンネル 

ドルビープ□□ジック処理を行います。 

2チャンネルで記録されている音声を4 
チャンネルにデコードして再生します。 

ドルビープ□□ジック II 

A . RD . PRO LOG に II MOVIE 

「PRO LOG に II MOVIE 」 

己チヤンネル 

料レビープ□□ジック11のムービーモー 
ド処理を行います。ドルビーサラウン 
ド-エンコードされた映画音声の再生 
に適しています。また、吹誓版やちい 
映画のビデオなどち 5.1 チャンネルで再 
生でをます。 


A . RD . PRO LOG に II MUSIC 

「PRO LOG に II MUSIC 」 

己チヤンネル 

ドルビープ□□ジック II の5ュージック 
モード処理を行います。 CD など通常の 
ステレオ録音された音声の再生に適し 
ています。 


A . RD . PRO LOGIC II GAME 

「PRO LOG に II GAME 」 

己チヤンネル 

ド J レビープ□□ジック11のゲームモード 
処理を行います。 

ドルビープ□□ジック llx 

A . RD . PRO LOG に llx MOVIE 

7チヤンネル 

のレビープ□□ジック I lx のムービー 

(サラウンドバックスピー 
カーがないとさは選べませ 
ん。） 

「PRO LOG に llx MOVIE 」 


モード処理を行います。ドルビーサラ 
ウンド-エンコードされた映画音声の 
再生に適しています。また、吹誓版や 
古い映画のビデオなどち 7.1 チャンネル 
で再生でをます。 


A . RD . PRO LOG に llx MUSIC 
「PRO LOG に llx MUSIC 」 

7チヤンネル 

内レビープ□□ジック I lx のミュージッ 
クモード処理を行います。 CD など通常 
のステレオ録音された音声の再生に適 
しています。 


A . RD . PRO LOG に llx GAME 

「PRO LOG に llx GAME 」 

7チヤンネル 

ドルビープ□□ジック llx のゲームモー 
ド処理を行います。 

DTS Neo : 目 

A . RD . Neo :6 Cinema 

「 Neo :6 Cinema 」 

6チヤンネル 

DTS Neo :6 のシネマモード処理を行い 
ます。 


A . RD . Neo :6 Music 

「 Neo :6 Music 」 

6チヤンネル 

DTS Neo :6 のミュージックモード処理 
を行います。 CD など通常のステレオ録 
音の再生に適しています。 

(マルチステレオ） 

A . RD . MULTI STEREO 

「MULTI STEREO 」 

(マルチステレオ） 

2チャンネルの信号に巧し、 L / R 成分を 
すべてのスピーカーから出力します。 






ごま意 

• 下の場合は機能しません。 

- MULTI CH IN 1または2を選んでいる。 

一 LUNK で DSD 信号を受信している。 

• DTS 2 CH の音司こ対しては DTSNeo :6 は働かず、2チヤン 
ネルで再生します。 

• DTS 96/24信号受信中に音場効果を設定すると、強制的に 
48 kHz で再生されます。 


ちょっと一言 

マルチチャンネル信号び入力されているとさは、ドルビープ □□ 
ジック llx デコーディングのみ有効です（このとさ、 
CUSTOMIZE メこューで設定した SB DECODING/SB DEC 
MODE の設をは無効になります)。ドルビープ□□ジック \\ x\il 
がのデコーディングモードを選んでいるとをは、エンコードされ 
たままのマルチチャンネルの音声が出力されます。 

















サブウーファーを接続したとまは 

サブウーファーか S 出力される低域効果音である 
L . F . E . 信号がないときは、本機がサブウーファー用信 
号を生成し、サブウーファーか S 出力します。ただし、 
すべてのスピーカーが 「 LARGE 」 に設定されている 
ときは、 「 Neo :6 Cinema 」、「 Neo :6 Music 」 では生 
成されません。 


ちょっと一言 

• 2 CH STEREO モードでは、サブウーファーからは音び出ま 
せんび、サブウーファーち使って2チャンネルステレオ音声を 
再生することもでをます。 A . F . D . モードを 「 A . F . D . AUTO 」 
にし 、 SURROUND SET UP メニューの 「 A . F . D . 2 CH SW 」 
を 「 CREATE 」 にしてください （57 ぺージ)。 

2チャンネル信号に対して、サブウーファーか5出力される低 
域効果音である L . F . E . 信号びないときは、本機びサブウー 
ファー用信号を生成して出力します。 


DVD ソフトなどのエンコードち式は、パッケージに付いている 
マークで確認でさます。 

• 邦]。晋离：ドルビーデジタルでエンコードされているソフト 

• nni DOLBYSUHHOUMdI 扎马1|語顆:ドルビーサラウンドでエンコー 

ドされているソフト 

• eg ： DTS デジタルサラウンドでエンコードされているソフト 
• ドルビーデジタルが DTS について詳しくは、「用語集」（111 

ページ）をご覧ください。 
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ソニーのサラウンド効ま 
( DCS ) を楽しむ 

本機にあ S かじめ設定されているサウンドフィールド 
(サラウンド効果）を選ぶだけで、簡単にサラウンド効 
栗を楽しむことびでさます。ご自分の部屋で、映画館 
やコンヴートホールの臨場感を再現でさます。 


映画用/音楽用のサウンドフイールドを解除ず 
るには 

り CH STEREO 」、 または 「 A . F . D . AUTO 」 を還びま 
す。 

または本体の 2 CH 、 または A . F . D . を巧します。 



映画用のサウンドフイールドを選ぶ 


1 SOUND 円 ELD を巧ず。 

サウンドフィールド項目び表示されます。 

2イージースク □ ールキーでサウンドフィー 

ルドの種類を選び、巧して決定ずる。 

または、本体の MOVIE ボタンをくり返し巧して、 
お好みのヴウンドフィールドを選びます。 
詳しくは、 LU 下の「サウンドフィールド （ DCS ) 
の種類」をご覧ください。 


音楽用のサウンドフイールドを選ぶ 


1 SOUND FIELD を巧す。 

サウンドフィールド項目び表示されます。 

2イージースク □ ールキーでサウンドフィー 

ルドの種類を選び、巧して決定ずる。 

または、本体の MUS にボタンをくり返し巧して、 
お好みのヴウンドフィールドを選びます。 
詳しくは、 LU 下の「サウンドフィールド （ DCS ) 
の種類」をご覧ください。 


4^0乂ス沒姐ががでな 
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サウンドフイールド （DCS ) の種類 


サウンドフィールド 
「表示」 


効果 


映画用 

CINEMA STUDIO EX A 

liTtld 

ソニー.ピクチャーズエンターテインメントの 「 Can/Grant 
Theater 」 スタジオの音響特性を再現しまず。標準的なモードで、 
あ日ゆる映画に適していまず。 


CINEMA STUDIO EX B 

liTtld 

ソニー-ピクチャーズエンターテインントの 「Kim Novak 
Theater 」 スタジオの音響特性を再現します。このモードは音場 
効果が豊富に使われている SF 映画やアクション映画に適していま 
す。 


CINEMA STUDIO EX C 

liTtld 

ソニー-ピクチャーズエンターテインントのスコアリング•ス 
テージの音響特性を再現しまず。このモードはミュージカルが、 
オーケストラによるサウンドトラックが特長的な映画などに適し 
ています。 


VERTUAL MULTI DIMENSION 

lilSia rv.MULTI DIMENSION 」 

"1 組の実在するサラウンドスピーカーから、多数の仮想サラウン 
ドスピーカーを生成します。 

音楽用 

DIGITAL CONCERT HALL A 

「 D.CONCERTHALL A 」 

3 D 立体音像処理によ0、反射によって大をなサウンドステージを 
つ<ることび特長的なコンサートホールの音響特性を再現します。 


DIGITAL CONCERT HALL B 

「 D . CONCERTHALLB 」 

3 D 立体音像処理によ0、ホールの残響が特長的なコンサートホー 
ルの音響特性を再現します。 


CHURCH 

石造0の戰会の音響を再現しまず。 


JAZZ CLUB 

ジャズクラブの音響を再現します。 


LIVE CONCERT 

300席あるライブ八ウスの音響を再現します。 


STADIUM 

屋外のスタジアムの雰囲気を再現しまず。 


SPORTS 

スポーツ中継放送の雰囲気を再現します。 

ヘッドホン使用時* 

HEADPHONE に CH ) 

2 CH または A . F . D . を巧す。2チャンネル（ステレオ）で音を出し 
ます。デジタル入力のマルチチャンネル音声は2チャンネルにダ 
ウンミックスして再生しまず。 


HEADPHONE (MULTI 1 または MULTI 
2) 

MULTI IN を押す 。 MULTI CHANNEL INPUT 端子に入力された 
アナ□グ音声を2チャンネルにダウンミックスして出力します。 


HEADPHONE THEATER 

liTtld 

MOVIE または MUSIC を押す。映画館にいるような雰囲気をへッ 
ドホンで再現します。 

をへッドホンを使用したとさに選べるサウンドフィールドです。 


ごま意 

• 映画用と音楽用のサウンドフィールドは、下の場をは機能し 
ません。 

- MULTI CH IN 1または2を選んでいる。 

一 LUNK で DSD 信号を受信している。 

ーサンプリング周波数が 48 kHz より高い信号を受けている。 

• DTS 96に4信号受信中に音場効果を設定すると、強制的に 
48 kHz で再生します。 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生では、ノイズび 
目立つことがあ0ます。 

• 仮想スピーカーによるサウンドフィールド再生では、直接サラ 
ウンドスピーカーか5音は聞こえません。 

• 音楽用のサウンドフィールドを選んでいるとをは、サラウンド 
バックデコーディング （54 ページ）は機能しません。 


ちょっと一言 

• マークの付いたサウンドフィールドは、 DCS 技術を利 
用しています。 DCS について詳しくは、「技術解説」 （113 
ページ）をご覧ください。 

• liiaa マークのがいた-サウンドフィールドび選ばれていると 
き 、 Digital Cinema Sound ランプび点灯します。 
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サブウーファーをほねずフ 
□ントスピーカーのみか6 
音を出ず 


か音量でサラウンド効果を 
楽しむ 

(NIGHT MODE) 


(2CH STEREO) 


フ□ント L/R の2本のスピーカーのみか6音を出しま 
す。サブウーファーか日は、音び出ません。 

標準的な2チャンネルステレオ音声は、サウンド 
フィールドの回路を通さずに再生します。マルチチャ 
ンネル音声は、2チヤンネルにして（ダウン5ックス) 
再生します。 



1 SOUND 円 ELD を巧ず。 

サウンドフィールド項目び表示されます。 

2 イージースク □ ールキーで r 2 CH 
STEREO 」 を選び、巧して決定ずる。 

または本体の 2CH ボタンを巧す。 


音量び小さい状態でち、劇場のよラなサラウンド効果 
を楽しめる機能です。サウンドフィールドと同時に働 
かせることびでさます。 

例えばな夜に映画を見るとさ、ル音量でちセ U フを 
はっきりと聞き取ることびできます。 



1 < をくり返し巧して 、 AV AMPLIFIER メ 
ニューを表示させる。 

2 イージースク□ールキーで 「NIGHT 
MODE 」 を選び、巧してミ夫定ずる。 

MGHT MODE 機能び働きます。 

MGHT MODE をオフにするには、手順1と2をく 
り返します。 


ちょっと一言 

• 2 CH STEREO モードでは、サブウーファーからは音び出ませ 
んび、サブウーファーも使って2チャンネルステレオ音声を再 
生することもできます。 A . F . D . モードを 「 A . F . D . AUTO 」 にし 
(49 ページ )、 SURROUND SET UP メニューの rA . F . D . 
2 CHSW 」 を 「 CREATE 」 にしてください （57 ぺージ)。 

2チャンネル信号に対して、サブウーファーから出力される低 
域効果音であるし F . E . 信号びないとさは、本機びサブウー 
ファー用信号を生成して出力します。 


• NIGHT MODE 機能を働かせると、 BASS 、 TREBLE 、 
EFFECT のレベルび上がり、 rD . RANGE . COMP 」 び 
「 MAX 」 になります （59 ぺージ)。 
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ドルビーデジタルや DTS の 
サラウンド効まにサラウン 
ドバック機能を働かせる 

「ドルビーデジタル EX」 や 「DTS- 段マトリックス 
6.1」、 「DTS-ES ディスク U- 卜6.1」などで記録され 
た映画の DVD ソフトなどを再生するとさ、サラウンド 
バック信号をデコードします。これにより、映画製作 
ちび意図したサラウンド音声を楽しむことびでさまず。 



SURR BACK DECODING をくり返し}甲し 
て、サラウンドバックデコーディング機能を選 
ぶ。 


サラウンドバックデコーデイング機能 
の種類を選ぶ （SB DECODING ) 


■ TAUTOJ 

入カスト U —ムに 6.1 チヤンネルを示すフラグ a) びある 
とさ、 LU 下のデコード処理をします。 


入カストリーム 

出力 

サラウンドバック 

チヤンネル 

デコード処理 

ドルビーデジタル 
己.1 

己.1 

— 

ドルビーデジタル 

6. ド） 

SB DEC MODE で設定 

EXb ) 


ほ5ページ）された 


デコードモードによる 
デコード姐理 


DTS 5.1 

己.1 

— 

DTS-ES 

6.16) 

DTS マトリックスデコー 

マト I 」ツクス6.1づ 

ド処理 

DTS-ES 

6. ド） 

DTS ディスクリート 

ディスク I 」ート 6. パ） 

デコード処理 


a) DVD などのソフトに書さ込まれている情報です。 

b ) サラウンド EX フラグび書さ込まれている、ドルビーデジタル 
の DVD です。ドルビー社のホームページなどで、サラウン 

ド EX 映画を判別することびでさます。 

C ) 5.1 チャンネルの信号とともに、 DTS - ES マト U ックス信号 
であることをおすフラグび書さ込まれています。 

の 5.1 チャンネルの信号ととちに、これをディスク IJ - 卜 6.1 
チャンネルに戻すための化張スト I 」ームび記録されています。 
ディスク IJ - 卜 6.1 チャンネル信号は、映画館では使用され 
ない DVD 専用の信号です。 

e ) サラウンドバックスピーカーを2本つないでいるとさは、 7.1 
チャンネルになります。 

■roNj 

入カスト U —ム 5.1 チヤンネル、 6.1 チヤンネルの信号 


に対して SB DEC MODE で設定巧5ページ）された 
デコ ー ド処理を行います。 


サラウンドバック信号びデコードされているときは、 
SB DEC ランプび点灯しまず。 


■ rOFFJ 

サラウンドバック信号はデコードされません。 


ごを 意 

• 1;(下の場合は機能しません。 

- MULTI CH IN 1または2を遅んでいる。 

-し LINK 入力で DSD 信号を受信している。 

- DTS 96但4信号を受信して、 96 kHz でデ〕ードしている。 
一音楽用サウンドフイールドモードび選ばれている。 


• バッケージにドルビーデジタルサラウンド EX の口づび記載さ 
れていてち、フラグび書さ込まれていないディスクびありま 
す。サラウンドバックスピーカー占、6音び化ない場合は、 

「 ON 」 を還んでください。 

• A . F . D . モードで 「 PLIIx 」 を選んでいるときは 、 SB DEC 
MODE の設定に関わらず、 PLIIx デコード姐理されます。 
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サラウンドバックデコーデイング モー 
ドを選ぶ (SB DEC MODE ) 


サラウンドバックデコーディング機能で 「 AUTO 」 ま 
たは 「 ON 」 を選ぶと、さらに下記のサラウンドバッ 
クデコーディングモードに B DEC MODE ) を選べ 
ます。 



1,2,3 


1 MAIN MENU を巧して、本体の表示窓で 
「 CUSTOM に E 」 を選び、コント□-ルボタ 
ンを巧ず。 

または本体の main menu つまみを回して 
「 CUSTOMIZE 」 を還びます。 

2 なかち向にコント□-ルボタンを動かして、 
「SB DEC MODE 」 を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回しまず。 


3 ぐ/令ち向にコント□ールボタンを動かして 
お好みの項目または設定値を選ぶ。 

または本体の+/ —つ まみを回しまず。 

4 他の項目を設定するとをは、手順2と3をく 
り返ず。 


サウンドバック 
デコーディング 

モード 

(SB DEC MODE) 

スピーカー 

設定 

サラウンドバック 
デコード処理 

[DDEXJ 

7.1 ch 

ドルビーデジタル EX のマト 
リックスデコード処理 


6.1 ch 

ドルビーデジタル EX のマト 
リックスデコード処理 

rPLIIx MV 」 

7.1 ch 

ドルビープ□□ジック llx の 
ムービーモード処理 


6.1 ch 

ドルビーデジタル EX のマト 

U ックスデコード処理 

rPLIIx MS 」 

7.1 ch 

ドルビープ□□ジック llx の 

S ユージックモード処理 


6.1 ch 

ドルビープ□□ジック llx の 

S ユージックモード処理 


入カストリームとデコードげ態を表示で確認ずる 

A . F . D . モードを還んでいるとさ、サラウンドバックデ 
]- ディング機能び働してい机ま'、現在入力している 
スト U —ム表示後に現在のデコード状態を表す 
PROCESSING 表示び出ます。 

■ ドルビーデジタル EX デコードのとさ 


入カストリーム 

数秒後 PROCESSING 表示 

DOLBY DIGITAL [3/2.1] 

与 

DOLBY DEX [3/2.1] 

DOLBY DEX [3/2.1] 

与 

DOLBY DEX [3/2.1] 

DTS [3/2.1] 

与 

DTS [3/2.1] +DO LB 丫 

EX 

DTS-ES Matrix [3/2.1] 

与 

DTS [3/2.1] +DO LB 丫 

EX 

DTS - ESDiscrete [3/3.1] 

与 

DTS [3/2.1] +DO LB 丫 
EX * 

MPEG -2 AAC [3/2.1] 

与 

AAC [3/2.1] +DOLBY 
EX 


* DTS-ES Discrete [3/3.1] 信号に対して、ドルビーデジタル 
EX デコード処理によりサラウンドバックデコーディングを行 
う場合は、 DTS [3/2.1] の信号に対してデコード処理を行いま 
す。 


ごま意 

映画用のサウンドフィールドび選ばれているとさは 、 SB DEC 
MODE の設定に関わらず、ドルビーデジタル EX のマト U ック 
スデコード処理び行われます。 


II 
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■ ドルビープ□□ジック llx デコードのとさ 


入カストリーム 

数秒後 PROCESSING 表示 

DOLBY DIGITAL [3/2.1] 

与 

DOLBY D [3/2.1] + 

PLIIx 

DOLBY D EX [3/2.1] 

づ 

DOLBY D [3/2.1] + 

PLIIx 

DTS [3/2.1] 

づ 

DTS [3/2.1] + PUIx 

DTS-ES Mat 「 ix [3/2.1] 

与 

DTS [3/2.1] + PUIx 

DTS-ES Discrete [3/3.1] 

与 

DTS [3/2.1] + PUIx * 

MPEG -2 AAC [3/2.1] 

与 

AAC [3/2.1] + PUIx 


审 DTS-ES Discrete [3/3.1] 信号に対して、ドルビープ□□ジッ 
ク llx デコードによりサラウンドバックデコーディングを行ラ 
場をは、 DTS [3/2.1] に対して行います。 


サラウンド効果を調節する 

調節した内容は、ヴウンドフイールドごとに記憶されます。 



2 , 3,4 


1 マルチチヤンネルのサラウンド効果びエン 
コードされている音源 ( DVD など)を再生 
ずる。 

2 MAIN MENU をくり返し巧して 

[SURROUND SET UP 」 を選び、っント 
□ールボタンを巧す。 

または本体の MAIN MENU つまみを回しまず。 

3公 かち向にコント□-ルボタンを動かして、 
設定項目を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回します。 

設定項目については、 LU 下の 「SURROUND 
SET UP メニューの設定項目」をご覧ください。 

4 音を聞をなび！5ぐ/令ち向にコント□-ルボ 
タンを動かして、調節/設定ずる。 

または本体の+/ —つ まみを回します。 


ごを意 

• PLIIx MS モードを選んでも、下記の場合は、通常時とデコー 
ド処理び異な0ます。スピーカー設定び 6.1 ch のとさは、ド 
ルビーデジタル EX のマトリックスデコード処理び行われ、ス 
ピーカー設定び 7.1 ch のとさは、ドルビープ□□ジック llx 
ムービー処理び行われます。 

ードルビーデジタルサラウンド EX 信号び入力されている。 

- S 目 DECODING が 「 AUTO 」 に設定されている。 


• サウンドフィールドによって、調節でさる設定項目は異なりま 
す。暗く表示されている設定項目は調節でをません。 
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5 他の項目を調節/設定ずるとをは、手順 3 と 4 
をくり返ず。 


SURROUND SET UP メニューの設 
定頃目 


■ EFFECT LEVEL _% 

( エフェクトレべル） 

お買い上げ時の設定：100% 

値を上げるほど、サラウンド効果び大さくなります。 
20〜120%の範囲で、5%単位で調節でさます。 


より細か<サラウンド効果を調節する 
には 

(SURROUND SET UP メニュ ^ の脑 I 設定頂目） 

CUSTOMIZE メニユーで 「MENU EXPAND 」 を 
「 ON 」 にすると （79 ページ)、1；•(下のすべての項目を 
表示-設定でさるようになります。 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されています。 

■ C.WIDTH L_C_R 
( センター音像イメージ幅コント □- ル） 

お買い上げ時の設定：巧） 

KJ レビープ□□ジック11、 I lx の5ユージックモード処 
理に対して、さらに細かい調節をしたいとさに設定し 
ます。 A . F . D . モードを 「PRO LOGIC II MUS に」ま 
たは 「PRO LOG に llx MUS に」に設定している 
(49 ページ）場合のみ設定できます。 

ドルビープ□□ジック11で生成したセンターチャンネ 
ルの音声を、フ□ント L / R スピーカーに振り分ける調 
節びでさます。 

■ DIMENSION F _ S 

( ディメンションコント □- ル） 

お買い上げ時の設定：センターめ） 

KJ レビープ□□ジック11、 I lx の5ユージックモード処 
理に対して、さらに細かい調節をしたいとさに設定し 
ます。 A . F . D . モードを 「PRO LOGIC II MUS に」ま 
たは 「PRO LOG に llx MUS に」に設定している 
(49 ページ）場合のみ設定できます。 

フ□ントチヤンネルとサラウンドチヤンネルのレベル 
差を調節でさます。 


■ PANORAMA MODE 

(パノラマモード） 

ドルビープ □ □ジック11、 I lx の5ュージックモード処 
理に対して、さ日に細かい調節をしたいときに設定し 
ます。 A . F . D . モードを 「PRO LOGIC II MUS に」ま 
たは 「PRO LOGIC llx MUS に」に設定している 
(49 ページ）場合のみ設定できます。 

•ON 

フ□ントの音場を左ちに大さく回りこませて、ヴラウ 
ンドにつなびるよラな音場モード（パノラマモード） 
を楽しむことびでさまず。 

■ OFF 

パノラマモードは働さません。 

■ FRONT REVERB 

(フ□ントリバーブ） 

□ .CONCERT HALL A / B のヴウンドフィールド巧2 
ページ）専用の設定です。音源に含まれている残響に 
よって、フ□ント信号にどれく S い残響を加えるかを 
設定します。 

■ SID 

通常は 「 STD 」 を選びます。 

• WET 

残響を加えたいとさに還びます。 

■ SCREEN DEPTH 

(スクリーンの奥巧さ） 

シネマスタジオ EX モードのヴウンドフィールド巧2 
ページ）専用の設定でず。 

映画館のよラに、フ□ントスピーカーの音びスク U — 
ンの中から出てくるよラな感覚を、リスニングルーム 
につくり出しまず。 

■ ON 

非萬に大さなスク U —ンから音び出てくるよラな奥行 
き感をつくり出しまず。 

• OFF 

この機能は働さません。 

■ VIR.SPEAKERS 

り反想スピーカー） 

シネマスタジオ EX モードのヴウンドフィールド巧2 
ページ）専用の設定でず。 

■ ON 

仮想 スピーカーを 生成します。 

• OFF 

仮想スピーカーを生成しません。 

■ A.F.D. 2CH SW 

A . F . D . モードを 「 AUTO 」 に設定している場合のみ設 
定でさます。 

• CREATE 

サブウーファー信号を生成します。 

■ OFF 

サブウーファー信号を生成しません。 


II 


4^0乂ス沒姐がおでな 
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るスピー カーの レベルや/ V ランスを調 
節ずる 


調節した内容は、ずべてのヴウンドフイールドに反映 
されます。 



1 MAIN MENU をくり返し巧して 「 LEVEL 」 
を選び、コント□-ルボタンを巧ず。 

または本体の MAIN MENU つまみを回しまず。 

2なかち 向にコント□-ルボタンを動かして、 
設定項目を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回します。 

設定項目については、 LU 下の 「 LEVEL メニューの 
設定項目」をご覧ください。 

3 音を聞をなび5 ク心ち 向にコント□ールボ 
タンを動かして、調節/設定ずる。 

または本体の+/—つまみを回します。 

4 他の項目を調節/設定するとをは、手順2と3 
をくり返ず。 


LEVEL メニューの設定頃目 


■ TEST TONE ( テスト ! — ン） 

それぞれの スピーカーから 順番にテスト トーンを 出し 
まず。 

お買い上げ時の設定： OFF 
•「 AUTO 」 

テスト I ''ーンび出るスピーカーび自動的に切り換わり 
ます。 

•「 FIX 」 

テスト I ''ーンを出すスピーカーを選ぶことびでさます。 

■ FRONT L _ R 

( フ □ ントスピーカーバランス） 

お買い上げ時の設定：センターの） 

フ□ントスピーカーの左ちのバランスを調節します。 
±8 dB の範囲で、 0.5 dB 単位で調節でさます。 

■ CENTER dB 

( センタースピーカーレべ J レ） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

-20 dB 〜+10 dB の範囲で、 0.5 dB 単位で調節でき 
ます。 


■ SURROUND-A L dB 

( サラウンドスピーカ ー A ( 左）レベル） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

-20 dB 〜+10 dB の範囲で、 0.5 dB 単位で調節でき 
まず。 

■ SURROUND-A R dB 

( サラウンドスピーカ ー A ( ち）レベル） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

-20 dB 〜+10 dB の範囲で、 0.5 dB 単位で調節でき 
ます。 


■ SURROUND-B L dB 

( サラウンドスピーカ ー B ( 左）レベル） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

-20 dB 〜+10 dB の範囲で、 0.5 dB 単位で調節でき 
ます。 


■ SURROUND-B R dB 

( サラウンドスピーカ ー B ( ち）レベル） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

-20 dB 〜+10 dB の範囲で、 0.5 dB 単位で調節でき 
ます。 

■ SURR BACK dB 

( サラウンドバックスピーカーレベル ）* 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

-20 dB 〜+10 dB の範囲で、 0.5 dB 単位で調節でき 
ます。 


ちよつと一言 

SURROUND SPEAKERS スイッチび 9.1 に設定されている場 
合、サラウンドスピーカ ー A とサラウンドスピーカ ー B のそれ 
ぞれの最適な設定値び反映されます。 
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■ SURR BACK L dB 

( サラウンドバックスピーカー ( 左）レベル ）* ** 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

-20 dB 〜 +10 dB の範囲で、 0.5 dB 単位で調節でさ 
ます。 

■ SURR BACK R dB 

( サラウンドバックスピーカー ( ち）レベル ）** 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

-20 dB 〜 +10 dB の範囲で、 0.5 dB 単位で調節でき 
ます。 

■ SUB WOOFER dB 

( サブウーファーレベル） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

-2 日 dB 〜 +10 dB の範囲で、 0.5 dB 単位で調節でさ 
ます。 

■ MULTI 州 1 SW 

( マルチチヤンネル 1 ヴブウーファーレベル） 

■ MULTI 州 2 SW 

( マルチチヤンネル 2 ヴブウーファーレベル） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

MULTI CH IN1 端モ /MULTI CH IN 2 端テのサブウー 
ファーのレベルを 10 dB 上げることびでさます。 DVD 
プレーヤーのサブウーファーレベルはスーパーオー 
ディオ CD よりち 10 dB 低いため、 DVD プレーヤーを 
MULTI CH IN 1 端モ /MULTI CH IN 2 端テにつないだ 
とさは、この設定項目で 10dB 上げると効果的な場合 
びあります。 

* サラウンドバックスピーカーの設定び 「 SINGLE 」 に設定さ 
れているときのみ設定できます （62 ページ)。 

** サラウンドバックスピーカーの設定び 「 DUAL 」 に設定され 
ているときのみ設定できます （62 ページ)。 


ごを 意 

liTF のサウンドフィールドで SPEAKER SET UP メニューのす 
ベてのスピーカーび 「 LARGE 」 に設定されていると、サブウー 
ファーか 5 は音び化ません。 ただし、入力されたデジタル信号に 
L . F . E . 信号び含まれているとさや、フ□ント、サラウンドのいず 
れかびに MALL 」 に設定されているときは、サブウーファーか 
5音び出ます。 

• D.CONCERT HALL A 

• D.CONCERT HALL B 

• CHURCH 

• JAZZ CLUB 

• LIVE CONCERT 

• STADIUM 

• SPORTS 


より細か < レベルやバランスを調節ず 
るには 

(LEVEL メニューの脑 1 設定項目） 

CUSTOM 亿 E メニューで 「MENU EXPAND 」 を 
rONJ にすると （79 ぺージ)、 LU 下のすべての項目を 
表示-設定でさるようになります。 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されています。 

■ PHASE NOISE 

(フェーズノイズ） 

•ON 

となりあった2つずつのスピーカーか日順番にテスト 
トーンを出します。 

■ OFF 

■ PHASE AUDIO 

(フェーズオーディオ） 

•ON 

となりあった2つずつのスピーカーか日順番に、テス 
トトーンではなくフ□ント2チヤンネルの音源を出し 
ます。 

■ OFF 

■ D.RANGE.COMP. 

(ダイナ=ックレンジの圧縮） 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭くします。 
深夜にル音量で映画を見たいとさなどに便利です。ド 
ルビーデジタルの音声にのみ働さます。 

■ QEE 

ダイナ5ックレンジの圧縮は行われません。 

• STD 

レコーディングエンジニアび意図するダイナミックレ 
ンジでサウンドトラックを再現します。 

• MAX 

ダイナミックレンジを極端に狭くします。 


ちよつと一言 

rD . RANGE . COMP .」 では、ダイナ5ックレンジをドルビーデ 
ジタルに記録されているダイナ云ックレンジ情報に基づいて圧縮 
しまず。 「 STD 」 び本来の圧縮値ですび、控えめに感じると走は、 
「 MAX 」 をおずすめします。これは極端にダイナミックレンジを 
圧縮しまずので、深夜のビデオ鑑賞などに便利でず。アナ□グの 
IJ ミッターとは異なり、機器側び圧縮ポイントをあ5かじめ予測 
しているため、自然な圧縮にな D ます。 


J 4^0乂ス沒池ががで G 
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サラウンド効果をお買い上 
ば時の設定に戻す 



1 1/の(電源スイッチ)を巧して電源を切る。 

2 MUS にを巧しなび5、1/の(電源スイッチ） 
を巧ず。 

表示窓に 「 S . F . Initialize 」 と表示され、すべての 
ヴウンドフイールドびお買い上げ時の設定に戻り 
ます。 
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スピーカーのよ日細かい設定をずる 


メニューを使ってスピー 
力一を 設定ず る 

SPEAKER SET UP メニューを使って、本機につない 
で使用するスピーカーと、その大ささ、距離などを設 
定でさます。 


2 , 3,4 



1 1/む馆源スイッチ）を巧して、本機の電源を 
入れる。 

2 MAIN MENU をくり返し巧して 

「SPEAKER SET UP 」 を選び、コント □— 
ルボタンを巧ず。 

または本体の MAIN MENU つまみを回します。 

3合 かち向にコント□ールボタンを動かして、 
設定したい項目を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回します。 

設定項目については、 LU 下の [SPEAKER SET 
UP メニューの設定項目」をご覧ください。 


4 ぐ/杏ち向にコント□-ルボタンを動かして、 
パラメーターを選ぶ。 

または本体の+/—つまみを回しまず。 

5 手順3と4をくり返し、ずべての項目を設定 
ずる。 


SPEAKER SET UP メニューの設定 
頃目 


お買い上げ時は、下線のパラメーターに設定されてい 
ます。 

■ SUBWOOFER 

( サブウーファー ) 

■ YES 

サブウーファーをつないだ場合に還びます。 

• N 0 

サブウーファーをつなびない場合に選びます。1 氏域 
変換機能び働さ、 L . F . E . (重低音効果）信号び他の 
スピーカーから再生されます。 

• MIX 

サブウーファーをつなびない場合に選びます。サブ 
ウーファーの音質を劣化させずに他のスピーカーか 
ら出力することびでさます。 LEVEL メニューの 
「 SUBWOOFER 」 の設定で他のスピーカーに振り 
分ける LF . E . 成分の調節びでさます（卜 U ム機能） 

巧9ページ)。 

■ FRONT SP 

( フ □ ントスピーカー ) 

■ LARGE 

低域を充分に再生でさる大さなスピーカーをつない 
だ場合に還びまず。通萬は 「 LARGE 」 を還びます。 
ヴプウーファーび「 N 0」に設定されていると、フ 
□ントスピーカーは自動的に 「 LARGE 」 に設定さ 
れまず。 

• SMALL 

「 LARGE 」 にずると音び歪んだり、サラウンド効果 
び不充分な場合に選びまず。フ□ントスピーカーの 
低域成分は、サブウーファーから再生されます。 
「 SMALL 」 を還ぶと、センタースピーカー、ヴラウ 
ンドスピーカー、サラウンドバックスピーカーの設 
定も自動的に 「 SMALL 」 になります （「 NO 」 に設 
定されている場合を除く）。 

サブウーファーを 「 NO 」 に設定しているときは還 
ベません。 


ちよつと一言 

ドルビーデジタルのほ域変換機能を充分にお楽しみいただくため 
に、サブウーファーのカットオフ周波数をでさるだけ高く設定す 
ることをおすすめします。 


;^|::。|过|3わ0董91一隅神が4か 
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■ CENTER SP 

( センタースピーカー） 

■ LARGE 

低域を充分に再生でさる大さなスピーカーをつない 
だ場合に還びます。通常は 「 LARGE 」 を還びます。 
フ□ントスピーカーを 「 SMALL 」 に設定していると 
きは還べません。 

• SMALL 

「 LARGE 」 にすると音び歪んだり、サラウンド効果 
び不充分な場合に還びます。センタースピーカーの 
低域成分は、フ□ントスピーカー (「 LARGE 」 に設 
定されている場合）またはサブウーファーから再生 
されます。 

• N 0 

センタースピーカーをつなびない場合に還びます。 
センタースピーカーの音はフ□ントスピーカーから 
出力されます。 

• MIX 

センタースピーカーをつなびない場合に選びます。 
センタースピーカーの音質を劣化させずにフ□ント 
スピーカーから出力することびでさます。 LEVEL メ 
ニューの 「 CENTER 」 の設定で左ちのフ□ントス 
ピーカーに振り分けるセンター成分の調節びでさま 
す（卜 U ム機能）巧8ページ)。 

■ SURROUND SP-A 

( サラウンドスピーカー A) 

■ SURROUND SP-B 

( サラウンドスピーカ ー B) 

サラウンドバックスピーカーち自動的に同じ設定にな 
ります。 

■ I ARGF 

低域を充分に再生でさる大さなスピーカーをつない 
だ場合に還びます。通常は 「 LARGE 」 を選びます。 
フ□ントスピーカーを 「 SMALL 」 に設定していると 
きは還べません。 

• SMALL 

「 LARGE 」 にすると音び歪んだり、サラウンド効果 
び不充分な場合に選びます。 

サラウンドスピーカーの低域成分は、サブウー 
ファーまたは 「 LARGE 」 に設定した他のスピー 
カーから再生されます。 

• N 0 

_ サラウンドスピーカーをつなびない場合に還びます。 

ごを 意 

サラウンドスピーカーの設定をする前に、使ラスピーカーシステ 
ムを還んでください （37 ぺージ)。 

ちよつと一言 

• SURROUND SPEAKERS スイッチび 9.1 に設定されている 
場合、サラウンドスピーカ ー A とサラウンドスピーカ ー B の 
それぞれの最適な設定値び反映されます。 


■ SURR BACK SP 

(サラウンドバックスピーカー) 

サラウンドスピーカーを「 N 0」に設定しているとき 
は、サラウンドバックスピーカーも自動的に「 N 0」 
になり、設定を変えることはでさません。 

■ niiAi 

サラウンドバックスピーカーを2台つないだ場合に還 
びます。音声を最大 7.1 チャンネルで出力します。 

• SINGLE 

サラウンドノ（ックスピーカーを1台だけつないだ場合 
に選びます。音声を最大 6.1 チャンネルで出力しま 
す。 

• N 0 

サラウンドバックスピーカーをつなびない場合に選 
びます。 

• 2 ND ZONE 

サラウンドバックスピーカーを 2 nd ゾーンで使用す 
る場合、 「2 ND ZONE 」 を選びます。に ND 
ZONE 」 に設定している場合 、 MULTI CHIN の 
SURR BACK 端テへの入力は無効です。 

• BI-AMP 

フ□ントスピーカーのバイアンプ接続をするとさに 
還びます （90 ページ)。 


• 各スピーカーの 「 LARGE 」、 rSMALU の違いは、「そのス 
ピーカーのほ音をカットずるかしないか」です。に MALL 」 

でカットされたほ音は、 「 LARGE 」 と設定した他のスピー 
力一またはサブウー ファーのほ i 或に回されます。 

しかし、できればほ域はカットしたくないちのです。したびつ 
て、どんなにル型のスピーカーでち、ほ音を再生させたい場合 
は 「 LARGE 」 に設定します。をに大型のスピーカーでも、ほ 
音を再生させたくない場合は 「 SMALL 」 に設定します。 
全体の音量びルさい場合はすべてのスピーカーを 「 LARGE 」 

に設定し、ほ音感び足りない場合は、イコライヴーでほ域を上 
けることをおすすめします。イコライヴーの設定については 
67ぺージをご覧ください。 
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■ FRONT ■■■ meter 

(フ□ントスピーカーまでの距離） 

お買い上げ時の設定： 3.0 meter 
U スニングポジションか日左ちのフ□ントスピーカー 
までの距離 （〇) を設定します。 1.0 〜 7.0 m の範囲 
で、 0.1 m 単位で設定でさます。 

左ちのフ□ントスピーカーび U スニングポジションか 
ら同じ距離に設置されていない場合は、リスニングが 
ジションに近いほラのスピーカーの距離を設定します。 

サラウンドバックスピーカーを1つだけ設置した場 



サラウンドバックスピーカーを2つ設置した場合 
(包の角度は同じにずる） 



■ CENTER ■■■ meter 

(センタースピーカーまでの距離） 

お買い上げ時の設定： 3.0 meter 
IJ スニングポジションか!5センタースピーカーまでの 
距離を設定します。 1.0 〜 7.0 m の範囲で、 0.1 m 単位 
で設定でさまず。 

■ SURROUND-A " meter 

(サラウンドスピーカー A までの S 巨離） 

■ SURROUND-B " meter 

(サラウンドスピーカー B までの S 巨離） 

お買い上げ時の設定： 3.0 meter 
U スニングポジションから左ちのサラウンドスピー 
カーまでの距離を設定します。 

1.0 〜 7.0 m の範囲で、 0.1 m 単位で設定でさます。 
左ちのサラウンドスピーカーび U スニングポジション 
か6同じ距離に設置されていない場合は、 U スニング 
ポジションに近いほラのスピーカーの距離を設定しま 
す。 

■ SURR BACK ■■■ meter 

(サラウンドバックスピーカーまでの S 目離） 

お買い上げ時の設定： 3.0 meter 
U スニングポジションからサラウンドバックスピー 
カーまでの距離を設定します。 1.0 〜 7.0 m の範囲で、 
0.1 m 単位で設定できます。 

左ちのサラウンドバックスピーカーび U スニングポジ 
ションか6同じ距離に設置されていない場合は、 U ス 
ニングポジションに近いほラのスピーカーの距離を設 
定します。 

■ SUB WOOFER " meter 

(サブウーファーまでの距離） 

お買い上げ時の設定： 3.0 meter 
U スニングポジションからサブウーファーまでの距離 
を設定します。 

1.0 〜 7.0 m の範囲で、 0.1 m 単位で設定でさまず。 


ちょっと一言 

• 自動音場補正機能でスピーカー設定すると、スピーカーの距離 
を1 cm 単位で調節でさるよラにな0ます。 

• SURROUND SPEAKERS スイッチび 9.1 に設定されている 
場合、サラウンドスピーカ ー A とサラウンドスピーカ ー B の 
それぞれの最適な設定値び反映されます。 

• U スニングポジションからセンタースピーカーまでの距離回 
は、 U スニングポジションからフ□ントスピーカーまでの距離 
因よりち 1.5 m よりちくに設定でさません。な下の図の回一回 
び1 .5 m じ(下になるよラに設置してください。 

例：因び6 m のとき、回の距離は 4.5 m L ツ上にしてください。 
IJ スニングポジションからサラウンドスピーカーやサラウンド 
バックスピーカーまでの距離回は、 U スニングポジションか 
5フ□ントスピーカーまでの距離回よりも 4.5 m よりおくに 
設定でさません。1；1下の図の图一回び 4.5 m L ； rF になるよ 
ラに設置してください。 


例：因び6 m のとき、回の距離は1 .5 mliLh にしてください。 
これらは、スピーカーの配置を適切に行い、よりよい音で楽しん 
でいただ<ために設けた制限です。 

使いこなしのヒントとして、実際の距離よりおくスピーカーの 
位置を設定すると、音び出るタイ' ングび遅くなり、スピーカー 
び遠くにあるように感じられます。 



II 
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よ 0 細かいスピーカー設定をずるには 
(SPEAKER SET UP メニューのおお 
設定頃目） 


本機の CUSTOMIZE メニューで 「MENU EXPAND 」 
を 「 ON 」 にすると （79 ページ)、サラウンドスピー 
カーの位置や高さなど、より細かい設定びでさるよラ 
になります。 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されていまず。 

■ DISTANCE UNIT 

(距離の単位） 

スピーカーまでの距離を表示する単位を切り換えます。 

■ meter 

メートル表示に切り換えます。 

• feet 

フィート表示に切り換えます。 

■ SP-A POSI. 

(サラウンド スピーカー A の位置） 

■ SP-B POSI. 

(サラウンドスピーカー B の位置） 

シネマスタジオ EX モード巧2ページ）によるヴラウ 
ンド効果を充分に得るために、サラウンドスピーカー 
の位置を設定します。 


サラウンドスピーカーの設定び「 N 0」のとさ （62 
ページ）は設定でさません。 




■ SIDF/I OW 

サラウンドスピーカーの位置び〇かつ0の範囲にあ 
るとさに還びます。 

• SIDE/HIGH 

サラウンドスピーカの位置び〇かつ©の範囲にある 
とさに還びまず。 

• BEHD / L 0 W 

サラウンドスピーカーの位置び包かつ©の範囲にあ 
るとさに還びます。 

• BEHD/HIGH 

ヴラウンドスピーカーの位置び包かつ0の範囲にあ 
るときに還びます。 

■ SP CROSSOVER >_ Hz 

(スピーカーク □ スオーノ（一 周波数） 

お買い上げ時の設定：100 Hz 
S 戶 EAKERSETUP >< ニューで 「 SMALL 」 に設定さ 
れている スピーカーの 低音域のク □スオーバー 周波数 
を調節します。40 Hz 〜 200 Hz の 範囲で、10 Hz ごと 
に調節できます。 


ちょっと 一言 

サラウンドスピーカーの位置は、シネマスタジオ EX モード専用 
の設定です。 

通常のヴウンドフイールドでは、スピーカーの配置はそれほど重 
要ではありません。基本的にはスピーカーは後方配置を標準とし 
て設計していますび、角度が相当開いていてち効果び比較的薄れ 
ません。しかしスピーカーをちの真横に置くと効果びはっさりし 
なくなるため、 「 SIDE 」 を用意しました。 


ただし、リスニング環境には壁の反射ち含まれるため、スピー 
カーの位置び高いとさは、サラウンドスピーカーびほぼ真横に 
あっても「巨 EHD 」 に設定したほラびよい場合びあります。 
実際に設定し、より広びり感び豊かで、サラウンド空間とフ□ン 
卜とのつなびりのよいほラを選んでください。迷ったら 
「臣 EHD 」 に設定し、距離や音量を調節してよりよいにびり感に 
なるよラにして < ださし、。 
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スピーカー のレベルとパラ 
ンスを調節する 

(TEST TONE) 

U スニングポジションに座り、テスト!ンの出力を 
聞さなび!5スピーカーのレベルとバランスを調節して 
ください。付属の U モコンをお使いください。 


3 , 4,6 



2,7 


1 本機とテレビの電源を入れる。 

2 ON SCREEN を巧ず。 

本機に接続したテレビに設定画面び表示されるよ 
ラに、テレビの入力を切り換えまず。 

3 リスニングポジションに座り 、 MAIN 
MENU をくり返し巧して LEVEL メ 
ニューを選び、コント□-ルボタンを巧し 
て決定する。 

4 杏ち向にコント□ールボタンを動かして、 
「 AUTO 」 を選ぶ。 

各スピーカーか日順番にテスト I ''ーン（ザーッと 
いラ音）び出力されます。 


さらにゥ方向にコント□ールホタンを動かすと、 
還んだスピーカーのみからテスト I -ーンを出す 
「 FIX 」 パターンになりまず。 

5 ずべてのスピーカーのテスト!ンび同じ 
音量に聞こえるように 、 LEVEL メニューを 
使って各スピーカーのレベルとバランスを 
調節ずる。 

詳しくは 「 LEVEL メニューの設定項目」 （58 ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

6 調節び終わった!5、コント□ールボタンを 
公かち向に動かして 「TEST TONE 」 を選 
び、杏ち向にコント□-ルボタンを動かして 
「 OFF 」 を選ぶ。 

テストトーンび消えます。 

/リモコンの ON SCREEN を巧ず。 

テレビの設定画面び消えまず。 


テストトーンが何ち聞こえないとまは 

• スピーカーコードびお実につなびれていない場合び 
あります。コードを軽く引っ張ってみて、キ友けたり 
しないよラに、お実につないでください。 

• スピーカー コー ドびシ ヨー トしている恐れびありま 
す。別紙のスピーカー接続のごま意をご覧ください。 

テストトーンが表示なに表示されているスピー 
力一と異なるスピー カーか百出るとまは 

• 接続したスピーカーと設定したスピーカーパターン 
び間違っています。スピーカーの接続とスピーカー 
ノ（ターンをもう一度確認してください。 

さ百に細かい調節を行5には 

隣り合う2個のスピーカーからテスト I -ーンや音源を 
出力して、バランスやレベルを調節でさます。 
CUSTOM 亿[メニューで 、 「MENU EXPAND 」 を 
rONJ に設定し （79 ぺージ)、続けて LEVEL メニュ ー 
の 「PHASE NOISE 」 または 「PHASE AUDIO 」 で、 
調節したい2個のスピーカーを選びまず。 


ごを 意 

表吊窓の設定項目び0音く表示されているちのは、サウンドフィー 
ルド （48 〜52ページ）や他のスピーカーの設定状態などに 
よって、還んだ設定項目び機能しない、あるいは変更でさないこ 
とを意味します。 


ちょっと一言 

• 本機は中む周波数800 Hz のテスト I ンを採用していまず。 

• すべてのスピーカーの音量を一度に調節したいとさは、 U モコ 
ンの MASTER VOL + / -または本体の MASTER VOLUME 
つまみで調節します。 


;^|::。|过|3ゎ0董9ぐ一隅神が4か 
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本付:で操作を行 5 には 

本体で操作をする場合は、 LU 下の手順を行って<ださ 
し、。 


2,7 



1 本機の電源を入れます。 

2 TEST TONE を巧します。 

3 MAIN MENU つまみを回して 「 LEVEL 」 を選びま 
す。 

4 MENU つまみを回して、調節したいスピーカーの設 
定項目を還びまず。 

5 +/- つまみを回して、テスト!''ーンび他のスピー 
力一と同じ音量に聞こえるようにレベル(音量)を調 
節します。 

6 手順4、5の操作をくり返して、すべてのスピーカー 
の音量を調節します。 

7 TEST TONE をもう一度巧して終了します。 


自動音場補正機能の測定結 
まを確認する 

自動音場補正機能で測定した EQ 特性を EQ CURVE 
INFORMATION メニューでお認できます。 



1ぶ，3 


1 MAIN MENU をくり返し}甲して 「AUTO 
CAUBRATION 」 を選び、コント□-ルボ 
タンを巧ず。 

または本体の MAIN MENU つまみを回して 
「AUTO CALIBRATIONJ を還びます。 

2 なかち向にコント□-ルボタンを動かして、 
「EQ CURVE INFORMATION 」 を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回します。 

お認でさる項目については、 LU 下の 「EQ 
CURVE INFORMATION メニューの項目」をご 
覧ください。 


AUTO CALI BRAT I ON 
AUTO CAL START 
CAL TYPE: FULL FLAT 
SPEAKER CAL: YES 

LEVEL CAL : YES 

EQ CURVE EFFECT: ON 

今 EQ CURVE INFORMATION 
AUTO CAL: ON 


PLEASE PRESS ENTER 


3 ぐ/令ち向にコント□-ルボタンを動かして 
お好みの周波数を選ぶ。 

または本体の+/—つまみを回します。 


66 





















































1 マルチチヤンネルのサラウンド効果びエン 
コードされている音源 ( DVD など)を再生 
ずる。 

2 MAIN MENU を巧して 「 EQUALIZER 」 を 
選び、コント□ールボタンを巧ず。 

または本体の MAIN MENU つまみを回します。 

3 なかち向にコント□ールボタンを動かして 
「EQ PRESET 」 を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回しまず。 

4 ぐ/令ち向にコント□ールボタンを動かして、 
調節したいイコライザー （EQ PRESET 
[1] 〜に])を選ぶ。 

または本体の+/—つまみを回します。 


低域 


中域 


高域 


レベル 

(dB) 



周波数周液数周波数 

(Hz) (Hz) (Hz) 


■ FL ■■■■■Hz、■■■■dB 

■ FR ■■■■■Hz、■■■■dB 

フ□ントスピーカーの自動音声補正結果の EQ を表示し 
ます。 

■ C ■■■■■Hz、■■■■dB 

センタースピーカーの自動音声補正結果の EQ を表示し 
ます。 

■ SL-A ■■■■■Hz、■■■■dB 

■ SR-A ■■■■■Hz、■■■■dB 

サラウンドスピーカー A の自動音声補正結果の EQ を表 
术しま9。 

■ SL-B ■■■■■Hz、■■■■dB 

■ SR-B ■■■■■Hz、■■■■dB 

サラウンドスピーカー B の自動音声補正結果の EQ を表 
术しま9 〇 

■ SB ■■■■■Hz、■■■■dB 

■ SBL ■■■■■Hz、■■■■dB 

■ SBR ■■■■■Hz、■■■■dB 

サラウンドバックスピーカーの自動音声補正結果の EQ 
を表示します。 

サラウンドバックスピーカーを1台つないでいるとさ 
(SINGLE 設定）は rSB」、 2台つないでいるとき 
(DUAL 設定）は rSBU と rSBRJ び表示されます。 


EQ CURVE INFO 

F 2 0Hz L 〇日艮 R 

mlm 

OdB 

L . ， 

9 が 


-9clB 

R . . 

9 が 

•••••• • 

■- l-qriR 

卜 FREQUENCY UP/DOWN 一 


4 他の項目を確認するとをは、手順2と3をく 
り返ず。 


EQ CURVE INFORMATION メ 

ニューの頂目 


イコライザー(ほ域/中域/高 
域のレベル)を調節する 

本機のイコライヴープ U セットに5通りの設定 (EQ 
PRESET [1] 〜[引）を登録して、いつでち呼び出 
すことびでさます。 


J ;^|::。—过—3ゎ0董9^熙神が4か 
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5 

| 6 | 
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5 公かち向にコント□-ルボタンを動かして、 
設定項目を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回します。 

設定項目については、し U 下の 「 EQUAUZER メ 
ニューの設定項目」をご覧ください。 

6 音を聞をなび5ク/〇ち向にコント□ールボ 
タンを動かして、調節ずる。 

または本体の+/—つまみを回します。 

7 他の項目を調節ずるとをは、手順5と6をく 
り返ず。 


EQUALIZER メニューの設定頃目 

■ EQ PRESET 

(イコライザープリセットの選択） 

イコライヴープリセット（[1]〜に])を還びます。 
「 OFF 」 にするとイコライヴー効果びオフになります。 

■ FRONT BASS ■■■ dB 

(フ□ントス ピーカーの お域レベル） 

お買い上げ時の設定：日 dB 
±1日づ6の範囲で、 1 dB 単位で調節できます。 

■ FRONT BASS ■■■ Hz 

(フ□ントス ピーカーの お域周波数） 

お買い上げ時の設定： 500 Hz 
250 Hz か 500 Hz び還べます。 

■ FRONT TREBLE ■■■ dB 

(フ□ントス ピーカーの 高域レベル） 

お買い上げ時の設定：0 dB 

±10 dB の範囲で、 1 dB 単位で調節できます。 

■ FRONT TREBLE ■■■ Hz 

(フ□ントスピーカーの高域周波数） 

お買い上げ時の設定： 2.2 kHz 
2.2 kHz か 4.3 kHz び還べます。 

■ CENTER BASS ■■■ dB 

(センタースピーカーのお域レベル） 

お買い上げ時の設定：0 dB 

±10 dB の範囲で、 1 dB 単位で調節できます。 

■ CENTER BASS ■■■ Hz 

(センタースピーカーのお域周波数） 

お買い上げ時の設定： 500 Hz 
250 Hz か 500 Hz び還べます。 


■ CENTER MID ■■■ dB 

(センター スピーカーの 中域レベル） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

±10 dB の範囲で、 1 dB 単位で調節でさます。 

■ CENTER MID ■■■ Hz 

( センタースピーカーの中域カットオフ周波数） 

お買い上げ時の設定：1 .0 kHz 

100 Hz 〜 10 kHz の間で、5段階に設定でさます。 

■ CENTER TREBLE ■■■ dB 

(センター スピーカーの 高域レベル） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

±10 dB の範囲で、 1 dB 単位で調節でさます。 

■ CENTER TREBLE ■■■ Hz 

( センタースピーカーの高域周波数） 

お買い上げ時の設定： 2.2 kHz 
2.2 kHz か 4.3 kHz び選べます。 

■ SURR/SB BASS ■■■ dB 

( サラウンドスピーカー/サラウンドバックスピー 
力一のお域レベル） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

±10 dB の範囲で、 1 dB 単位で調節できます。 

■ SURR/SB BASS ■■■ Hz 

( サラウンドスピーカー/サラウンドバックスピー 
力一のお域周波数） 

お買い上げ時の設定： 500 Hz 
250 Hz か 500 Hz び還べます。 

■ SURR/SB TRE. ■■■ dB 

( サラウンドスピーカー/サラウンドバックスピー 
力一の高域レベル） 

お買い上げ時の設定： 0 dB 

±10 dB の範囲で、 1 dB 単位で調節できます。 

■ SURR/SB TRE. ■■■ Hz 

( サラウンドスピーカー/サラウンドバックスピー 
力一の高域周波数） 

お買い上げ時の設定： 2.2 kHz 
2.2 kHz か 4.3 kHz び選べます。 

■ PRESET ■CLEAR 

( イコライザープリセットクリア） 

調節したイコライヴープ U セットの設定を、お買い上 
げ時の設定に戻します。詳しくは、し U 下の「イコライ 
ヴーをお買い上げ時の設定に戻すには」をご覧くださ 
し、。 


ちよつと一言 

フ□ントスピーカーのほ域レベルと高域レベルは、本体の BASS 
つまみ、 TREBLE つまみでち調節でさます。 
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登録したイコライザーを呼び出ずには 

1 「イコライヴー(低域/中域/高域のレベル)を調節す 
る」 （67 ページ)の手順1〜3を行う。 

2 々/ゥち向にコント□ールボタンを動かして 、 「EQ 
PRESET [1] 〜[引」から還ぶ。 

または本体の+/—つまみを回します。 

イコライザー効まをオフにずるには 

「イコライザー（低域/中域/高域のレベル）を調節す 
る」 （67 ページ）の手順4で 、 EQ PRESET か日 「EQ 
PRESET [ OFF ] J を選びます。 

イコライザーをお買い上げ時の設定に戻ずには 

1 「イコライヴー(低域/中域/高域のレベル)を調節す 
る」 （67 ページ)の手順1〜3を行ラ。 

2 々/ゥ方向にコント□ールボタンを動かして、お買い 
上げ時の設定に戻したいイコライヴー (EQ 
PRESET [1] 〜[引）を還ぶ。 

または本体の+/—つまみを回します。 

3 谷/ゥ方向にコント□ールボタンを動かして、 
「PRESET ■ CLEAR 」 を還ぶ。 

または本体の MENU つまみを回します。 

■には、選んだイコライヴープ U セツトの番号び入 
ります。 

4 々/ゥ方向にコント□-ルボタンを動かして、 「 YES 」 

を選び、 ENTER を巧す。 

または本体の+/—つまみを回します。 

「Are you sure ?」 と表示されます。 

5 々/ゥち向にコント□-ルボタンを動かして、 「 YES 」 

を還び、 ENTER を巧す。 

または本体の+/—つまみを回します。 

「PRESET ■ CLEARED U と表示され、選んだイコ 
ライヴーびお買い上げ時の設定に戻ります。 
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その他の操作をずる 


本機のメニューをテレビに 
表示して操作する 

ON SCREEN を巧し、本機につないだテレビに設定画 
面を表示させると、より分かりやすくメニューを設定 
でさます。 



4,5,6 


2,7 


5 なかち向にコント□-ルボタンを動かして、 
設定したい項目を選びまず。 

または本体の MENU つまみを回しまず。 

6 ぐ/令ち向にコント□-ルボタンを動かして、 
お好みのパラメータを選びまず。 

または本体の+/—つまみを回しまず。 

7 ON SCREEN を巧して終了しまず。 

メニュー設定画面び消えます。 


1 本機とテレビの電源を入れまず。 


2 ON SCREEN を巧しまず。 

本機につないだテレビに設定画面び表示されるよ 
うに、テレビの入力を切り換えます。 

3 MAIN MENU をくり返し巧して、設定した 

いメニューを選びまず。 

テレビの画面には巧のメニューび表示されます。 
LEVEL 

SURROUND SET UP 
EQUALIZER 
AUTO CALIBRATION 
SPEAKER SET UP 
CUSTOMIZE 

as 

STREAM INFORMATION 

4 コント□-ルボタンを巧して、設定したい 
メニューをミ夫定しまず。 

または本体の MAIN MENU つまみを回します。 
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8 別の入力に名前を付けるときは、手順 1 か！ 5 
7をくり返ず。 


間違えて入力したときは 

々/ゥち向にコント□ールボタンを動かして変更し 
たい文字を点滅させ、本体の+/—つまみを回し 
て、正しい文字を選びます。 


コント□ールボタンを巧ず。 

または本体の enter を巧します。 
名前びお定します。 


入力に名前を付ける 

入力に8文字までの名前を付けて、本機の表示窓に表 
示でさます。 

機器名を付けると、どの端テに何の機器をつないだか 
びわかり、便利です。 


6 な/な方向にコント□—ルボタンを動かして名 
前を付ける。 

本体の+/—つまみで文字を選び、 MENU つまみ 
でカーソルを;欠のポジションへ動かします。 

スぺ ースを 入れるには 

又字を入力せずにぐ/ゥ方向にコント□ールボタン 
を動かします。入力した文字をスペースに変更し 
たい場合は、表示窓にスペースび表示されるまで 
本体の+/—つまみを回します。 


TV I/O AV 1/の 



f 一） 

© © ® 

MUTING 

TOP MENU/GUIDE M MENU MASTER v 




DISPLAY RETURN/EXIT 


o ©- 

WIDE ON SCREEN 

O O 


1 INPUT SELECTOR を押ず。 

2 イージースク □ —ルキーで名前を付けたい 
入力を還び、巧して決定ずる。 

または本体の input selector つまみを回しま 
す。 HDMI を還ぶときは、 HDMI ボタンを巧しま 
す。 

3 MAIN MENU をくり返し巧して、本体の表 
示窓で 「 CUSTOM に E 」 を選び、コント □- 
ルボタンを巧ず。 

または本体の main menu つまみを回します。 

4 合/なち向にコント□ールボタンを動かして、 
「NAME IN ?」 を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回します。 

5 コント□ールボタンを巧ず。 

または本体の+/—つまみを回しまず。 

入力名び点滅し、文字を選べる状態になります。 


か§客瓶な苗か 


5 7 

3 リ 

4 6 

， 

3 
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デジタル音声とアナログ音 
声の入力を切り換える 

本機のデジタル音声入力端テとアナ□グ音声入力端モ 
の両方につないでいる場合、どちらかに固定したり、 
視聴するソフトの種類によって切り換えることびでさ 
ます。 

例：スーパーオーディオ CD プレーヤーのデジタル音 
声で CD を聞いたり、アナ□グ音声でスーパーオー 
デイオ CD を聞く場合、どちらかに固定したり、切り 
換えられます。 



1 INPUT SELECTOR を巧ず。 

2 イージースク □ —ルキーで音声入力を選 
び、押して決定ずる。 

または本体の input selector つまみを回しま 
す。 

3 < をくり返し巧して、 AV AMPLIFIER 
MENU を表示させまず。 

4 イージースク□-ルキーで 「INPUT 
MODE 」 を選び、巧して決定ずる。 

表示窓に、選んだ音声入カモードび表示されます。 
または本体の input mode ボタンを巧します。 


音青入カモード 

• AUTO 2 CH 

デジタル音声入力びない場合は、 AUDIO IN L/R 端 
テへのアナ□グ音声入力び還ばれまず。 

• COAXIAL FIXED 

DIGITAL COAXIAL 入力端テへのデジタル音声入力 
び萬に選ばれます。 

• OPTICAL FIXED 

DIGITAL OPT に AL 入力端テへのデジタル音声入力 
び萬に選ばれます。 

• ANALOG 2 CH FIXED 

AUDIO IN L/R 端テへのアナ□グ音声入力び常に還 
ばれます。 


ごま意 

• DIGITAL ASSIGN 機能 （73 ぺージ）で他の入力に割り当て 
ているデジタル音声入力は選ぶことびでさません。 

• 入力によっては、設定でをない音靑入カモードびあります。 


• LUNK 入力と HDMI 入力を選んでいるときは、 n.LINK 
FIXED」「HDMI AXED 」 と表示され、他の項目は選べませ 
ん。 LUNK と HDMI 1； (がの入力を選んでください。 
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選んだ入力にデジタル音声 
端子を割 D 当てる 

OPT に AL や COAXIAL のデジタル音声入力端テを 
持つている入力 （ VIDEO 1 IN、LD IN、DVD IN 、 
TV/SAT IN 、 MD/DAT IN 、 SA - CD/CD IN ) を使つ 
ていないとさに、他の入力 （VIDEO 2など）に割り当 
てることびでさまず。 

例：複数のデジタル機器 （ DVD プレーヤー）をつなざ 
たいとさに、入力び足りない場合 
• 1台目の DVD プレーヤー 
DVD OPT に ALIN 端テにつなざます。入力で 
「 DVD 」 を還ぶと、音声は OPT に AL で聞くことびで 
さます。 

• 2台目の DVD プレーヤー 
DVD COAXIAL IN 端子につなざ 、 VIDEO 2に割り 
当てます。入力で rVIDE 02 j (2 台目の DVD プレ 
イヤー）を選ぶと、デジタル COAXIAL の音声で聞 
くことびでさるよラになりまず。 



1,2,3 


1 CUSTOM に E メニューの 「DIGITAL 
ASS に N ?」 を選び、コント□-ルボタンを 
押ず。 

または本体の ENTER を巧しまず。 

CUSTOM 亿 E メニューに入る操作は r 各種設定 
を変える （ CUSTOMIZE メニュー)」 （78 ペー 
ジ）をお読みください。 


2 コント□-ルボタンをなかち向に動かして、 
空いているデジタル音声入力を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回しまず。 

3 ぐ/岭ち向にコント□ールボタンを動かして 
音声を割り当てる入力を選ぶ。 

または本体の +/ —つ まみを回しまず。 

割り当てる入力を表示させたら設定完了です。 


デジタル音青入力に割り当てでをる入力 

お買い上げ時は、 

下線の項目に設定されています。 

デジタル音青入力 

割り当てできる入力 

VIDE01 COAX 

VIOFO 1 、 VIOFO ク、 VIDF0 3 、 

VIDE01 OPT 

VIDEO 4 、 TAPE、TUNER 

VIDEOS OPT 

VIDEO 2、 VIDEO 3、 VIDEO 4 、 
VIOFO 5 、 TAPE、TUNER 

DVD COAX 

VIDEO 2、 VIDEO 3、 VIDEO 4 、 

DVD OPT 

DVD 、 TAPE、TUNER 

LD OPT 

VIDEO 2 、 VIDEOS、VIDEO 4 、 

LD 、 TAPE、TUNER 

TV/SAT COAX 

VIDEO 2、 VIDEO 3、 VIDEO 4 、 

TV/SAT OPT 

TV/SAT 、 TAPF、TUNFR 

MD/DAT COAX 

VIDEO 2、 VIDEO 3、 VIDEO 4 、 

MD/DAT OPT 

MO/DAT. TAPR TUNFR 

SA-CD/CD COAX VIDEO 2 、 VIDEOS、VIDEO 4 、 

SA-CD/CD OPT 

SA-CD、TAPR TUNFR 


ごを意 

• 同じ入力に複数のデジタル音声を同時に割 0 当てることはでさ • デジタル音声入力を割り当てると、 INPUT MODE (72 ペー 

ません。 ジ）の設定が変わることがあ0ます。 

• 他の入力に割0当てられたデジタル音声入力は、わとの入力で 
使ラことはでさません。 


■ホ SS 瓶なが3 
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し LINK 音声に映像を組み合 
わせる 

本機の i 丄 INK 端テは音声入力のみに対応しています。 

し LINK を選んだとさに、し LINK 端テにつないだ機器の 
音声に他の映像入力を組み合わせることびでさます。 



5 ぐ/令ち向にコント□-ルボタンを動かして、 
映像を組み合わせるし LINK 機器のメモ 
リー（の〜固)を選び、巧して巧定ずる。 

または本体の +/- つまみを回し、 ENTER を巧し 
ます。 

6 ぐ/今ち向にコント□-ルボタンを動かして、 
し LINK 機器と組み合わせる映像機器の入力 
を選ぶ。 

または本体の +/- つまみを回します。 

映像機器の入力を表おさせた6設定完了でず。 
「 NONE 」 を選ぶと、し LINK を選んだとさに映像 
を出力しません。 


し LINK VIDEO ASSIGN の設定頂目 

お買い上げ時は、 

下線の項目に設定されていまず。 

LLINK 機器 

組み合わせる映像機器の入力 

i.LINK 111 〜固 

NONE 、 VIDE01 、 VIDE02 、 
VIDEOS 、 VIDE04 、 VIDEOS 、 

LD 、 DVD 、 TV/SAT 、 HDMI1 、 
HDMI2 


1 INPUT SELECTOR を押す。 


2イージースク□-ルキー でし LINK 機器を選 
び、押してミ夫定する。 

し LINK 機器びつなびっていないとさは、還べませ 
ん。 

3 CUSTOMIZE メニューの r し UNKVIDEO 
ASS に N 」 を選び、コント□-ルボタンを巧 
ず。 

または本体の ENTER を巧します。 

CUSTOM 亿 E メニューに入る操作は r 各種設定 
を変えるに USTOMIZE メニュー)」 （78 ぺ一 
ジ）をお読みください。 

4 コント□-ルボタンを 合/なち 向に動かして、 
し LINK 機器名を選ぶ。 

または本体の menu つまみを回します。 


ごを意 

同じし LINK 機器に複数の映像を同時に割0当てることはでをま 
せん。 
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選んだ入力に HDMI 端子を 
割り当てる 

HDMI 映像を、他の入力を還んだとさち楽しむことび 
でさまず。 

例： SA - CD / CD の入力を還んだときに、 SA - CD/CD 
端子につないだスーパーオーデイオ CD の音を聞さな 
びら、 HDMI 映像を楽しむことびでさます。 



1,2,3 


1 CUSTOM 忆 E メニューの 「HDMI VIDEO 
ASS に N ?」 を選び、コント□-ルボタンを 
押ず。 

または本体の enter を巧します。 

CUSTOMIZE メニューに入る操作は r 各種設定 
を変えるに USTOM 亿 E メニュー)」 （78 ぺ一 
ジ）をお読みください。 

2 コント□-ルボタンをなかち向に動かして、 
割り当てる HDMI 映像を選ぶ。 

または本体の menu つまみを回します。 


3 ぐ/岭ち向にコント□-ルボタンを動かして、 
HDMI 映像を割り当てる入力を選ぶ。 

または本体の +/- つまみを回します。 

割り当てる入力を表示させたら設定完了です。 
「 NONE 」 を還ぶと、映像は初期設定されている 
入力 （ HDMI 1/2) に割り当てられます。 


HDMI VIDEO ASSIGN の設定頂目 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されています。 

映像(入力端子） 

HDMI 映像を割り当てる入力 

HDMI 1 

NONR VIDF 01、 VIOFO ク、 

(HDMI IN 1) 

VIDEOS 、 VIDE 04、 VIDEOS 、 

LD 、 DVD 、 TV / SAT 、 TAPE 、 MD / 
DAT 、 SA - CD / CD、TUNER 

HDMI 2 

NONF 、 VIDF 01、 VIDFOP . 

(HDMI IN 2) 

VIDEOS 、 VIDE 04、 VIDEOS 、 

LD 、 DVD 、 TV / SAT 、 TAPE 、 MD / 
DAT 、 SA - CD / CD、TUNER 


ごを意 

同じ入力に 「 HDMI 1」と 「HDMI 2」を同時に割り当てること 
はでさません。 


■ホ ss 塑す？か 
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選んだ入力にコンポーネン 
卜 / D 4 映像端子を割り当て 
る 

コンポーネント映像を、他の入力を選んだとさち楽し 
むことびでさまず。 

例： SA - CD / CD を選んだときに、 SA - CD / CD 端テに 
つないだスーパーオーデイオ CD の音を聞さなびら、 
コンポーネント映像を楽しむことびでさます。 



1,2,3 


3 ぐ/杏ち向にコント□ールボタンを動かして、コ 
ンポーネント映像を割り当てる入力を選ぶ。 

または本体の +/- つまみを回します。 

割り当てる入力を表おさせた S 設定完了です。 
「 NONE 」 を選ぶと、映像は初期設定されている 
入力に割り当てちれます。 


COMP / D-VIDEO ASSIGN の設定頂目 

お買い上げ時は、下線の項目に設定されていまず。 

映像(入力端テ） 

コンポーネント映像を割り当てる入力 

DVD 

(C0MP0NENT/D4 
VIDEO DVD IN) 

NONE 、 VIDE02 、 VIDEOS. 
VIDE04 、 VIDEOS' LD 、 DVD 、 
TAPE 、 MD/DAT 、 SA-CD/CD 、 
TUNER 

TV/SAT 

(C0MP0NENT/D4 
VIDEO TV/SAT IN) 

NONE 、 VIDE02 、 VIDEOS. 
VIOFCM. VIDF05、I 0 、 TV/SAT 、 
TAPE 、 MD/DAT 、 SA-CD/CD 、 
TUNER 

VIDEO"! 

(C0MP0NENT/D4 
VIDEO VIDE01 IN) 

NONR VIDF01 、 VIDFOP. 

VIDEOS 、 VIDE04 、 VIDEO 日、 

LD 、 TAPE 、 MD/DAT 、 

SA-CD/CD、TUNER 


1 CUSTOM に E メニューの！ ' COMP / D - 
VIDEO ASS に N ?」 を還び、コント□-ル 
ボタンを巧ず。 

または本体の ENTER を巧します。 

CUSTOMIZE メニューに入る操作は r 各種設定 
を変える （ CUSTOM 亿 E メニュー)」 （78 ぺ一 
ジ）をお読みください。 

2 コント□-ルボタンを 合 かち向に動かして、 
割り当てるコンポーネント映像を選ぶ。 


または本体の MENU つまみを回します。 


ごを 意 

• 同じ入力に 「 DVD 」、「 TV/SAT 」、「 VIDEO 1 」を同時に割り • コンポーネント映像端子と D4 映像端テには同じ映像び割り当 

当てることはでさません。 てられます。別の映像を割り当てることはでさません。 

• 他の入力に割り当て 5 れたコンポーネント映像は、ちとの入力 
で使ラことはでさません。 
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設定した内容を営録する 

(USER PRESET) 

調節したヴウンドフイールドなどの設定を 、 USER 
PRESET に3つまで登録し、簡単に呼び出すことびで 
さます。 


2 , 3 , 4,5 


TVI/C!) AV 1/¢ レの 



W 凶过 W 
0 0 ® 


TOP MENU の U の E AV MENU MASTER 



3なかち 向にコント□ールボタンを動かして 
「USER PRESET MEM .?」 を 選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回しまず。 

4 ぐ/杏ち向にコント□-ルボタンを動かして、 
登録したいま号を 選ぶ。 

または本体の+/—つまみを回しまず。 

5 コント□-ルボタンを巧す。 

または本体の ENTER を巧します。 

6 他の設定を登録ずるときは、手順1か!55を 
くり返す。 


USER PRESET を登録する 


2 


サウンドフィールドなど、登録したい項目 
を調節する。 

USER PRESET に登録できる項目 

• 還んだ入力 （43 ページ） 

• INPUT MODE の設定 （72 ページ） 

• 還んだサウンドフィールド（48、51ぺージ） 

• NIGHT MODE の設定巧3ページ） 

.EFFECT LEVEL の設定巧7ぺージ） 

. C . WIDTH の設定巧7ぺージ） 

. DIMENSION の設定 （57 ぺージ） 

• PANORAMA MODE の設定 （57 ぺージ） 

• FRONT REVERB の設定巧7ぺージ） 

.SCREEN DEPTH の設定巧7ぺージ） 

. V 旧. SPEAKERS の設定 （57 ぺージ） 

MAIN MENU をくり返し巧して、本体の表 
示窓で 「 CUSTOM に E 」 を選び、コント □- 
ルボタンを巧ず。 

または本体の MAIN MENU つまみを回して、 
「CUSTOM 亿 E 」 を還びます。 


ホ S ま Q 脑なが W か 
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登録した USER PRESET をほラ 





口 

= 

〇 


000000000000 

〇〇 ®®©。。® 

1 ® ⑩涵参を互画「 




FRONT SURROUND S VIDEO VIDEO L AUDIO R DIGITAL OPT に AL 



1 USER PRESET を <0 返し押して、お好 
みの USER PRESET ま号を選ぶ。 


各種設定を変える 

(CUSTOMIZE メニュ ー ) 


1ぶ，3 



2 ENTER を巧ず。 


1 MAIN MENU をくり返し巧して、本体の表 
示窓で 「 CUSTOM に E 」 を選び、コント □- 
ルボタンを巧す。 

または本体の MAIN MENU つまみを回して 
「 CUSTOM 亿 E 」 を還びます。 

2 公/なち向にコント□-ルボタンを動かして、 
設定項目を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回します。 

詳しくは、1；•(下の 「 CUSTOMIZE メニューの設 
定項目」 （79 ページ）をご覧ください。 

3 ぐ/令ち向にコント□ールボタンを動かして 
お好みの項目または設定値を選ぶ。 

または本体の+/—つまみを回します。 

4 他の項目を設定するとをは、手順2と3をく 
り返ず。 


ちよつと一言 

USER PRESET への登録後に DIGITAL ASSIGN (73 ぺージ） 
の設定を変えたため、登録した INPUT MODE の設定び使えな 
いときは、選べる INPUT MODE び自動的に適用されます。 

例） 

1 DIGITALASS に N で 「DVD OPT 」 を 「 TAPE 」 に割り当て 
直す。 

2 「 TAPE 」 の INPUT MODE を 「AUTO 2CH 」 または 
「OPTICAL FIXED 」 にし 、 USER PRESET に登録する。 


3 DIGITAL ASSIGN で 「DVD OPT 」 を 「 TAPE 」 から 
「 DVD 」 に割 0 当て直す。 

4 2 で登録した USER PRESET を選ぶ。 

TAPE の INPUT MODE は自動的に 「ANALOG 2CH 
AXED 」 になります。 rAUT0 2CH 」 と 「OPTICAL 
AXED 」 は選べません。 
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CUSTOM に E メニューの設定頃目 


お買い上げ時は、下線のよラに設定されています。 


設定項目 

設定値 

説明 

MENU EXPAND 

ON 

表示窓に SURROUND SET UP 、 LEVEL、SPEAKER SET UP 

(> (ニュー項目拡張） 


の各メニューの拡張設定項目が表示されて、設定でさるよラにな 

0ます。各六ニューの設定項目について詳しくは、57、59、64 
ページをご覧ください。 


OFF 

各 >(ニューの拡張設定項目は表示されません。 

SB DECODING 

AUTO 

サラウンドバックデコーディング機能を設定でをます。 

(サラウンドバックデコーディング） 

ON 

詳しくは、「サラウンドバックデコーディング機能の種類を選ぶ 


OFF 

(SB DECODING )」（54 ページ）をご覧ください。 

SB DEC MODES ) 

DDEX 

サラウンドバックのデコーディングモードを設定します。 

(サラウンドバックデコーディングモード） 

PI II xMV 

各モードについて詳しくは、「サラウンドバックデコーディング 


PLII xMS 

モードを選ぶ （SB DEC MODE )」 （日5ページ）をご覧くださ 
い。 

DEC . PRIORITY 


DIGITAL IN 端子に入力されるデジタル音声の入カモードを設定 

(デジタル音声入カデコードプライオ U 


でをます。 

ティ） 

AUTO 

ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 PCM の音声入力を 
自動的に切り換えます。 


PCM 

PCM 信号を優先して処理します（頭切れを防ぎます)。 「 AUTO 」 

に設定して CD などのデジタル音声を入力したとさに、再生を始 
めると音が途切れる場含は 「 PCM 」 にしてください。なお、 
PCMl ；! がの信号が入力された場含、信号フォーマットによっては 
音が出なくなることがあります。この場含は 「 AUTO 」 に設定し 
て < ださい。 

DUAL MONO 


BS デジタル放送の MPEG -2 AAC / ドルビーデジタルなどのこ重 

じ重音声モード） 


音声を聞くとき、再生モードを設定します。 U モコンの DUAL 
MONO でち設定でをます。 


MAIN/SUB 

左スピーカーから主音声、ちスピーカーから副音声を同時に再生 
します。 


MAIN 

主音声のみを再生します。 


SUB 

副音声のみを再生します。 


MAIN+SUB 

主音声と副音声が合成された音声を再生します。 

A/V SYNC 

0 ms 

入力された音声を遅らせて、映像と音声のずれを調節することが 
でをます。 

0 ms 〜200 ms の範囲で1日 ms ごとに調節でをます。 

ただし、 LLINK 入力で DSD 信号を受けている場含は機能しませ 
ん>。 

MULTI IN 5.1 一 7.1 

YES 

マルチチャンネル入力時にサラウンドバックに入力された信号を 
無効にします。サラウンド入力の信号を、サラウンドバックにコ 
ピーして、 7.1 ch 出力します。 


NO 

サラウンドバックへの入力を有効にします。 


a ) SB DECODING/SB DEC MODE の設定は、 A . F . D . モード 
でドルビープ□□ジック llx を選んでいるとをは無効にな0、 
自動的に最適なデコードモードび設定されます。 


II 


ホ S 音 Q 堀なが W か 
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設定項目 

設定値 

説明 

DC R LINEARIZER 


低域の位相特性を伝統的なアナ□グアンプの特性に近づけます。 

((DC PHASE Linearizer ) 低域の増強） 

OFF 

位相補正を行いません。 


LOW - A 、 

STD - A 、 

HIGH - A 、 

LOW - B 、 

STD - B 、 

HIGH-B 

「 LOW 」、「 STD 」、「 HIGH 」 の順に補正が行われる帯域が広がり 
ます。 r - B 」 のつ < B 特性は、よ0低音感が豊かな位相特性を与え 
ます。 

i.POWER 

( i . LINK 回路の電源） 

AUTO 

不要な i 丄 INK 回路の電源を自動的に切0ます。 LLINK 回路の影響 
を受けない高音質の音声をお楽しみいただけます。 「 AUTO 」 に 
すると、音び出るまでにかし時間びかかります。 「 AUTO 」 に設 
おして入力を切り換えるとをは、43ページのごを意（面）をご 
覧ください。 


EVER ON 

LLINK 回路の電源を常に入れたままにします。 「 AUTO 」 に設定 
して、音が出るまでに時間がかかることが気になる場含などに選 
びます。つなぐ機器によっては効果がない場含ちあ0ます。 

H . A . T . S . が 

( H . A . T . S . (High quality digital Audio 
Transmission System ) 機能） 

ON 

LLINK から入力されたデジタル音声信号を一時的に蓄え、精度の 
高いタイ S ングで信号を読み出しアナ□グ信号に変換します。こ 
のため、デジタル音声信号転送時に生じるジッター（信号を読み 
取るタイ S ングの時間軸のゆれ）の影響を受けず、音質がよ<な 
ります。この機能を使わないときは 「 OFF 」 にします。 


OFF 

H . A . T . S . 機能は働をません。 

i.LINK VIDEO ASSIGN 

( i . LINK 映像入力割り当て） 


LLINK 機器に映像入力を割り当てることができます。 

詳しくは、 n 丄 INK 音声に映像を組み含わせる」 （74 ページ）をご 
覧ください。 

DIGITAL ASSIGN ? 

(デジタル音声入力の割 0 当て） 


特定の入力のデジタル音声入力を、化の入力に割0当てることが 
でさます。詳し<は、「選んだ入力にデジタル音声端子を割0当て 
る」 （73 ページ）をご覧ください。 

COMP / D-VIDEO ASSIGN ? 

(コンポーネントビデオ入力の割0当て） 


DVD と TV / SAT のコンポーネントビデオ入力を他の入力に割り当 
てることがでをます。詳しくは、「選んだ入力にコンポーネント/ 
D 4 映像端子を割0当てる」 （76 ページ）をご覧ください。 

HDMI VIDEO ASSIGN ? 

( HDMI 入力の割0当て） 


HDMI "1 と HDMI 2の入力を他の入力に割り当てることびでをま 
す。詳しくは、「選んだ入力に HDMI 端子を割り当てる」 （7 日ぺ一 
ジ）をご覧ください。 

HDMI AUDIO 


本機と HDMI 接続した再生機からの音声の出力先を設定します。 


AMP 

再生機の音声は、本機につないだスピーカーと PRE OUT から出 
力されます。マルチチャンネルの音声はそのまま再生可能です。 



ごま意 

テレビのスピーカーから音は出ません。 


TV+AMP 

再生機の音声は、本機と、本機に HDMI 接続されたテレビのス 
ピーカーの両方から再生されます。 



ごま意 

• 本機で再生する音青はテレビの性能に依をします。テレビびステレ 
才にじがスピーカーの場合は、マルチチャンネルのソフトを再生 
しても、本機の音青はテレビと同じステレオ （2 ch ) になります。 

• 本機を音声出力機能びない映像機器（プ□ジェクターなど）につな 
いだ場を、本機から音声び出力されないことびあります。この場合 
は 「 AMP 」 に設定してください。 


が H . A . T . S . 機能の性質により、再生機の操作（例：再生ボタン 
を押す、停止ボタンを押す、一時停止ボタンを押す、など） 
をしてから音び出るまでかし時間びかかることびあります。 
また、音源によってちかかる時間は異な0ます。 

また、つないでいる機器や音源によっては、 「 ON 」 に設定し 
ている場合でも機能しないことがあ0ます。 
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設定項目 

設定値 

説明 

HDMI POWER 

AUTO 

不必要な HDMI 回路の電源を自動的に切0ます。 HDMI 周〇の電 
源を落とすことで、高品質なデジタルまたはアナ□グサウンドを 
お楽しみいただけます。 「 AUTO 」 に設定する場含、音がでるま 
でにある程度の時間がかか0ます。 


EVER ON 

HDMI 回路の電源を常に入れたままにします。 「 AUTO 」 に設定 
して、音が出るまでに時間がかかることが気になる場含などに選 
びます。つなぐ機器によっては効果がない場合ちあ0ます。 

VIDEO CONVERT 。） 

ON 

映像信号を変換します。 


OFF 

VIDEO CONVERT 機能は働きません。 

PROGRESSIVE OUT 。） 

ON 

映像信号びコンポーネント信号として出力されたとをに、480 P 
に変換された映像信号を出力しまず。 


OFF 

PROGRESSIVE OUT 機能は働きません。 

VIDEO 目 RIGHTNESS 。） 

(明るさの調整） 

4 

1〜7の範囲で設定できます 。 「VIDEO CONVERT 」 が 「 OFF 」 

に設定されていると、 「 VIDEO 目 RIGHTNESS 」 は調節できませ 
ん>。 

VIDEO COLORS ) 

(色の濃さの調整） 

4 

1〜7の範囲で設定できます 。 「VIDEO CONVERT 」 が 「 OFF 」 

に設定されていると 、 「VIDEO COLOR 」 は調節できません。 

VIDEO HUE 。） 

(色あいの調節） 

4 

1〜7の範囲で設定できます 。 「VIDEO CONVERT 」 が 「 OFF 」 

に設定されていると 、 「VIDEO HUE 」 は調節できません。 

REC OUT 


録音するソースを選べます（アナ□グソースのみ可能です)。 

(音声/映像出力） 

MAINSOURCF 

インゾーンで選んでいる入力のアナ□グ音声信号と映像信号が 
出力されまず。 


2 ND SOURCE 

2 nd ゾーンで選んでいる入力のアナ□グ音声信号と映像信号び出 
力されます （ PHONO がが)。 

OSD H.POSITION 

(オンスクリーン画面位置（水平ち向)） 

4 

オンスク U — ン画面の水平ち向の位置を設定しまず。〇〜64の範 
囲で設定でをます。 

OSD V.POSITION 

(オンスク U — ン画面位置（垂直ち向)） 

4 

オンスク U — ン画面の垂直ち向の位置を設定します。〇〜32の範 
囲で設定でをます。 

DIMMER 

(表示窓の明るさ） 

0% DOWN 

60% DOWN 
100% DOWN 

3段階に表示窓の明るさを調節でをます。表示窓を全消灯ずると、 
MULTI CHANNEL DECODING ランプも消灯します。 

100% DOWN を選んでいるときは、「100% DOWN 」 という文 
字は表示されません。 

USER PRESET MEM .? 

(ユーヴープ U セツト X モ U —） 

調節したサウンドフィールドなどの設定を登録します。詳しくは、「設定した内容を 
登録する （USER PRESET )」（77 ぺージ）をご覧ください。 

NAME IN ? 

(名前設定） 

入力の名前を付けることができます。詳しくは、「入力に名前を付ける」 （71 ページ） 
をご覧ください。 
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S 

な 

が 
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C ) 各ビデオ設定値は INPUT SELECTOR ごとに独立して調節で 
きます。調節した値は、本機のモリーびク U アされるまで 
保持されます。電源を切ったり、電源コードを抜いてわ調節 
した値は記憶されています。 
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表示窓の表示を切 0 換える 

表示窓の表示を切り換えて、サウンドフィールドの情 
報などを確認でさます。 


□ 


00 ®@® 0 0 ® 

I © ® 鄉参 ( 留 @ 0 ) 画「 


,◎ 


A 



本体の D に PLAY をくり返し巧ず。 

D に PLAY を巧ずたびに、表示びなのよラに切り換わり 
ます。 


表示窓の明るさを切り換える 



A 


DIMMER 


NIGHT TEST USER SURRBACK 



PHONES FRONT SURROUND S VIDEO VIDEO L AUDIC 



DIMMER をくり返し巧ず。 

表示窓の明るさび3段階め％ DOWN 、 60% 

DOWN 、 100% DOWN *) で切り換わります。 

*100 o / oDOWN を還んでいるときは、 riOO % DOWNJ という 
文字は表示されません。 


登録した名前*とサウンドフィールド名 

で 

入力端子名とヴウンドフィールド名 


* 入力にち前を付けているとさのみ表示されます。 

ずべてスペースび入力されていた0、入力名と同じ名前び付け 
5れている場合は名前は表示されません。 
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入カストリームの情巧を見る 


デジタルで入力された信号のスト U —ム情報（フォー 
マツト情報、チャンネル情報）をお認でさます。入力 
スト U —ム情報は、入力されるデジタル信号に変化び 
あったときにち自動的に4秒間表示されます。 



1 MAIN MENU をくり返し巧して、 
「STREAM INFO 」 を選ぶ。 

または本体の MAIN MENU つまみを回します。 


ス IJ — プタイマ—を使5 

設定した時間びたつと、本機の電源を自動的に切るこ 
とびでさます。 




1 < をくり返し巧して AV AMPLIFIER メ 
ニューを表示させる。 

2 イージースク□ールキーで 「 SLEEP 」 を選 
ぶ。 

または本体の SLEEP を巧します。 

3 イージースク □ ールキーをくり返し巧ず。 

または本体の SLEEP をくり返し巧しまず。 

SLEEP を巧すたびに時間表示び次のよラに切り換 
わります。 


2 コント□-ルボタンを巧ず。 

または本体の MENU つまみを回しまず。 

入カスト U —ム情報び表示されます。 

3 さ引こ情報を見るときは、ぐ/令ち向にコント 
□ールボタンをくり返し動かず。 

または本体の+/—つまみを回します。 



:〇〇:〇〇一*>1: 30:00—►! :00:00— ►0:30:00— ►日 FF 



ス U —プタイマーび働いているあいだは表示窓の 
「 SLEEP 」 び点灯します。 


ちよつと一言 

ス U —プタイマーび働くまでの残0時間を確認するには、 
SLEEP を巧します。表示窓に残0時間び表示されます。 
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他機を使って録音/録画ずる 


カセツトテープや5ニディスクに録音 
する 


本機を使ってカセットテープまたは5ニディスクに録 
音でさます。お手持ちのカセットデッキまたは MD 
デッキの取扱説明書ちご覧ください。 



1 INPUT SELECTOR を巧してか!5、イー 
ジースク□ールキーで再生機器を接続した 
入力を選ぶ。 

または本体の input selector つまみを回しま 
す。 


2 再生機器を準備する。 

例： CD プレーヤーに CD を入れる。 


録画ずる 


本機を使つて映像機器か6ビデオテープなどに録画で 
さます。お手持ちの録画機器の取扱説明書ちご覧くだ 
さい。 


TV l/cb AVI /。"。 

〇 OtO 

SYSTEM STANDBY 


I I 

SOUND FIELD RMSETUP INPUT SELECTOR 

い )C ) c ^ 

ぐ ロ ザ ロ） 

田田田田 

0 0® 

MITTING 



1 INPUT SELECTOR を巧してか5、イー 
ジースク□ールキーで再生機器を接続した 
入力を選ぶ。 

または本体の input selector つまみを回しま 
す。 

2 再生機器の準備をする。 

例：ビデオデッキにビデオテープを入れる。 

3 録画機器の準備をずる。 

( VIDEO 1または VIDEO 2につないだ）録画機器 
に録画用のビデオテープなどを入れる。 


3 録音機器を準備ずる。 

カセットテープまたは S ニディスクを入れ、録音 
レベルを調節する。 


4 録画機器側で録画を開始し、再生機器側で 
再生ずる。 


4 録音機器側で録音を開始し、再生機器側で 
再生する。 


デジタル音青を録音ずるには 

再生機器をデジタル音声入力 （ OPT に AL IN ) 端テに 
つなざ、録音機器を OPT に AL MD/DAT OUT 端テに 
つないで < ださい。 


ごま 意 

• TAPE OUT 端子または MD/DAT OUT 端子か5出力される信 
号に対して、音の調節は効さません。 

• MULTI CH IN 端テに入力された音声信号は、 FRONT の L/R 
音青のみ出力されます。 

• 録画防止機能のあるソースは録画でさません。 


ちょっと一言 

録音、録画機器の接続にっいては「準備 3 a : オーディオ機器を 
接続する」 （18 ページ)、「準備 3 b :映像機器を接続する」に3 
ページ）ちご覧くださし、。 
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本機か 6 他機を操作ずる 

本機にはカスタムインストール機能びあります。 

この機能をどのようにお使いいただくかによって、追 
加で機器をお買いホめいただいたり、お使いいただく 
環境を変更していただくことびあります。 



1 MAIN MENU をくり返し巧して、 ras 」 を 
選び、コント□ー ルボタンを巧しまず。 

または本体の MAIN MENU つまみを回します。 

2 なかち向にコント□-ルボタンを動かして、 
メニュー項目を選ぶ。 

または本体の MENU つまみを回します。 

詳しくは rc にメニューの設定項目」をご覧くだ 
さい。 

3 ぐ/令ち向にコント□-ルボタンを動かして 
設定値を選ぶ。 

または本体の +/—つ まみを回します。 


4 手順の2、3をくり返して他の項目を設定す 
る。 


CIS メニューの設定頃目 


■ 2ND ZONE 

(2nd ゾーンに割り当てる入力） 

■ 3RD ZONE 

(3rd ゾーンに割り当てる入力） 

2 nd ゾーン/ 3 rd ゾーンに出力したい入力を還びます。 
( PHONO、MULTI CH IN 、 し LINK 、 HDMI は選べま 
せん） 2 nd ゾーン用にアナ□グの音声/映像信号、 3 rd 
ゾーン用にアナ□グ音声信号を出力します。 
「 SOURCE 」 を設定している場合は、メインゾーンで 
選ばれている機器の信号び出力されまず。 

I INSTALLER MODE 
(RS232C によるコント□—ル） 

通常は OFF にしてください。 

•ON 

RS 232 C ポートからコマンドを受け取ることびできま 
す。 

■ OFF 

RS 232 C ポートからコマンドを受け取ることびできま 
せん。 

■ 12V TRIG. MAIN 

(メインゾーンの 12 V トリガ設定） 

■ QEE 

1 2 V 卜 U ガを常時 OFF にします。 

• CTRL 

RS 232 C コント□-ル機能や AVU モコンを使って 
1 2 V 卜 U ガの出力をマニュアル操作で切り換えまず。 

• ZONE 

選んだゾーンの電源の入/切に連動して、1 2 V 卜 U ガ 
を入/切します。 

• INPUT 

あらかじめ設定した入力び還ばれたときに、 12 V 卜 
U ガび入りまず。 


ごを 意 

• VIDEO 端テを使用して、 2 nd ゾーンにある機器と映像信号を 
つないで < ださい。 

• AUDIO L / R 端テを使用して、 2 nd ゾーン、または 3 rcP ノー 
ン にある機器と音声信号をつないで ください。 


•「 SOURCE 」 び遇ばれていると 、 MULTI CH IN び逞択されて 
し、てち MULTI CH IN 端テへの入力信号は 2 ND ZONE OUT 
端モまたは 3 RD ZONE OUT 端テには出力されません。その 
とさ還ばれている機器のアナ□グ音靑信号び出力されます。 


ちよつと一言 

• アナ□グ入力端モにつないだ機器か5の信号だけび、 2 ND 
ZONE OUT か 3 RD ZONE OUT 端モ占、！5化力されます。デ 
ジタル入力端子だけにつないだ機器からの信号は出力されませ 
ん /。 























■ 12V TRIG. 2ND 

(2nd ゾーンへの 12V トリガ設定） 

■ 12V TRIG. 3RD 

(3rd ゾーンへの 12V トリガ設定） 

■ OFF 

1 2 V 卜 U ガを萬時 OFF にします。 

• CTRL 

RS 232 C コント□-ル機能を使って 12 V 卜 U ガの出 
力をマニュアル操作で切り換えます。 

• ZONE 

選んだゾーンの電源の入/切に連動して、1 2 V 卜 U ガ 
を入/切します。 

• MAIN 

2 nd ゾーン /3 rd ゾーンの1 2 V 卜 U ガに連動して、 

12 V 卜 U ガを入/切します。 

■ 12V TRIG. EX1 

( その他のゾーンへの 1 2V トリガ設定 1 ) 

■ 12V TRIG. EX2 

( その他のゾーンへの 1 2V トリガ設定 2) 

■ QEE 

1 2 V 卜 U ガを苗時 OFF にします。 

• CTRL 

R %32 C ] ント□-ル機能を使って 12 V 卜 U ガの出 
力をマニュアル操作で切り換えます 

• MAIN 

2 nd ゾーン /3 rd ゾーンの1 2 V 卜 U ガに連動して、 

12 V 卜 U ガを入/切します。 

を入力の1 2 V トリガの設定をずる 

TAPE 、 MD / DAT 、 SA - CD / CD 、 TUNER 、 

PHONO 、 し LINK の初期設定は rOFF 」 です。 
VIDEO 1-5、 LD 、 DVD 、 TV / SAT と HDMI 1 、 2 の 
初期設定は 「 ON 」 です。 

1 ri 2 V TRIG . MAIN 」 で 「 INPUT 」 を還ぶ。 

2 ENTER を巧す。 

3 MENU つまみを回して入力を還ぶ。 

4 +/- つまみを回して、 12 V 卜 U ガを有効にするため 
に 「 ON 」 を還ぶ、または無効にするために 「 OF 円を 
還ぶ。 


5 ENTER を巧す。 
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マルチゾーン機能を ffi 5 


本機を設置した場所（メインゾーン）とは別の場所 
に nd (3 rd ) ゾーン）で、本機につないだ機器の映像 
や音声を楽しむことびでさます。例えば、メインゾー 
ンで CD を聞き、 2 nd ゾーンでは DVD を見ることびで 
さます。 

1:2 nd ゾーンのち続 

①本機のサラウンドバックスピーカー端子を使用して、 2 nd ゾーンにあるスピーカーか5音声を出力します。 

このとき SPEAKER SET UP メニューの 「SURR BACK SP 」 をに ND ZONE 」 に設定してください （62 ペー 
ジ)。 


メインゾーン 


2 nd ゾーン 



②本機と、ちラ1台のアンプを使用して、 2 nd ゾーンにあるスピーカーか5音声を出力しまず。 
メインゾーン 2 nd ゾーン 



ホ S 音 Q 脑なが W か 
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2:3 rd ゾーンのち 続 

本機と、ちう1台のアンプを使用して、 3 rd ゾーンにあるスピーカーから音声を出力します。 


メインゾーン 


3 rd ゾーン 



•(下の操作は RM - AAE 004 U モ]ンを使ってマルチ 
ゾーン出力をする方法です。 

リモコンのセツトアップ 



1 RM SET UP を巧ず。 

セットアップ U ストび表示されまず。 

2イージースク□ールキーで 「COMMAND 
MODE 」 を還び、巧してミ夫定ずる。 

COMMAND MODE (コマンドモード）リスト 
び表示されます。 

3イージースク□-ルキーでに ND ZONE 」 
または r 3 RD ZONE 」 を選び、巧して決定す 
る。 
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マルチゾーン出力を操作ずる 





1 1/のを巧ず。 

本機の 2 nd ゾーンまたはみ d ゾーン用電源び入り 
ます。 

I -® と2の接続方法の場合は、マルチゾーンのア 
ンプの電源ち入れて < ださい。 


旧 REMOTE 端子について 

旧 REMOTE 端テに外部受光部（別売り）をつなぐこ 
とにより、本機の受光部を使わずに操作することびで 
さます。 

U モコンび届かない場所に本機を設置した場合などに 
ご使用ください。 


TA-DA 9100 ES 


夕 I 部受光部 



2 INPUT SELECTOR を巧ず。 

イージースク□ールキーで出力したいソースを選 
び、巧してミ夫定します。 

または本体の 2 ND ZONE か 3 RD ZONE スイッチ 
を巧します。 

2 nd ゾーンにはアナ□グ映像信号とアナ□グ音声 
信号び出力されます。 

「 SOURCE 」 を還ぶと、そのときメインゾーンで 
選ばれている機器の信号び出力されます。 

3 MASTERVOL + /- で、適当な音量に調節 


しまず。 

音量の初期設定は最小（消音）になっています。 
I -® と2の接続ち法の場合は、マルチゾーンのア 
ンプで音量を調節します。 


ごま意 

• 本機からが部受光部への電源供給は行いません。 

ちょっと一言 

• インゾーンの電源を切っても、マルチゾーン用電源は切れま 
せん。すべてのゾーン（本磯）の電源を切るには、 RM - 
AAE 004 リモコンの 1/のと AV 1/(1) (SYSTEM STAND BY ) 
を同時に押して < ださい。 


• アナ□グ入力端モにつないだ機器の信号だけが、 2 ND ZONE 
OUT 端テまたは 3 RD ZONE OUT 端子か5出力されます。 
デジタル入力端テのみにつないだ機器の信号は出力されませ 
ん。 

•「 SOURCE 」 び選ばれていると 、 MULTI CH IN び選択されて 
し、ても MULTI CH IN 端子への入力信号は 2 ND ZONE OUT 
端テまたは 3 RD ZONE OUT 端子には出力されません。その 
とを選ばれている機器のアナ□グ音青信号び出力されます。 
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設定する 

SPEAKER SET UP メニューの 「SURR BACK SP 」 
を 「 BI - AMP 」 に設定してください （62 ぺージ)。 
「 BI - AMP 」 に設定ずることで 、 FRONT SPEAKERS 
A 端テと同じ信号び SURR BACK 端子からち出力され 
るよラになりまず。 


サラウンドバックスピーカーを使用しない場合、 
SURROUND BACK SPEAKERS ^ 品モをフ□ントス 
ピーカーのバイアンプ接続用に使用することびでさま 
す。 

接続ずる 

フ□ントスピーカーの Lo (または Hi ) 側を本機の 
FRONT SPEAKERS A 端テに、フ□ントスピーカー 
の Hi (または Lo ) 側を本機の SURROUND BACK 
SPEAKERS 端モにつなざます。 

このとさ、スピーカーに付属されている Hi / Lo の 
ショート金具は必ず外してください。本機の故障の原 
因となります。 


フ□ントスピーカー ( R ) 


フ□ントスピーカー ( L ) 


パイアンプ接続する 


ソニー製機器を操作する 


コント□—ル A 1 II コント□—ルシステ 
ムにごいて 


コント□-ル A 1 II (コント□-ルシステム）は、ソ 
ニー製のオーディオコンポ1台1台を1本のコードで接 
続し、コント□ール信号を双方向でやりとりします。 

各機器間の接続は一般的なモノラル5ニプラグコード 
1本で簡単に行うことびできまず 。 CONTROL A 1 II 端 
テを装備したソニー製の CD プレーヤー、アンプ（レ 
シーバー)、カセット （ MD ) デッキでは、入力の自動 
切り換えび可能になります。 

コント□—ル Ain とコント□—ル A 1 との互換 
性 

従来か S のコント□ール A 1 の機能をノ（ージヨンアップ 
させてソニー製の300枚 CD チェンジャーなどに対応さ 
せた規格びコント□ール A 1 II (コント□—ルシステム) 
です。 

コント□-ル A1 端テのある機器とコント□ール A1II 端 
子びある機器には互換性びあり、ミ居在してつなぐこと 
び可能です。基本的に従来からのコント□ール A 1 とし 
ての機能はほとんどコント□ール A1II でち対応してい 
ます。 

ただし、コント□—ル A 1 端テのある機器とコント□一 
ル A 1 II 端子びある機器をつないだ場合、一部の機能び 
機器によって制限される場合びあります。詳しくは各 
機器に付属の取扱説明書をご覧ください。 

COMMAND MODE セレクターのあるソニー 
製の CD チェンジヤーをお持ちの場合は 

お手持ちの CD チェンジャーの COMMAND MODE セ 
レクターび CD 1 、 CD 2 、 CD 3に設定できる場合、 
コマンドモードを rCD 1」に設定してから、本機の 
CD 端テに CD チェンジヤーをつないでください。 

お手持ちの CD チェンジャーびビデオ出力端子を持っ 
ている場合、コマンドモードを 「 CD 2」 に設定し、本 
機のビデオ2端テに CD チェンジヤーをつないでくださ 
し、。 



Lo 


ごを意 

• FRONT SPEAKERS B 端テを使つ口（イアンプ接続すること 
はでさません。 

■ 自動音場補正機能を使ラ場合は、その前にバイアンプの設定を 
して < ださい。 

• バイアンプの設定後は、サラウンドバックスピーカーのレべ 
ル、バランス、 EQ などの設定は無効とな0、フ□ントスピー 
力一の設定び反映されます。 

■ PRE OUT 端モ占、5出力される信号はスピーカー端子と同じ設 
定にな0ます。 


• バソコン接続キット等を使用して CONTROL A 1 II 端子にバ 
ソコンをつなぎ、 MD エディターなどのアプ IJ ケーシヨンを動 
作させている場合は、アプ IJ ケーシヨンで指おされている操作 
U 外は行わないでください。アプ I 」ケーシヨンび正常にはた!5 
かない場合びあります。 



0 




0 


〇 
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ち続ずる 

機器は合計10台まで、どんな順番でちつなぐことびで 
さます。ただし、アンプ、 CD プレーヤーなど各機器 
は、1台ずつしかつなぐことびできません。に D プ 
レーヤーの機種によっては、複数台をコント□ール 
A 1 II でつなぐことびでさまず。詳しくは CD プレー 
ヤーに付属の取扱説明書をご覧ください。） 

接続例 



アンプ CD MD デッキテープ その他の 

プレーヤー デッキ 機器 


他機の CONTROL S OUT 端子と本機の CTRL S 

IN 端子を接続したときは 

接続例 



コント□ール A 1 はコント□ール信号を双方向でやりと 
りしているため 、 CTRL A1 II 端子には IN / OUT の区別 
びありません。したびって 、 CTRL A1II 端子び2つあ 
る機器では、どちらの端テにコードをつないでちかま 
いません。また、それぞれの端子に違ラ機器をつなぐ 
ことちでさまず。つなぐ機器に接続コードび付属され 
ている場合は付属のコードをお使いください。巿販の 
コードをお買いホめの場合は、モノラル （2 P ) 5ニプ 
ラグの接続コード （2 メートル LU 下、抵抗なし）をお 
買い巧めください。 

基本機能 

各機器の再生ボタンを巧すだけで、本機の入力び自動 
的に再生する機器に切り換わります（オートファンク 
シヨン）。 

つないだすべての機器の電源び入っていなくても、動 
作させたい機器の電源のみび入っていれば、それらの 
機器間でコント□—ル A 1 II の機能は働きます。 


CONTROL S をほって接続する 


CONTROL S 端テを装備したソニー製のテレビ、衛星 
放送チューナー、モニター、 DVD プレーヤー、ビデオ 
デッキなどをお持ちの場合は 、 CONTROL S コード 
(別売り）を使ってつなざます 。 CONTROL SIN 端モ 
(テレビ、衛星放送チューナー、モニター）と本機の 
CTRL S OUT 端子、または CONTROL S OUT 端モ 
(ビデオデッキなど）と本機の CTRL S IN 端モをつな 
ざます。 

詳しくはお手持ちの機器に付属の取扱説明書をご覧く 
ださい。 


本機の U モコンを CONTROL S OUT 端テを装備した 
機器に向けて操作でさます。本機を棚などに設置した 
とさに便利です。 

他機の CONTROL S IN 端子と本機の CTRL S 

OUT 端子を接続したときは 

接続例 



リモコン 


CONTROL S IN 端子を装備した機器の U モコンを本 
機に向けて操作でさまず。他機を本機からはなして設 
置したとさに便利でず。 


ごを意 

録音中に録音ソース！; I 列の機器を再生しないでください。オート 
フアンクシヨンび働いてしまラことびあ0ます。 
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リモコンを設定してほ 5 


リモコンメニュ ーー 覧 

ヴンプ操作） 

それぞれの U ストの表示のしかたと使いかたについては、93ページからの説明をご覧ください。 U ストの中の項目 
によっては、>ボタンを巧すと SUB メニューび表示されるちのちありまず （95 ページ)。 


「VIDEO 1 
-VIDEO 2 
-VIDEOS 
-VIDEO 4 
-VIDEOS 



- TV/SAT 
-TAPE 


INPUT 

SELECTOR - 

を巧ず 
(93 ぺージ） 


- MD/DAT 
—SA-CD/CD 
-TUNER 
-PHONO 
-i.LINK 
—HDMI 1 


-HDMI2 
- MULTI CH IN 
-USER1 
- USER2 
- MACR01 
- MACR02 
-2ND ZONE 
-3RD ZONE 


「 AUTO CAL 
-TEST TONE 
-SB DECODING 
-NIGHT MODE 
- DUAL MONO 


くを押ず一 

(AV AMPLIFIER 

メニユ ー） 


-INPUT MODE 
-EQ 
-SLEEP 
-TRIGGER ON 
-TRIGGER OFF 
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機器名（端子名） 

カテづリー（操作する機器の種類) 

メーカー 名 


使いたい機器を選ぶ 

機器を選ぶときの基本操作 

入力 U ストを表示して使ラ機器を還びます。 

1 INPUT SELECTOR を巧ず。 

入力 U ストび表示されます。表示される項目は、 
本体後面の端モ名に対応しています。 

MD/DAT 

^Sfi-CD/CD 

TUNER 

PHONO 

2 イージースク□—ルキーでリストから機器 

を選び、巧してミ夫定ずる。 

選んだ機器に関する情報が表示されます。 

表示の例 

<Sfi-CD/CD> 

CD1 

Sony 


ちよつと一言 

• カテコ ’ U —は変えることがでさます。本体後面の端子に実際に 
つないでいる機器を操作するには、端子名と操作したい機器の 
カテコ ’ U —を合わせておく必要があ0ます。詳しくは、「お使 
いの機器に合わせて本機をリモコンに登録する」 （98 ページ） 
をご覧ください。 


• 各機器の電源を自動的に入れることびできます。入カリストで 
機器を選んだとさ、選んだ機器の電源が自動的に入るよラに設 
定することができます。詳しくは、「才ートパワー機能を使う」 
(10 日ページ）をご覧ください。 

• 使っていない入力をリストに表示させないよラにすることびで 
さます （104 ページ)。 


S 冒目 
行行行 
12 3 


J _」ホ1|乂が熙神 lyd 巧3 
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本機のリモコンで他機を操 
作ずる 


お使いの機器にをわせて本機を設定すると、下表の•のついたボタンを使ってそれぞれの機器を操作でさます。ただ 
し、機器によってはボタンを押してを操作できないことがあります。 



RETURN 八 ♦•参 


をデッキ B のみ 

安ホ機器によっては操作でさないものもあります。 
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機器 項目 はた6定 


DVD 

AUDIO 

音声を切 0 換える 

プレーヤ ー/ 
レつーダー 

ANGLE 

アングルを切 0 換える 

SUBTITLE 

字幕の言語を切0換える 


SUBTITLE 
ON OFF 

字幕を表示させる/消す 


TIME 

時間情報を切0換える 


SEARCH 

MODE 

サーチモードを切り換える 


CLEAR 

通常再生に戻すとをなどに使 
ラ 


INDEX + 

INDEX - 

インデックスを選ぶ 


DISC SKIP 

+ 

DISC SKIP 

ディスクを選ぶ 


SETUP 

セットアップメニューを表示 
させる 

ビデオ CD 

DISC SKIP 

ディスクを選ぶ 

プレーヤー 

+ 

DISC SKIP 



TIME 

時間情報を切0換える 


INDEX + 

INDEX - 

インデックスを選ぶ 


DISC 

ディスクを選ぶ 

CD プレー 

DISC 

ディスクを還ぶ d ) 

ヤー 

TRACK 

トラックを選ぶ 


CONTINUE 

通常再生を選ぶ 


SHUFFLE 

シャッフル再生を選ぶ 


PROGRAM 

プ□グラム再生を選ぶ 


REPEAT 

リピート再生を選ぶ 


TIME 

時間情報を切0換える 


DISC SKIP 

+ 

DISC SKIP 

ディスクを選ぶが 


a ) ワイド画面対応のソニー製テレビのみ 

b ) ピクチャーインピクチャー機能びついたソニー製テレビのみ 
け 他社製 LD プレーヤーの場合は、 「 D に CA / B 」 と表示されま 

す。 

d ) ソニー製 CD チェンジヤーのみ 


II 


SUB メニューの頃目 

>ボタンを巧すと、この U モコンには対応するボタン 
びない操作のリスト （ SUB メニュー）び表示されま 
す。 U ストの項目は、現在選ばれている機器によって 
異なります。 U ストに含まれる項目とそのはたらきは、 
下表の通りでず。 

做旦。 

微お 

項目 

はた 6 さ 

ビデオデッキ 

CH + 

プ u セットチャンネルを選ぶ 


CH - 



INPUT 

SELECT 

ビデオデッキの入カモードを 
選ぶ 


AUDIO 

音声を切0換える 


ANT TV / 
VIDEO 

ビデオのアンテナ端子からの 
出力信号を選ぶ（テレビまた 
はビデオ信号） 


SP/LP 

ビデオの録画/再生スピードを 
選ぶ 


REC 

録音を始める 


COUNTER / 

REMAIN 

再生が実0時間を表示する 

テレビ 

CH + 

プ IJ セットチャンネルを選ぶ 


CH - 



MUTING 

音を消す 


VOL + 

ボリュームを上げる 


VOL - 

ボリュームを下げる 


JUMP 

前のチャンネルと今のチャン 
ネルを切0換える 


TV/VIDEO 

テレビの入カモードを切〇換 
える 


MPX/DUAL 

音声の設定を切0換える 


WIDE 

ワイド画面モードを還ぶ a ) 


P IN P 

ピクチャーインピクチャー機 
能を使ラが 


POSITION 

ル画面の位置を調節するが 


SWAP 

大画面とル画面を入れ誓える 
b ) 


SUB CH + 

ル画面のプリセット 


SUB CH - 

チャンネルを還ぶが 


SLEEP 

スリープタイマーを働かせる 

LD 

SIDE A 巴） 

ディスクの A 面を選ぶ 

プレーヤー 

SIDE B 。） 

ディスクの B 面を選ぶ 


PROGRAM 

トラックをプ□グラムする 


REPEAT 

再生中のトラックまたはプロ 
グラムされたトラックをリ 
ピート再生する 


_Jtu 乂が隅神で d 巧3 
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4 化。。 

概お 

項目 

はた 6 を 

MD 

use SKIP 

ディスクを選ぶ 

デッキ 

+ 

use SKIP 



TIME 

時間情報を切0換える 


CONTINUE 

通常再生を選ぶ 


SHUFFI_E 

シャッフル再生を選ぶ 


PROGRAM 

プ□グラム再生を選ぶ 


REPEAT 

U ピート再生を選ぶ 


MENU/NO 

編集操作を選ぶまたは編集を 
キャンセルずる 


YES 

編集を行ラ 


CLEAR 

プ□グラムから曲を消す、な 
どに使う 


REC 

録音待機状態にする 

カセットデッ 

REVERSE 

テープデッキの反巧面を再生 

キ 

PLAY 

する 


A-REC 

A デッキを録音待機状態にす 
る 


巨- REC 

目デッキを録音待機状態にす 
る 


PROGRAM / プ□グラム再生を選ぶ 

START 

DAT デッキ 

REPEAT 

U ピート再生を選ぶ 


CLEAR 

プ□グラムから巧を消す、な 
どに使う 


REC 

トラックをプ□グラムする 

チューナー 

PRESET + 

PRESET - 

登録した放送局を選ぶ 


DIRECT 

TUNING 

放送局を手動受信する 


FM/AM 

FM または AM バンドを切り換 
义る 


SHIFT 

X モ U —ページを切0換える 

ソニー 製 BS 

CH + 

プ U セットチヤンネルを選ぶ 

チューナー 
(Sony BST ) 

CH - 


-/- 

11番目よりあとのチヤンネル 
を選ぶ 


MAIN/SUB 

主音声と副音声を切0換える 


TV/RADIO 

テレビまたはラジオの入力を 
切り換える 


機器 

項目 

はた 6 を 

ソニー製 

CH + 

プ u セツトチャンネルを選ぶ 

デジタル CS 

チューナー 

(Sony 

D . CS ) 

CH - 


SAT 

CHANGE 

衛星を切0換える 

JUMP 

前のチャンネルと今のチャン 
ネルを切0換える 



CH-A 

ダイレクト選局 A 


CH-B 

ダイレクト選局目 


CH-C 

ダイレクト選局 C 


CH-D 

ダイレクト選局 D 


RADIO 

デジタルラジオ放送に切〇換 
义る 


EZ PANEL 

EZ パネルを表示する 


PRG INFO 

番組説明を表示ずる 


FAVORITE 

好み一覧を表示する 


EPG 

現在番組表を表示する 


EPG 

( WEEK ) 

週間番組表を表示する 


DATE 

日付を表示する 


GENRE 

ジャンルを選ぶ 


BILINGUAL 

二重音声を選ぶ 


PROMO 

プ□モ画面にずる 


STILL 

スチル画面にする 


SIGNAL 

SEL 

信号を切0換える 

ソニー製目 S 

CH + 

プ U セツトチャンネルを選ぶ 

デジタル 

CH - 


チューナー 
(Sony BSD ) 

— 

11番目よ0あとのチャンネル 
を選ぶ 


JUMP 

前のチャンネルと今のチャン 
ネルを切0換える 


EPG 

番組表を表 ZPC ずる 


BILINGUAL 

こ重音声を選ぶ 


RADIO / 

DATA 

ラジオ/データを選ぶ 


PRG INFO 

番組説明を表示ずる 


SUBTITLE 

字幕を表示する 


ANGLE 

アングルを切0換える 


RETURN 

戻る 


d 

目 S データを見る 


BLUE 

カラーボタン（青） 


RED 

カラーボタン（ホ） 


GREEN 

カラーボタン（緑） 


YELLOW 

カラーボタン（黄） 
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桃马。 

概お 

項目 

はた 6 を 

プ□ジェク 

POWER ON 

プ□ジてクターの電源を入れ 

夕一 


る 


POWER 

OFF 

プ□ジ王クターの電源を切る 


INPUT A 

INPUT A 端子からの入力に切 
り換える 


INPUT B 

INPUT 目端子からの入力に切 
り換える 


INPUT 

VIDEO 端子からの入力に切り 


VIDEO 

換える 


INPUT 

VIDEO IN または S VIDEO 


SELECT 

IN 端子からの入力に切0換え 
る 


MEMORY 

調節したデータを登録する 


BRIGHT + 

BRIGHT - 

明るさを調節ずる 


CONTRAST 

+ 

CONTRAST 

コントラストを調節する 


ZOOM + 

ZOOM - 

画像のズームを調節する 


SHIFT + 

画像のレンズシフトを調節す 


SHIFT - 

る 


FOCUS + 

FOCUS - 

画像のフオーカスを調節する 



c 

ホ 

u 

乂 

が 

班! 

M 

C 

パ 

巧 

UI 


ごま意 

他社製の機器を操作でさるよラに設定したとさは （98 ページ） 

• 機器を選んで>ボタンを押しても、上記すベての項目び表示さ 
れない場合があ0ます。 

• 表示された項目を選んでわ動作しない場合びあ0ます。 


ちょっと一言 

• DVD プレーヤー/レコーダーや衛星放送チューナーのメ 
こュー操作をするとさは、下の操作を行ってください。 

1入力 U ストか5 DVD プレーヤーを選ぶ。 

2 >ボタンをく0返し押して、 SU 目 ニューを表示させる。 


表示させるメニユー 

操作 

TOP MENU 

TOP MENU を押す 

DVD MENU 

AV MENU を巧ず 

SETUP 

SU 目ニユーから 「 SETUP 」 


を選ぶ 


3コント□ールボタンを使って、こユー操作をする。 
CURSOR TYPE (カーソルタイプ）リストから 「 DVD 」 

び選ばれているか確認して<ださい。 

；><こユー操作をやめるには 、 RETURN cTi / EXIT を押します。 
DVD ；><こユーを表示させたいとさは 、 AV MENU を押しま 
す。 

• SUB 1 から SU 目日には任意のコードを学習させることびでさ 
ます。学習させたコードを送信時に選択します。学習機能につ 
いては r 本機のリモコンにない U モコンコードを学習させる」 
(102ページ）をご覧ください。 
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お使いの機器に合わせて本 
機をリモコンに登録する 

このリモコンで、他社製の CD プレーヤーや MD デッキ 
などの機器を操作するように設定でさまず。また、巧 
期設定のままでは操作でさないソニー製の機器ち操作 
でさます。 

この U モコンで操作でさるのは、ホ外線コント□ール 
を受け付ける機器のみです。 

例：本体後面の VIDEO 2端テにつないだ他社製のビデ 
オデッキを、この U モコンで操作でさるように設定す 
るとさ 

LU 下の操作をするとさは、本機の電源を入れ、 U モコ 
ンを U モコン受光部に向けてください。 



1 RM SET UP を巧ず。 

セットアップ U ストび表示されます。 


今 IR SET 
LEARNING 
INPUT LIST 
AUTD POWER 


2 イージースク□ールキーでセットアップ u 
ストか5「旧 SET 」 を選び、巧して決定ず 
る。 

旧 SETU ストが表示されます。 


<IR SET 〉 
UIDEO 1 
GUIDED 2 
UIDEO 3 


3 イージースク □ —ルキーで旧 SET リスト 
か!5設定を変えたい入力名 （= 本体後面の 
端子名）(例: VIDEO 2) を選び、巧してミ夫定 
ずる。 

Category (カテづリー） U ストが表示されます。 


Category? 
^UCR 
T U 
L D 


4 イージースク□-ルキーで Category (カテ 
ゴリー）リストか5カテゴリー(手順3で選 
んだ端子に実際に接続されている機器。こ 
の例では rvcR 」） を選び、巧してミ夫定ずる。 

Maker (>< 一力一）リストが表示されます。 

Maker? 

巧 ony UTR1 
Sony UTR2 
Sony UTR3 

5 イージースク□-ルキーで Maker ■(メー 
力一） リス 卜か5 メーカー名を選び、巧して 
決定ずる。 

ソニー製機器を操作したいとをは 

Maker (メーカー）リストから 「 Sony 」 を還び 
ます。 

設定の操作び完了しまず。 


テレビ操作用ボタンの設定を巧える 


TVI/C!) AV 1 /。 レむ 

O OtQ 

SYSTEM STANDBY 


1 1 

SOUND FIELD RMSETUP INPJTSELECTOR 

(c ) C そ ） C )) 

【口 巧口） 


田田 田田 

0 © ® 

MUTING 



2 , 3 , 4,5 


1 RM SET UP を巧ず。 

セットアップ U ストび表示されます。 


今 IR SET 
LEARNING 
INPUT LIST 
fiUTO POWER 


2 イージースク□ールキーでセットアップ u 
ストか!5「旧 SET 」 を選び、巧して決定す 


る。 

旧 SET リストが表示されます。 


<IR SET 〉 
USER2 
^TU_KEY 
MACRO 1 


98 





































3 イージースク □ —ルキーで旧 SET リスト 
か 5 rTV_KEYJ を選び、巧して決定ずる。 

Category (カテゴリー） U ストび表示されます。 



4イージースク□-ルキーで Category (カテ 
コリー)リストか5 「 TV 」 を選び、巧してミ央 
定する。 

Maker (メーカー） U ストび表示されます。 


Maker? 


た ony 


Admira1 

-1 

Admira1 

-2 


5イージースク □ —ルキーで Maker ■(メー 
カー）リストか5 メーカー名を選び、巧して 
決定する。 

ソニー製機器を操作したいときは 

Maker け一力一) リストから 「 Sony 」 を還び 
ます。 

設定の操作び完了します。 

プ□グラム操作を途中でやめるときは 

手順の途中でイージースク□ールキーで 「 Exit 」 また 
は 「 Cancel 」 を還び、巧して巧定します。 


ごを 意 

学習させたボタンのある入力に 旧 SET をしなおしたときには、 
学習させた内容はミ肖えます。またこのボタンをマク□で使用して 
いると定は、マク□の設定ち消去されて N 0 SET に変わります。 


ちよつと一言 

• IR SET IJ ストの USER 1 と USER 2 にはお好きな機器を割0 
当てることびでさます 

1「お使いの機器に合わせて本機を U モコンに登録する」の手 
順1と2を行う。 

2 イージースク□-ルキーで旧 SET リストから 「 USER 1」 
または rUSER 2 J を還び、巧して；夫定する。 

3「お使いの機器に合わせて本機を U モコンに登録する」の手 
順3 U 降を行ってカテゴ IJ 一とメーカー名を設定する。 


utu 乂が隅袖で d 巧3 
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1 RM SET UP を巧ず。 

セツトアップ U ストび表示されます。 


7イージースク□—ルキーで Function (操作) 
リストか！5巧いたい操作のリモコンコード 
を選び、巧してミ夫定ずる。 

U モコンコードび登録され、プ□グラム番号 U ス 
卜び表示されます。 


6イージースク□-ルキーで Maker ■(メー 
力 一） リストか! 5 メーカー 名を選び、巧して 
決定ずる。 

Function (操作） U ストび表示されます。 



广口 m 


曲の 

0 0 ® 


3イージースク □ ールキーで旧 SET リスト 
か 5 rMACR 01」 または 「 MACROS 」 を 選 
び、押して決定する。 

プ□グラム番号 U ストび表示されます。 


学留させたコードをマク□機能で巧5には 

1 手順5で、イージースク□—ルキーで 「 Button 」 を選 
び、巧してミ夫定する。 

2 イージースク□ールキーで学習させたボタンを選 
び、巧して決定する。ボタンを選ぶとさには、 U スト 
をスク□ールするかわりに直接ボタンを巧ずと、該 
当するボタンに U ストびジヤンプする。イージース 
ク□ールキーを巧して決定する。 


2 イージースク□ールキーでセットアップリ 
ストか!5「旧 SET 」 を選び、巧して決定ず 
る。 

旧 SET リストが表示されます。 


8 手順4か57をくり返して最大16個までリ 
モコンコードを設定する 

リモコン]-ドを設定し終わつたら、手順7で 
「 Exit 」 を還びます。 


い<つかの操作を続けて実 
行させる 

(マク □操作） 

マク□機能を使って、いくつかの U モコンコードをま 
とめて連続送信でさます。 

マク□操作は、2つ登録ずることびでさます 
( MACR 01、 2)。1つのマク□操作には、16個まで U 
モコンコードを登録することびでさます。 


4イージースク□-ルキーでプ □グラム番号 
リストか5マク□機能での順を(例：り- N 0 
SET 」） を選び、巧して決定ずる。 

Category (カテゴリー） U ストび表示されまず。 


5イージースク□-ルキーで Category (カ テ 
コリー）リストか5操作する機器のカテゴ 
リ ー (例 ： rvc R 」） を選び、巧して決定ずる。 

Maker (メーカー） U ストび表示されまず。 


Category? 

->Common 

Button 

UCR 


Maker? 

巧 ony UTRl 
Sony UTR2 
Sony UTR3 


<MACR01> 

1- NO SET 

2- NO SET 

3- ND SET 


Function? 
今が 0 山 ER 
が REUIOUS 
求 NEXT 


<MPICR01> 

■> 1-POWER 

2- NO SET 

3- NO SET 


<IR SET 〉 
^MfiCROl 
MfiCR02 
Exit 


今 IR SET 
LEARNING 
INPUT LIST 
AUTO POWER 



■ J モコンコードの順まを設定する 


4 7 

■N リ 

3 6 

■N リ 

2 5 
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テレビ操作用ボタンをマクロ機能でほ 5 には 

1 手順5で、イージースク□ールキーで 「 Button 」 を選 
び、巧してミ夫定する。 

2 イージースク □ レキーで 「 TV _ KEY 」 を還び、巧し 
て決定する。 

3 イージースク□ールキーで、使いたいテレビ操作用 
ボタンを選び、巧してみ定する。 

リモコンコードを出力ずる時間を遅百せるには 

1 手順5で、イージースク□—ルキーで 「 Common 」 を 
還び、巧して決定する。 

2 イージースク□-ルキーで 「WAIT TIME 」 を還び、巧 
してミ夫定する。 

3 イージースク□ールキーで、 U モコンコードを出力 
する前の待機時間を還び、巧してみ定する。1秒か S 
10秒の間で待機時間を設定することびでさます （ 1 
秒単位)。 

設定したリモコンコードを消ずとまには 

1 手順5で、イージースク□—ルキーで 「 Common 」 を 
還び、巧してミ夫定する。 

2 イージースク□ールキーで 「NO SET 」 を還び、巧し 
てみ定する。 


ちよつと一言 

• 手順7で U スト名の前に「*」または「■」び表示されていな 
いちのは、 U モコンコードび登録されていないので、マク□登 
録でさません。 

• 手順4と7で「 N 0 SET 」 び表示されているプ□グラム番号 
は、マク□登録されていないことをおしています。 

• 手順5で 「 B 山 ton 」 を違んだ場合、巧のよラになります。 

一手順7の IJ スト名の前に「■」表示びあるちのは、学習ミき 
みのボタンです。 

一手順7の IJ ストを還んでか5、< または > ボタンを巧すと、 
その U ストに登録されている U モコンコードを送信し、動 
作確認でさます。 


ずべてのソニー製機器の電源を切るには 
(SYSTEM STANDBY) 

1 手順日で、イージースク□ールキーで TCommon 」 を 
選び、押して決定する。 

2 イージースク□-ルキーで 「ALL OFF 」 を選び、押し 
て決定する。ただし、ソニー製機器によっては働かな 
い場合があります。 

プ□グラムを透中でやめるときには 

手順の途中でイージースク□ールキーで 「 Exit 」 また 
は 「 Cancel 」 を選び、押して決定します。 

マク□機能をほう 

1 INPUT SELECTOR を押ず。 

FUNCTION リストが表示されます。 

USER1 
USER2 
确 CR01 
MACR02 

2 イージースク □ ールキーで入カリストから 
「 MACR 01」 または rMACR 02」 を選び、巧 
してミ夫定ずる。 

プ□グラムされたリモコンコードが順番に表示さ 
れ、送信されます。 


ごま意 

• 学習させたボタンをマク□機能で使用したとを、学習させたボ 
タンびある入力に旧 SET を行ラと、学習した内容び消えま 
す。このため、マク□で使用したボタンの設定ち消去されて、 
「 N 0 SET 」 に変わります。 

• マク□操作中に下のボタンを押すと、マク□操作は途中で 
キャンセルされます。 

-AV 1/(1) 

- 1 /( 1 ) 

- SYSTEM STANDBY 
- SOUND FIELD 
- INPUT SELECTOR 
-RM SET UP 

• マク□機能がラまく働かないとさは、働かなかった操作の前に 
「 WAITTIME 」 を設定すると、うまく働くことびあります。 


_」ホ11乂が隅袖で d 巧3 
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本機のリモコンにないリモ 
コンコードをぎ習させる 

学習機能を使って、学習させた操作を行ラことびでさ 
ます。 


付属のリモコンにないリモコンコード 
を学習させる 


学習機能を使って、付属の U モコンにちとちと入って 
いない U モコンコードを学習させることびでさます。 



2 , 3 , 4,6 


1 RM SET UP を巧ず。 

セットアップ U ストび表示されまず。 


今 IR SET 
LEARNIN 日 
INPUT LIST 
AUTO POWER 


2 イージースク□ールキーでセットアップリ 
ストか SrLEARNING 」 を選び、巧して決定 
する。 

入力 U ストび表示されます。 


く LEARNING 〉 

UIDEO 1 
GUIDED 2 
UIDEO 3 

3 イージースク □ ールキーで入カリストから 
学習させたい入力を選び、巧してミ夫定ずる。 

ボタンリストが表示されます。 


Button[UIDEQ 2 ] 
马が OUER 
求 PREUIOUS 
ネ向[><下 


4 イージースク □ ールキーで、ボタンリスト 
か5学習させたいボタンを選び、巧してミ夫 
定ずる。 

学習機能を設定する画面が表示されます。 

UIDEO 2 
ネ （ P0 山 ER) 

■> し earning Start 
Exit 


1行目：入力名 
2行目：ボタン名 

5 リモコンのリモコンコード受光部と学習さ 
せる機器のリモコンの受信/送信部とを向 
かい合わせる。 


I 


同 

日日日日〇 QD 
□ □ □ □ 0 OD 

凹 

0 Q Q D 0 . 


Scm 〜 15cm 


6 イージースク □— ルキーで 「Learning 
S ねけ」を選び、巧して決定する。 

「Learning Now !!」 び表示されます。 

7 学習させたいリモコンのボタンを巧し、リ 
モコンコードを送信する。 

軽く1回巧せば U モコンコードは送信されまず。3 
秒か65秒たつと正しく学習したかどラかび表示 
されます。 

正しく学習ずると 、 「Learning OK !」、 学習中の 
ボタンの数と容量び表示されます。 


UIDEO 2 


■ (POWER) 


Learning 

OK! 

(15/80 

2oy.) 


正しく学習されなかったとさは、その原因び3行 
目に表示されます。 


Learning NG! 
(REUERSE) 
FULL (keys) 
4 Exit 


FULL (Keys) :収納ボタン不足 
FULL (memory) :記憶容量不足 
ERROR :その他 

イージースク□-ルキーで手順3に戻り、操作を 


くり返します。 


学習機能を途中でやめるとまは 

手順の途中でイージースク□ールキーで、 「 Exit 」 また 
は 「 Cancel 」 を選び、巧して決定します。 
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学普したリモコンコードを消ずとまは 

1 手順6で、イージースク□-ルキーで 「 CLEAR 」 を還 
び、巧してミ夫定する 。 「ALL CLEAR ?」 と表示されま 
す。 

2 イージースク□ールキーで 「 Yes 」 を還び、巧してミ夫 
定する 。 「CLEAR OK ?」 と表示されます。 

3 イージースク□ールキーでちラー度 「 Yes 」 を還び、 
巧してミ夫定する。 

学習させたコマンドを巧5には 

学習させた入力を選んでいるとさに、学習させたボタ 
ンを巧します。 


リモコンをお買い上げ時の 
設定に戻す 


TV 1 /边 AV 1 /¢ レの 

〇 OtO 

SYSTEM STAND 机 


1 1 

SOUND FIELD BM SET UP INPUT SELECTOR 

(( )(<!►){ ) ) 

(■口 巧 口） 


田 @ 田の 

◎ ©の 

MUTING 



2 , 3,4 


1 RM SET UP を巧す。 

セットアップ U ストび表示されます。 

BACK LIGHT 
CONTRAST 
COMMAND MODE 
4ALL CLEAR 

2 イージースク□ールキーでセットアップリ 
ストか SrALL CLEAR ?」 を選び、巧して巧 
定する。 

ALL CLEAR ? (オールクリア） U ストび表おさ 
れます。 


〈ALL CLEAR?〉 
Yes 
^No 


3 イージースク□-ルキーで ALL CLEAR ? 
けールクリア）リストか!5 「 Yes 」 を選び、巧 
してミ夫定する。 

「CLEAR OK ?!」 と表示されます。 


ちょっと一言 

• ボタン名の前についている記号は、次を意味します。 

■:すでに学習済みのちの 
来：あ5かじめ登録されているもの 
• 手順4で、学習させたいボタンを直接選ぶことびでをます。直 
接学習させたいボタンを押すと、該当するボタンに U ストび 
ジャンプします。 

• SUB メニューにわ学習機能び使えます。 SUB1 から SU 巨己に 
学習させることびでさます。 

• SUB1 〜日に名前を付けることびできます 

1手順6で、イージースク□ールキーで 「Name」 を選び、 
押して決定する。 

2イージースク□ールキーで文字を選び、押して決定する （8 
で字まで)。 

+/— ：文字を選ぶ 
</> :カーソルを動かす 
Insert :スペースを入れる 
Delete :文字を消す 


ごま意 

• 学習させられるボタンは最大80個までです。80個まで登録 
していなくてちそれ上登録でをない場合ちあ0ます。 

• 学習させたボタンをマク□機能で使用している場合に、このボ 
タンの入力に旧 SET しなおすとマク□の設定は消去されてエ 
場出荷時のコードに戻0ます。 


II 
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〈CLEAR DK?!> 
Ygs 
今 No 


4 イージースク□-ルキー でちう 1 度 「 Yes 」 
を選び、巧して決定ずる。 

U モコンのメモ U —の内容（設定/登録したずべて 
のデータなど）びク U アされまず。 


その他の操作 


入カリストの表示/巧表示を設定する 


入力 U ストで表示される入力表示を消したり、再び表 
示したりでさます。 



1 RM SET UP を巧ず。 

セットアップ U ストび表示されまず。 


IR SET 
LEARNING 
^ INPUT LIST 
PIUTO POWER 


2 イージースク□ールキーでセットアップリ 
ストか5 「INPUT UST 」 を選び、押してミ夫 
定する。 

INPUT UST (入カリスト）び表示されます。前 
に「相び表示されている入力は、入力 U ストで表 
示されていまず。 


< INPUT LIST 〉 
4 来 UIDEO 1 
求 UIDEO 2 
本 UIDEO 3 


3 イージースク□ールキーで INPUT UST 
(入カリスト）か!5、入カリストに表示させ 
ない入力を選び、巧して決定する。 

選んだ入力の前に表示されている「相び消えます。 


< INPUT LIST 〉 
、 UIDEO 1 
*UIDEO 2 
*UIDEO 3 


入カリストに表示されていない入力を表示させ 
るには 

手順3で、「；(：」び表示されるまでイージースク□ール 
キーを 巧します。 
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才ートパワー機能をほう 


オートパワー機能をオンにしておくと、映像系の入力 
を選んだとさ、使用するソニー製オーディオ/ビデオ機 
器とテレビの電源び自動的に入り、テレビの入力は選 
んだ入力に切り換わります。 

この機能はソニー製機器にのみ働さまず。 



2 , 3,4 


RM SET UP を巧ず。 

セツトアップ U ストび表示されます。 


IR SET 
LEARNING 
INPUT LIST 
->flUTO POWER 


2 イージースク□ールキーでセットアップリ 
ストか!5 「AUTO POWER 」 を選び、巧して 
決定ずる。 

AUTO POWER (オートパワー） U ストび表示さ 
れます。 



3 


イージースク□ールキーで AUTO 
POWER けートパワ ー) リストか5 rOn 」 
または roff 」 を選び、巧して決定ずる。 

ronj を選ぶと 、 TV INPUT (テレビのビデオ入 
力） U ストび表示されます。 


<TU INPUT 〉 
バ U-UIDEOI 
TU-UIDE02 
TU-UIDE03 


4 イージースク□ールキーでテレビのビデオ 
入力を選び、巧して決定ずる。 

コンポーネントビデオ入力を選ぶときは、 TV - 
C 0 MP 01 または2を選びます。 


パックライトを入/切する 


U モコンのボタンを巧すたびに、バックライトび点打 
して表示窓び明る<なります。下記の設定を行って 
バックライトを消ずと、電池び長持ちします。 



2,3 


RM SETUP を巧す。 

セットアップ U ストび表示されます。 


LEARNING 
INPUT LIST 
fiUTO POWER 
^BACK LIGHT 


2 


イージースク□ールキーでセツトアツプリ 
ストか SrBACK UGHT 」 を選び、巧して巧 
定する。 

BACK LIGHT (バックライト） U ストび表示さ 
れます。 



3 イージースク□ールキーで BACK LIGHT 

(バックライト）リストか 5 r 0 n 」 または 
roff 」 を選び、巧してみ定する。 


ごま意 

• テレビによっては電源び入った直後に VIDE01 〜6入力へ自 
動的に切り換わらないことびあります。これは機器によっては 
電源び入った直後にはしばらく U モコンコードを受けつけない 
むのびあるためです。 


• 手順3で r(off)」 を選ぶと、テレビのビデオ入力は切り換わ 
0ません。 


_」ホ U 乂が隅神で d 巧3 
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表巧窓のコントラストを調節する 

表示窓のコントラストを調節でさます。 



1 RM SET UP を巧ず。 

セットアップ U ストび表示されまず。 

INPUT LIST 
AUTO POWER 
BfiCK LIGHT 
^CONTRAST 

2 イージースク□ールキーでセットアップリ 
ストか SrCONTRAST 」 を選び、巧して巧 
定ずる。 

〈 CONTRAST 〉 

今 + 

11111111 □□□□□□□□ 

3 イージースク □ —ルキーで「+」または r — J 
を選び、押して決定する。 

イージースク□ールキーを巧すたびにコントラス 
卜び変わりまず。コントラストの調節を途中でや 
めるとさはイージースク□ールキーで 「 Exit 」 を 
選び、巧してミ夫定します。 


ちよつと一言 

IJ モコンの表示び消えているとき 、 SOUND FIELD または 
INPUT SELECTOR を巧すと、現なのコマンドモードび1行目 
に表示されます。 


106 






















その他 


メニュ ーー 覧 

メニューを使ってさまざまな設定をすることびでさます。メニューは MAIN MENU を巧すと表示されます。 

メ ニュー 

項目 

設定値 


初期値 

参照ページ 

LEVEL 

TEST TONE [■■■] 

OFF 、 AUTO、FIX 


OFF 

58-59 



OFF 、 L / C 、 C / R 、 R / SL 、 R / SR 、 SR / SL 、 

OFF 

- ぺージ 



SR / SBR 、 SBR/SB し、 SB し /S し、 S し/し、 

L/SR 





OFF 、 L / C 、 C / R 、 R / SL 、 R / SR 、 SR / SL 、 

OFF 




SR / SBR 、 SBR / SBL . SBL / SL . SL / L . 

L/SR 




FRONT L - R 

8.0 dB (0.5 dB 単位） 


OdB 



CENTER [■■" dB ] 

-20.0 dB 〜+10.0 dB め. 5 dB 単位） 


OdB 



SURROUND-A L [■■" dB ] 

-2 日. OdB 〜 +1 日 . OdB (0 .已 dB 単位） 


OdB 



SURROUND-A R [■■" dB ] 

-2 日. OdB 〜 +1 日 . OdB (0 .已 dB 単位） 


OdB 



SURROUND-B L [■■" dB ] 

- SO . OdB 〜 +10 .OdB (0.5 dB 単位） 


OdB 



SURROUND-B R [■■" dB ] 

- SO.OdB 〜 +1 日 . OdB (0.5 dB 単位） 


OdB 



SURR BACK [■■" dB ] 

-2 日. Od 目〜 +1 日 . OdB (0 .己 d 巨単位） 


OdB 



SURR BACK !_[■■■. ■ dB ] 

-2 日. Od 目〜+1日 . OdB (0 .已 dB 単位） 


OdB 



SURR BACKR [■■" dB ] 

-2 日. Od 目〜+1日 . OdB (0 .已 dB 単位） 


OdB 



SUB WOOFER [■■" dB ] 

- SO . OdB 〜 +1 日 . OdB (0.5 dB 単位） 


OdB 




OdB 、+10 .OdB 


OdB 




OdB 、+10 .OdB 


OdB 



D . RANGE COMP .*,—] 

OFF 、 STD、MAX 


OFF 


SURROUND 

C.WIDTH LC —— R * 

8 ステップ 


3 

己 7 ぺージ 

SET UP 

DIMENSION F —— S * 

7 ステップ 


Center 



PANORAMA MODE [ _ ド 

OFF、ON 


OFF 



EFFECT LEVEL _ % 

20%〜1200 /o (日 o / o 単位） 


100% 



FRONT REVERB [■■■■]* 

WET/STD 


STD 



SCREEN DEPTH [■■■ド 

ON、OFF 


ON 



V 旧. SPEAKERS [■■■ド 

ON、OFF 


ON 




CREATE、OFF 


OFF 


EQUALIZER 

EQ PRESET [■■■] 

" I 、2、3、4、日 、 OFF 


1 

68ぺージ 


FRONT BASS [■■■ dB ] 

-1 日. OdB 〜 +1 日 . OdB (1 dB 単位） 


OdB 



FRONT BASS [■■■ Hz ] 

250 Hz 、 500 Hz 


500 Hz 



FRONT TREBLE [■■■ dB ] 

日. OdB 〜 +10 .OdB (1 dB 単位） 


OdB 



FRONT TREBLE [■■■ Hz ] 

2.2 kHz 、4.3 kHz 


2.2 kHz 



CENTER BASS [■■■ dB ] 

-1 日. Od 目〜 +1 日 . OdB (1 dB 単位） 


OdB 



CENTER BASS [■■■ Hz ] 

250 Hz 、 500 Hz 


500 Hz 



CENTER MID [■■■ dB ] 

日. OdB 〜 +1 日 . OdB (1 dB 単位） 


OdB 



CENTER MID [■■■ Hz ] 

100 Hz 、 300 Hz 、1.0 kHz 、3.0 kHz 、10 kHz 

1.0 kHz 



CENTER TREBLE [■■■ dB ] 

-1 日. OdB 〜 +1 日 . OdB (1 dB 単位） 


OdB 



CENTER TREBLE [■■■ Hz ] 

2.2 kHz 、4.3 kHz 


2.2 kHz 



SURR/SB BASS [■■■ dB ] 

-10. OdB 〜 +10 .OdB (1 dB 単位） 


OdB 



SURR/SB BASS [■■■ Hz ] 

250 Hz 、 500 Hz 


500 Hz 



SURR/SB TRE . [■■■ dB ] 

日. OdB 〜 +1 日 . OdB (1 dB 単位） 


OdB 



SURR/SB TRE . [■■■ Hz ] 

2.2 kHz 、4.3 kHz 


な kRz — 



PRESET ■CLEAR [■■■] 

YES . NO 


NO 
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メニユー 

項目 

設定値 

巧期値 

参照ページ 

AUTO 

AUTO CAL START? 



42、 67 

CALIBRATION 


ENGINEER、FULL FLAT、FRONT REF 

FULL FLAT 

ぺージ 


SPEAKER CAL [■■■] 

YES. NO 

YES 



LEVEL CAL [■■■] 

YES. NO 

YES 



EQ CURVE EFFECT [■■■] 

OFF、ON 

OFF 



EQ CURVE INFORMATION 

20Hz 、 2 己 Hz 、 31.5Hz 、 40Hz 、 50Hz 、 




FL/FR/C/SL-A/SR-A/SL- 目 / 

63Hz 、 8 日 Hz 、 100Hz. に日 Hz 、 化 OHz 、 




SR-B/SB/SBL/SBR 

200 Hz 、 250Hz 、 3 巧 Hz 、 400 Hz 、 日 00 Hz 、 

目 3 日 Hz 、 800 Hz 、 化 Hz 、 1.2 日 kHz 、 1.6kHz 、 

2kHz 、 2.5kHz. 3.1 已 kHz 、 4kHz 、 已 kHz 、 
6.3kHz 、 8kHz 、 10kHz 、 12 . 己 kHz 、 16kHz 、 
20kHz 





-9.0 〜 +9.0dB (0 . 己 d 目単位） 





ALL OFF、ON 

ALL OFF 


SPEAKER SET 

SUB WOOFER [■■■] 

MIX 、 NO、YES 

YES 

61 〜 63 

UP 




ぺージ 



SMALL、LARGE 

LARGE 



CENTER SP [■■■■■] 

MIX 、 NO 、 SMALL、LARGE 

LARGE 



SURROUND SP-A [■■■■■] 

NO 、 SMALL、LARGE 

LARGE 



SURROUND SP- 巨 [■■■■■] 

NO 、 SMALL、LARGE 

LARGE 




BI-AMP 、 2ND ZONE 、 NO 、 SINGLE、DUAL DUAL 



FRONT L 





FRONT R 





CENTER 





SURROUND-A L 

SURROUND-A R ■.■■meter 

" I . Om 〜 7.0m 

3.0m 



SURROUND-B L (自動音場補正 
SURROUND-B R 機能で測定後 
SURR BACK L ’ ま ■"■cm) 

(0.1m 単位、自動音場補正機能で測定媛は 1cm 
単位） 








SURR BACKR 





SUBWOOFER 






meter、feet 

meter 

64 ぺージ 



SIDE/LOW 、 SIDE/HIGH 、 BEHD/LOW 、 

SIDE/ 




BEHD/HIGH 

LOW 




SIDE/LOW 、 SIDE/HIGH 、 目 EHD/LOW 、 

SIDE/ 




BEHD/HIGH 

LOW 



SP CROSSOVER > ■■■Hz* 

40Hz 〜 200 Hz (10Hz 単位） 

100 Hz 


CUSTOMIZE 

MENU EXPAND [■■■] 

OFF、ON 

OFF 

79〜81 


SB DECODING [■■■■] 

OFF 、 ON、AUTO 

AUTO ページ 


I] DDEX 、 PLIIxMV、PLIIxMS 

PLIIxMV 

DEC. PRIORITY [■■■■] 

PCM、AUTO 

AUTO 


■] MAIN/SUB 、 MAIN 、 SUB、MAIN + SUB 

MAIN 

A A/ SYNC [■■■ms] 

Oms 〜 200 ms 、 

Oms 

MULTI IN 己 . 1 一 7.1[■■■] 

YES. NO 

YES 

DC P. LINEARIZER [■■■■■ 

■■] OFF 、 LOW-A 、 STD-A 、 HIGH—A 、 

LOW — 巨、 STD — 目 、 HIGH — 巨 

STD-A 


AUTO、EVER ON 

AUTO 

H. A. T. S. [■■■] 

OFF、ON 

ON 

i. LINK VIDEO ASSIGN 

NONE 、 VIDEO 1、 VIDEO 2 、 VIDEOS 、 

NONE 


VIDEO 4 、 VIDEO 己、 LD 、 DVD 、 TV/SAT 、 
HDMI 1、 HDMI 2 
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メニユ ー 


項目 

DIGITAL ASSIGN? 


設定値 


巧期値 参照ページ 


VIDEO"! COAX 

VIDEO"! OPT 

VIDE01 、 VIDE02 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 
TAPE、TUNER 

VIDEO"! 

VIDEOS OPT 

VIDE02 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 VIDEO 己、 
TAPE、TUNER 

VIDEOS 

DVD COAX 

DVD 、 VIDEOS 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 TAPE 、 
TUNER 

DVD 

DVD OPT 

DVD 、 VIDEOS 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 TAPE 、 
TUNER 

DVD 

LD OPT 

LD 、 VIDE02 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 TAPE 、 
TUNER 

LD 

TV/SAT COAX 

TV/SAT 、 VIDE02 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 

TAPE、TUNER 

TV/SAT 

TV/SAT OPT 

TV/SAT 、 VIDE02 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 

TAPE、TUNER 

TV/SAT 

MD/DAT COAX 

MD/DAT 、 VIDE02 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 
TAPE、TUNER 

MD/DAT 

MD/DAT OPT 

MD/DAT 、 VIDE02 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 
TAPE、TUNER 

MD/DAT 

SA-CD COAX 

SA-CD 、 VIDE02 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 

TAPE、TUNER 

SA-CD 

SA-CD OPT 

SA-CD 、 VIDE02 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 

TAPE、TUNER 

SA-CD 

COMP/D-VIDEO ASSIGN? 

VIDEO"! 

NONE 、 VIDE01 、 VIDE02 、 VIDEOS. 
VIDE04 、 VIDEO 己、 LD 、 TAPE 、 MD/DAT 、 
SA-CD/CD、TUNER 

VIDEO"! 

DVD 

NONE 、 VIDE02 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 
VIDEO 己、 LD 、 DVD 、 TAPE 、 MD/DAT 、 
SA-CD/CD、TUNER 

DVD 

TV/SAT 

NONE、VIDEO 2 、 VIDEOS 、 VIDE04 、 

VI DEO 己、 LD 、 TV/SAT 、 TAPE 、 MD/DAT 、 
SA-CD/CD、TUNER 

TV/SAT 

HDMI VIDEO ASSIGN? 

HDMI 1 

NONE 、 VIDE01 、 VIDE02 、 VIDEOS. 
VIDE04 、 VIDEOS 、 LD 、 DVD 、 TV/SAT 、 
TAPE 、 MD/DAT 、 SA-CD/CD、TUNER 

NONE 

HDMI 2 

NONE 、 VIDE01 、 VIDE02 、 VIDEOS. 
VIDE04、VI DEO 己、 LD 、 DVD 、 TV/SAT 、 
TAPE 、 MD/DAT 、 SA-CD/CD、TUNER 

NONE 


TV+AMP、AMP 

AMP 


AUTO、EVER ON 

AUTO 

VIDEO CONVERT,—] 

OFF、ON 

ON 

PROGRESSIVE OUT [■■■] 

OFF、ON 

OFF 

VIDEO BRIGHTNESS [■■] 

1 、 2 、 3、 • 4 、日、 6、 7 

.4 

VIDEO COLOR [■■] 

1 、 2 、 3、 • 4 、日、 6、 7 

.4 

VIDEO HUE [■■] 

1 、 2 、 3、 • 4 、 5 、 6、 7 

• 4 


l MAIN SOURCE 、 2ND SOURCE 

MAIN 

SOURCE 

OSD H. POSITION [■■] 

日 〜 64 (1.0 単位） 

4 

OSD V. POSITION [■■] 

日 〜 32 (1.0 単位） 

4 

DIMMER 

日％、 60% 、 100% 

日％ 



ホ 

8 

ま 
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メニユー 

項目 

設定値 

巧期値 

参照ページ 


USER PRESET MEM. ?间 

1 、 2、 3 

1 







CIS 


SOURCE 、 VIDE01 、 VIDE02 、 VIDEOS. 
VIDE04 、 VIDEO 己、 DVD 、 TV/SAT 、 TAPE 、 
MD/DAT 、 SA-CD/CD、TUNER 

SOURCE 

8 己 、 86 
ぺージ 



SOURCE 、 VIDE01 、 VIDE02 、 VIDEOS. 
VIDE04 、 VIDEO 日、 DVD 、 TV/SAT 、 TAPE 、 
MD/DAT 、 SA-CD/CD、TUNER 

SOURCE 



INSTALLER MODE [■■■] 

OFF、ON 

OFF 



12V TRIG. MAIN [■■■] 

OFF 、 CTRL 、 ZONE、INPUT 

OFF 



12V TRIG. 2ND [■■■] 

OFF 、 ZONE 、 CTRL、MAIN 

OFF 



12V TRIG. 3RD [■■■] 

OFF 、 ZONE 、 CTRL、MAIN 

OFF 



12V TRIG. EX1[■■■] 

OFF 、 CTRL、MAIN 

OFF 



12V TRIG. EX2 [■■■] 

OFF 、 CTRL、MAIN 

OFF 


STREAM INFO 


IB 


83 ぺージ 


* この項目は、 CUSTOM に E メニューで 、 「MENU EXPAND 」 び 「 ON 」 に設定されている場合のみ表示されます。 
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用語集 

■ A AC 

デジタル放送で標準に定め! 5 れたデジタル音声方式で 
す 。 Advanced Audio Coding (アドバンスド- 
オーディオ.コーディング）の略で、高い圧縮率で音 
楽 CD 並みの音質を実現でさまず。 

■ A.F.D.CAuto Format Direct) 

入力された音声信号を自動的に判別し、適切な処理を 
行ラことです。録音またはエンコードされたままの音 
を、残響などの効果を加えずに再現しまず。 

■ A/VSYNC 

映像と音声びずれるとさに、この機能を使って音声を 
遅らせ、映像と音声び合うように補正しまず。 

■ Component (コンポーネント)映像 

映像信号を輝度 Y と色差 Pb 、 P 「 の3系統に分けて伝送 
する映像端テです。 DVD ビデオや八イビジョン映像な 
どの高画質をより忠実に伝送しまず。3つの端テはそ 
れぞれ緑、青、ホで色分けされています。 

■ Compos け e (コンポ ジッ ト)映像 

映像信号を伝送ずる最ち一般的な映像信号です。輝度 
Y と色 C を1つにまとめて伝送します。 

■ Dolby Digital 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音声デジタル 
圧縮技術です。その1つである 5.1 チャンネルドルビー 
チャンネルはフ□ント （ L / R )、 センター、サラウンド 
( L / R )、 ヴプウーファーで構成され、 DVD ビデオの標 
準音声フォーマットにち採用されています。 

■ Dolby Digital Surround EX 

ドルビーラボラト U —ズ社び開発した、音響技術です。 
サラウンド （ L / R ) に後方のサラウンドバック ( SB ) 

を合成し、再生時に 6.1 ch で出力されます。特に動さ 
のあるシーンを、よりダイナ5ックで U アルな音場で 
再現します。 

■ Dolby Pro Logic II 

2 ch ステレオで記録された音声を 5.1 ch に変換して再 
生します。映画用の MOVIE モードと、音楽などのステ 
レオソース用の MUS にモードの2種類びあります。従 
来のステレオで録音されたちい映画ち、 5.1 ch の迫力 
で再現します。 

■ Dolby Pro Logic llx 

7.1 ch (または 6.1 ch ) スピーカー環境のための再生 
システムです。ドルビーデジタルサラウンド EX 作品に 


加え、通萬の 5.1 かドルビーデジタル作品を 7.1 ch 
(または 6.1 ch ) で再生でさます。さらに通萬のステレ 
才収録のコンテンツも 7.1 ch (または 6.1 ch ) で再生 
でさます。 

■ Dolby Surround (Dolby Pro Logic ) 

ドルビーラボラト u —ズ社び開発した、音声処理技術 
です。ステレオ 2 ch の中にセンター、サラウンドの音 
び合成されています。再生時にデコーダーでフ□ント 
( L / R ) とともに 4 ch サラウンドで出力します。 DVD ビ 
デオでは最ち一般的な音声処理ち法です。 

■ DSDCDirect Stream Digital ) 

スーパーオー ブィ オ CD に採用されている フォ ーマッ 
卜ち式です。アナ□グの音楽信号をデジタルに変換し 
た後、加工せずにそのまま記録します。加工段階での 
情報欠落びな<、原音に近い高音質の録音-再生を実 
現します。 

■ DTS 96/24 

高音質再生フォーマットです。 DVD ビデオでは最高 
の、ヴンプ U ング周波数 96 kHz 眉モ化ビット数24 
ビットで音を記録しまず。ソフトにより、再生チヤン 
ネル数は異なります。 

■ DTS Neo : 6 

2 ch ステレオで記録された音声を 6. 1 ch に変換して再 
生します。映画用の CINEMA モードと、音楽などのス 
テレオソース用の MUS にモードびあり、再生する 
ソースや巧みに応じて還べます。 

■ DTS サラウンド 

Digital Theater Systems 社び開発した、映画館向け 
の音声デジタル圧縮技術です。ドルビーデジタルより 
ち低い圧縮率で記録し、より高音質で再生します。 

■ DTS-ES 

サラウンドバックを加えた 6.1 ch ち式で再生しまず。 

全チヤンネルを独立して記録する「ディスク U —卜 
6.1」と、ドルビーサラウンド EX と同様、サラウンド 
バック音声を U アチヤンネルに重ねて記録ずる「マト 
U ックス6.1」の2種類びあります。映画のサウンドト 
ラックを再生するのに適していまず。 

■ Dynamic Range 

音声信号の再現能力を示した数値です。最小値（ルさ 
い音）と最大値（大きい音）の差を指し、単位は dB 
(デシベル）で表示します。この数値び大きいほど、ル 
さい音から大さい音まで再現でさます。 


II 
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■ D 映像信号 

D 端モ付さテレビと 1 本のケーブ j レで簡単にコンポーネ 
ント映像信号を接続でさるため、より高画質な画像と 
なります。 D 端テには対応する信号フォーマットに 
よって D 1、 D 2、 D 3、 D 4 端モびあります。 

• D 1 端テ： 525 i (480 i ) の信号 

• 〇 2 端テ： 525 i (480 i ) と 5 2 5 p (480 p ) の信号 

. D 3 端モ ：5 2 5 i (480 i ) と 5 2 5 p (480 p ) と 112 5 i 
(1080 i ) の信号 

• D 4 端モ ：5 2 5 i (480 i ) と 5 2 5 p (480 p ) と 112 5 i 
(10800 と 7 50 p ( 72 0 p ) の信号 

*i はインターレース、 P はプ □ グレッシブの略。カッコ内の数 
字は有効走査線数で数えたとさの別称。 

■ HDMI ( High-Definition Multimedia 
Interface ) 

ノ（ソコン用ディスプレイなどで使用されている DVI 
(Digital Visual Interface ) 規格をあ張した；欠世代テ 
レビ向けのデジタルインターフェース規格です。映像 
と音声を1つのケーブルで、信号びデジタルのまま、 
劣化することなく伝送でさます。 

デジタ j レ画像信号の暗号化記述を使用した著作権保護 
技術である HDCP にち巧麻しています。 

■し LINK 

ノ（ソコンと周辺機器を結ぶ転送ち式の一つである 
riEEE 1394J の別名です。プレーヤーとアンプ間を 
ケーブル1本でシンプルにつなぐ、新しいインター 
フェースです。 5. 1 ch の情報をデジタルで伝送するた 
め、ク U アな音質で再生されます。 

■ L . F . E . (Low Frequency Effect ) 

ドルビーデジタ J レや DTS などで、サブウーファーから 
出力される低域効果音のことです。帯域内び 20 Hz 〜 
120 Hz の重低音を補助的に出力することで、音響に迫 
力び加わります。 

■ PCM 

アナ□グ音声をデジタル音声に変換するち式 。 Pulse 
Code Modulation (パルス. ]— ド.モジュレー 
シヨン） の略で、手軽にデジタル音声を楽しめます。 

■ S ビデオ信号 

映像信号を輝度 Y と色 C の2系統で伝送する方式です。 
コンポジットと比べてより美しい映像で記録-再生し 
ます。 


■ TSPCTime Stretched Pulse ) 信号 

TSP 信号は、短い時間の中に低域から広域までの広い 
帯域にわたって、高密度にエネルギーび詰められた測 
定信号です。 

一般的な室内環境で測定精度をお保するためには、測 
定信号のエネルギー量び重要であり、 TSP を使ラこと 
で、効果的に測定を行うことびでさます。 

■インターレス 

テレビやモニターの管面にある走査線のうち、まず奇 
数番目の走査線を1/60秒かけて巧さ、次にその間を埋 
めるよラに偶数番目の走査線を巧いて画面を映し、合 
わせて1枚の完全な画面を作ってい < 飛び越し走査の 
ことです。 

■クロスオーパー周波数 

各スピーカー ユニッ トびカバーする周波数帯域び交差 
するポイントの周波数です。 

■サンプリング周波数 

音声などをアナ □ グデータか!5デジタ j レデータへ変換 
するとさ、数字に置さ換える必要びあります。この作 
業をヴンプ U ングと呼び、1秒間に記録する回数をヴ 
ンプ U ング周波数といいます。音楽 CD の場合、1秒間 
に44,100回記録しており、サンプリング周波数を 
44.1 kHz と表します。一般的には、ヴンプ U ング周波 
数び高いほど、記録された音声は高音質になります。 

■ダウン5ックス 

5.1 チヤンネルなどのマルチチヤンネル音声を、2チヤ 
ンネルなどに振り分けて出力することです。 

■入カストリーム 

ドルビーデジタル5.1 、 DTS 5.1 などのフォーマット 
情報やチヤンみレ情報を付帯しているデジタ j レ入力信 
号のことです。 

■プ□グレッシブ 

インターレス（インターレスの項目を参照）方式では 
な<、すべての走査線を順番通りに巧していく順次走 
査のことです。 
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技術解説 

■ S - Master / S-Master PRO 

"S-Master" は ソニーび開発し、ホーム シアターの分 
野での実績びあるフルデジタルアンプ-デバイスです。 
S-Master PRO はこの S-Master をさらに 進化 させ 
r パルス八イト.ボ U ユー ム」と 「DC フェーズ. U 二 
アライヴー」を搭載し、さ日なるディテールの再現力 
と、従来からのアナ□グ音質の統一感を獲得。原音に 
よりお実な高音質を実現しています。 

■ S-Master 

本機に搭載されているアンプ rS-maste りは、「スト 
U —ムマスターデジタルアンプ」技術を採用すること 
で、フルデジタルで音声信号を処理します。その結果、 
次のように性能び向上しました。 

• 音の純度や鮮度を、スーパーオーディオ CD にデジタ 
ル信号で記録したとさのままに再現。音質に有害な 
ジッター* を、水晶発振器び生成するま定度の極め 
て高い周波数のレベルまで低減し、高連かつ精度の 
高い信号を生成することによって可能にしています。 
従来のアナ□グパワーアンプでは、出力信号の一部 
を入力部に戻して（フィードバック制御)、不安定な 
信号を補正していたのに巧し、その必要びなくなり、 
アンプを構成するすべてのステージにおいてフルデ 
ジタルで処理します。 

* 信号波おび時間軸ち向に進んだ 0 遅れた日して起こる音揺れ 
でず。 

• 出力部分の発熱を極めて低く抑え、アンプ部をより 
ル型化。電力効率を90%し U 上に高めて、電源のエネ 
J レギー変換効率を改善することで可能にしています。 

■パルス八イト•ボリユーム 

S-Master PRO の特長の一つであるパルス八イト■ボ 
U ユームは、アナ□グ再生音を含むパルスの高さを変 
えて音量を調整します。デジタル■ビット領域で音量 
調整を行ラ方法に比べ情報量の欠落ちなく、より高音 
質な再生び可能です。 

■ DC フェーズ•リニアライザー 

アナ□グ方式のパワーアンプでは数十 Hz より下の周波 
数で位巧び回転します。これに巧しデジタルパワーア 
ンプは位巧回転び起こらずフラットな特性となってい 
ます。 

現在発売されているスピーカーはこの特性を前提とし 
て音作りびされているため、低域の表現びアナ□グ方 
式のアンプと違ったちのになりびちです。そこで 
"S-Master PRO" ではアナ□グアンプち式の位巧特 
性をデジタ j レ領域の演算で再現し聞さ慣れた低音感を 
得ています。 


■ Digital Cinema Sound ( DCS ) 

映画館での迫力あるサウンドをご家庭で楽しむために、 
ソニーびソニー.ピクチャーズ.エンタテイメントと 
の協力により独自に開発した劇場音響再現技術です。 

DSP (デジタルシグナルプ□セッヴー）と計測データ 
を結合して開発されたこの「デジタルシネマサウンド」 

で、ご家庭でち映画製作者び意図した理想的な音場を 
体感でさます。 

■シネ7スタジオ EX 

r デジタルシネマサウンド」の集大成とちいえるヴラウ 
ンドモードです。「バーチャル.マルチディメンショ 
ン」、「スク U —ン■デプス■マッチング」、そして「シ 
ネマスタジオ. U バーブレーション」の3つの技術で 
ダビングシアターの音を再現します。 

仮想スピーカー技術「バーチャル-マルチディメン 
ション」び 7.1 ch までの実スピーカー環境でマルチヴ 
ラウンド環境を実現 （9.1 ch スピーカー再生時では 
r バーチャル.マルチディメンション」は OFF で使用 
してください。）し、最新設備の映画館の音をご家庭 
のサラウンド環境で再現します。 
r スク U —ン.デプス.マッチング」は、フ□ント、セ 
ンターの前方チャンネルの音に、実際の映画館と同様 
にスク U —ン越しに再生されることによる高域の減衰 
と音のふく日み、距離による音の奥行さ感を付加しま 
す。 

r シネマスタジオ • U バーブレーション」は、ソニー- 
ピクチャ-ズ • エンタテイメントのダビングスタジす 
をはじめとする、最新のダビングシアターや録音スタ 8 

ジオの音響を再現します。スタジオの種類により A / B / ま 

C の3つのモードを還べます。 

■ デジタルコンサートホール 

r デジタルコンサートホールモード」は、 CD などの 
2 ch ステレオソースをより豊かな音で楽しめるモード 
です。 5.1 ch または7.1かスピーカーとバーチャルス 
ピーカー技術を利用した立体的な残響や反射音の再現 
により、音楽ソフトをより臨場感豊かな音で楽しめま 
す。コンサートホールの音場の再現は、実測データを 
元に、ホールを幾何学的に解析し、反射音や残響音を 
精密にモデ U ング。音の強さや周波数特性といった音 
色的な要素ち取り込み、 DSP 上での演算により残響を 
再現します。あたかち、コンサートホールの席で音楽 
を楽しんでいるような、自然でむ地よい響さととちに 
音楽を楽しめます。 
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ffi 用上のご注意 

設置場所について 

電源プラグは容易に手び届く場所にあるコンセントに 
接続してください。巧のような場所には置かないでく 
ださい。 

• ぐ6ついた台の上や不安定な場所。 

• じゅラたんや布団の上。 

• 湿気のをい所、風通しの悪い所。 

• ほこりのをい所。 

• 密閉された所。 

• 直射日光び当たる所、湿度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• テレビやビデオデッキ、カセットデッキから近い所。 
(テレビやビデオデッキ、カセットデッキといっしょ 
に使用するとさ、近くに置くと、雑音び入ったり、 
映像び乱れたりすることびありまず。特に室内アン 
テナのとさに起こりやすいので屋外アンテナの使用 
をおすすめします。） 

巧用中の本体の温度上昇について 

使用中、本体の温度びかなり上昇しまずび、故障では 
ありません。 

特に、大音量で鳴6し続けると、本体キャビネットの 
天板や側板、底板はかなり熱くなります。このような 
とさは、キャビネットに軸れないよラにしてください。 
火傷などのけびの原因になります。 

また、密閉した場所に置いて使用しないでください。 
温度上昇を防ぐため、風通しのよい所でお使いくださ 
い。 

ステレオを聞<とまのエチケット 

ステレオで音楽をお楽しみになるとさは、 

隣近所に迷惑びかからないよラな音量で 
お聞さください。特に、夜はルさめな音 
でち周囲にはよく通るちのです。 

窓を閉めたり、へッドホンをご使用にな 
るなどお互いにむを配り、快い生ミ舌環境 
を守りましょラ。このマークは音のエチ 
ケットのシンボルマークです。 

本巧のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面の巧れは、中性洗剤をかし含 
ませた柔らかい巧でふいてください。シンナーやベン 
ジン、アルコールなどは表面を傷めますので使わない 
で < ださい。 
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故障かな？と思った 6 

修理に出す前に、ちう一度点検してください。 

それでも正常に動作しないときは、ソニーの相談窓 □ (裏表紙）へお問い合わせください。 

音声 


症状 

原因と対応のしかた 

どの音源を選んでち音が出ない 

4 本機と選んだ機器の電源が入っているか確認する。 

4 MASTER VOLUME のレベルが - ood 臥こなっていないか確認する。 

4 本機前面の FRONT SPEAKERS スイッチが 「 OFF 」 になっていないか確認する （37 
ぺ _ ジ)。 

スピーカーコードが正しく接続されているか確認する。 

4 リモコンの MUTING を押して、消音機能を解除する。 

選んだ機器から音が出ない 

■> 選んだ機器の音声入力端子に正し < 接続されているか確認する。 

4 接続コードが本機や選んだ機器に正し < 接続されているか確認する。 

片方のフ □ ントスピーカーか 5 音が 
出ない 

■> へッドホンを PHONES 端子につなぎ、へッドホンから音が聞こえるか確認する。ヘッド 
ホンの片方のチャンネルしか聞こえない場含は、選んだ機器と本機が正し<接続されて 
いません。正し < 接続されているか確認してください。両方のチャンネルが聞こえる場 
含は、フ □ ントスピーカーび正しく接続されていません。正しく接続されているか確認 
して < ださい。 

■> モノラル機器を接続しているとをは、 L/R の片方の端子のみに接続していないか確認す 
る。この場含は、モノラルーステレオ変換ケーブル（別売 0) を使って L/R 両方の端子に 
接続してください。ただし、サウンドフィールド （PRO LOG になど）を選ぶとセン 
タースピーカーからは音が出ません。センタースピーカーを「 N0 」に設定しているとを 
は、フ □ ントスピーカー L/R からのみ音が出ます。 

音が出ない、ほとんど聞こえない 

■> スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認する。 

■> 入力切 0 換え用のボタン（または本体の INPUT SELECTOR つまみ）で正しい入力が選 
ばれているか確認する。 

本機前面の FRONT SPEAKERS スイッチが 「 OFF 」 になっていないか確認する （37 
ぺージ)。 

ヘッドホンがつながれていないか確認する。 

U モコンの MUTING を押して、消音機能を解除する。 

■> ル音量でしか聞こえないときは NIGHT MODE が働いていないか確認するほ 3 ページ)。 

4 保護回路が働いている。本機の電源を切 0 、スピーカーの接続にショートがないか確認 
して、ちう 1 度電源を入れる。 

アナ □ グ 2 チャンネル入力の音び出 
ない 

■> 選んだ入力に 、 DIGITAL ASSIGN 機能を使ってデジタル音声入力を割 0 当てていないか 
確認する。 

4 選んだ入力に 、 INPUT MODE 機能を使ってデジタル入力固定 （COAXIAL FIXED 、 
OPTICAL FIXED) を選んでいないか確認する （ 72 ページ)。 

4 MULTI CH IN 機能を使っていないか確認する。 

デジタル入力 （ COAXIAL 、 
OPTICAL ) の音が出ない 

4 選んだ入力のデジタル音声入力を 、 DIGITAL ASSIGN 機能を使って化の入力に割 0 当て 
ていないか確認する （ 73 ページ)。 

4 選んだ入力に 、 INPUT MODE 機能を使ってアナ □ グ入力固定 （ANALOG 2CH 

FIXED) を選んでいないか確認する。または OPTICAL 入力時に 「COAXIAL FIXED 」 

を選んでいないか、逆に COAXIAL 入力時に 「OPTICAL FIXED 」 を選んでいないか確 
認する （ 72 ページ)。 

MULTI CH IN 機能を使っていないか確認する。 

LLINK 機器の音が出ない 

4 LLINK 機器が接続されているか確認する。 

4 SCD-XA 9000 ES 、 SCD-DR1 または DVP-NS 9100 ES の出力が i 丄 INK 出カモードに 
なっているか確認する。 

4 本機またはプレーヤーに 「 BUSFULL 」 と表示されている場合、本機び選択していない 
プレーヤーは停止させて、本機の i 丄 INK を巧して再生したいプレーヤーを選びなおして 
< ださい。 
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症状 

原因と対応のしかた 

HDMI に入力しているソースの音が 
アンプまたは本機に接続したテレビ 
からでない。 

CUSTOMIZE >< ニューの 「HDMI AUDIO 」 の設定を確認してください。 

HDMI 接続を確認してください。 

ON SCREEN を表示しているときは音びでません 。 ON SCREEN の表示を 「 OFF 」 に 
して < ださい。 

HDMI 接続では、スーパーオーディオ CD は聞けません。 

4再生機器によっては、機器側で設定が必要な場合があ0ます。各接続機器の取扱説明書 
ちご覧ください。 

HDMI ^ DVI 変換ケーブルを使用している場をは、本機からわテレビからわ音声は出力さ 
れません。 

左ちの音のバランスが悪い、または 
逆転している 

スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認する。 

LEVEL >< ニューにあるバランスパラーターを調節する。 

八ム音またはノイズがひどい 

スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認する。 

接続コードがトランスやモーターから離れているか、テレビや董光灯からはかなくとち3 
m 離れているか確認する。 

テレビを他のオーディオ機器から離して設置する。 

本機の上にビデオデッキやカセットデッキを置いていないか確認する。 

^ SIGNAL GND が正しく接続されているか確認する。 

プラグや端子がミちれている。アルコールでかし湿した巧でおを取る。 

センタースピーカーの音が出ない、 
ほとんど聞こえない 

サウンドフィールドが働いているか確認する （ A . F . D .、 MOVIE 、 MUSIC のどれかを押 
す)。 

4シネマスタジオ EX モードを選ぶ （52 ページ)。 

スピーカーの音量を調節ずる （65 ページ)。 

センタースピーカーび 「 SMALL 」 または 「 LARGE 」 に正しく設定されているか確認す 
る （62 ページ)。 

サラウンドスピーカーまたはサラウ 
ンドバックスピーカーの音び出な 
し、、ほとんど聞こえない 

サウンドフィールドび働いているか確認する （ A . F . D .、 MOVIE 、 MUSIC のどれかを巧 
す)。 

シネマスタジオ EX モードを選ぶほ2ページ)。 

スピーカーの音量を調節ずる （65 ページ)。 

サラウンドスピーカーが 「 SMALL 」 または 「 LARGE 」 に正しく設定されているか確認 
する （62 ページ)。 

サラウンドノくックスピーカーの音が 
出ない 

パッケージにドルビーデジタルサラウンド EX の口づが記載されていてち、フラグが書か 
れていないディスクがあります。サラウンドバックスピーカーから音が出ない場含は、 
サラウンドバックデコーディングモードを 「 ON 」 に設定してください（己4ページ)。 

サブウーファーの音び出ない 

すべてのスピーカーが 「 LARGE 」 に設定されているとき、 「 Neo :6 Cinema 」 または 
「 Neo :6 Music 」 が選ばれているとサブウーファーからは音が出ません。 

サラウンド効果が得られない 

サウンドフィールドび働いているか確認する （ A . F . D .、 MOVIE 、 MUSIC のどれかを押 
す)。 

サンプリング周波数48 kHz を超える信号が入力されているときは、サウンドフィールド 
は働をません。 

ドルビーデジタルや DTS のマルチ 
チャンネルの音声が再生されない 

再生中の DVD などが、ドルビーデジタルや DTS で録音されているか確認する。 

DVD プレーヤーなどを本機のデジタル入力端子に接続しているとをは、接続した機器の 
音声の出力設定を確認する。 

緑音がでさない 

今 各機器が正し<接続されているか確認する。 

入力切0換え用のボタン（または本体の INPUT SELECTOR つまみ）で録音したい機器 
を選ぶ。 

デジタル入力、 HDMI 入力、 LLINK 入力からの信号は REC OUT から出力されません。 
アナ□グ入力からの信号は MD/DAT OUT からは出力されません。 

MULTI CHANNEL DECODING 

ランプが青色に点灯しない 

■> 再生機器をデジタル接続し、アンプ側でその入力を選んでいるか確認ずる。 

選んだ入力のデジタル音声入力を 、 DIGITAL ASSIGN 機能を使って他の入力に割0当て 
ていないか確認する （73 ページ)。 

再生しているソフトなどの入カソースがマルチチャンネルに対応しているか確認する。 
再生機器側の設定がマルチチャンネル音声に設定されているか確認する。 
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映像 


症が 

原因と対応のしかた 

テレビ画面に映像が出ない、または 
明瞭でない 

4適切な入力を選ぶ。 

テレビの入カモードを確認する。 

4テレビをオーディオ機器から離す。 

コンポーネント映像入力の割り当てを正しく設定する （76 ページ)。 

入力信号を本機でアップコンバートしている場合、入力と同じ信号にする。 
COMPONENT VIDE 0/ D 4 VIDEO 端子に 480 pl ； l 上の映像信号を入力した場合、映像 
は通常の映像、 S 映像に変換されず VIDEO/S VIDEO MONITOR OUT 端子から出力さ 
れません。 

■> ビデオデッキの早送0/巻を戻しやゲーム機の映像などの非標準信号が入力されると、映 
像が出力されない場含があります 。 「VIDEO CONVERT 」 を 「 OFF 」 に設定して、本 
機とテレビを再生機器からの入力と同じ種類のコードでつないで<ださい。 

■> HDMI に入力している映像は HDMI OUT からのみ出力されます。 

コンポーネント入力の画像が乱れる 

■> ] ンポーネント映像端子から出力している場含は 、 「PROGRESSIVE OUT 」 の設定が 
「 ON 」 になっていると 480 pl ； Lb の信号の入力信号は出力されません。設定を 「 OFF 」 
にして < ださい。 

■> S VIDEO 端子、 VIDEO 端子から出力している場合は、 480 pl ； Lh のコンポーネント映像 
の入力は受け付けられません。 480 i コンポーネント映像を入力してください。 

■> 480 p 政上のコンポーネント入力信号を出力する場をは、出力するビデオ端子をコンポー 
ネントにして 、 「PROGRESSIVE OUT 」 の設定を 「 OFF 」 にしてください。 

HDMI に入力しているソースの映像 
がアンプまたは、本機に接続したテ 
レビから出ない 

ケーブルの接続を確認して<ださい。 

4再生機器によっては、機器側で設定が必要な場合があ0ます。各接続機器の取扱説明書 
ちご覧ください。 

4接続している再生機器やテレビび HDCP に対応しているか確認してください。 

4ビデオデッキの早送0/巻を戻しやゲーム機の映像などの非標準信号が入力されると、映 
像が出力されない場含があ0ます。 


リモコン 


症が 

原因と対応のしかた 

I 」モコンで操作でをない 

本体の U モコン受光部に向けて操作する。 

U モコンと本体の間にある障害物を取0除く。 

U モコンの乾電池を交換する。 

本体とリモコンのコマンドモードが一致しているか確認する （35 ページ)。本体と U モコ 
ンのコマンドモードが違ラと操作でをません。 

U モコンで正しい入力を選んだか確認する。 

イ也社製の機器を操作でさるよラにリモコンを設定したとさは、その機器の六一力一や年 
式によっては正しく操作でをない場含があ0ます。 
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エラーメッセージー覧 

本機び正しく動作していないとさ、表示窓にメッセージとチェックコードび表示されまず。表示によって、本機の状 
態びわかるよラになっています。 LU 下の表をご覧になり、表示に合った対応をしてください。2、3度くり返してち 
正常に戻らないとさは、ソニーサービス窓□にご相談ください。 


メッセージ 

チェックコード 

原因と対応のしかた 

DECODE ERROR 

CHECK CODE 01 

CUSTOMIZE >< ニューの 「 DEC . PRIORIT 丫」び 「 PCM 」 に設定さ 
れている場合、 DTS - CD などデコードできない信号び入力されると 
表示されます。 「 AUTO 」 に設定してください （79 ページ)。 

PROTECTOR 

CHECK CODE 11 

スピーカー出力に異常な電流が流れています。本機の電源を切0、ス 
ピーカーコードの芯線が、本機または他のスピーカーに触れていない 
か、接続を確認してください。バイアンプ接続をしている場合は、ス 
ピーカーの Hi / Lo のショート金具を外していることを確認してくださ 
い。 

PROTECTOR 

CHECK CODE 12 

アンプ部が熱くなっています。天板の上がふさがれていませんか。本 
機の電源を切り、しばらく放置してから再度電源を入れてください。 

ノくイアンプ接続をしている場合は、スピーカーの Hi / Lo のショート金 
具を外していることを確認してください。 

PROTECTOR 

CHECK CODE 13 

電源部が熱<なっています。天板の上びふさがれていませんか。本機 
の電源を切0、しばらく放置してから再度電源を入れてください。バ 
イアンプ接続をしている場含は、スピーカーの Hi / Lo のショート金具 
を外していることを確認してください。 

PROTECTOR 

CHECK CODE 14 

本機の電源を切0、スピーカーコードのお線が、本機または他のス 
ピーカーに軸れていないか、接続を確認してください。 

PROTECTOR 

CHECK CODE 21 

本機の電源を切0、スピーカーコードの接続を確認してから再度電源 
を入れてください。バイアンプ接続をしている場含は、スピーカーの 
Hi / Lo のショート金具を外していることを確認してください。 

PROHIBITED 

CHECK CODE 71 

著作権保護のため、音声を出すことがでをません。 

UNKNOWN SIGNAL 

CHECK CODE 72 

入力された信号のフォーマットに本機び対応していません。 

BUSFULL 

CHECK CODE 73 

LUNK のバスが接続されている他機器からの出力で混みあっているた 
め、オーディオ信号が入力でをません。 

接続されている他の機器の出力を止めて<ださい。（機器の電源を 
オフにする、 STOP ボタンを押すなど） 

本機の電源を入れなおしてから、プレーヤーを再度選びなおして 
<ださい。 

LOOP CONNECT 

CHECK CODE 74 

LUNK 接続がループしています。 

接続を確認してください。に1ぺージ） 

本機の設定をリセットずるための参照ぺージ 

U セツ S するちの 

参照ページ 


すべての設定 

35 ぺージ 


調節したサウンドフイー 

-ルド 60ページ 
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巧証書とアフターサービス 


巧証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買 
い上げの際、お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をおおかめのラえ、 
大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

ア フターサー ビス 

調子が悪いとさはまずチェックを 

この説明書ををう1度ご覧になってお調べください。 
それでも具合の悪いときはヴービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご巧談窓□のご 
案内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご相談く 
ださい。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 
詳しくは保証書をご覧ください。 

保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により 
有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではステレオの補修用性能部品（製品の機能を維 
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後8年間 
保有しています。この部品保有期間を修理可能の期間 
とさせていたださます。保有期間び経過した後ち、故 
障箇所によっては修理可能の場合びありますので、お 
買い上げ店か、ヴービス窓□にご巧談ください。 

部品の交換について 

この製品では、修理のために部品を交換する際に、旧 
部品を回収させていただく場合びあります。あ!5かじ 
めご了承ください。 

ご相談になるとをは巧のことをお知5せ<ださ 
し、。 


• 型名： TA - DA 9100 ES 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


主な仕様 

アンプ部 

実用最大出力 

ステレオモード： 

(8 0、 JEITA ) 

260 W + 260 W 
(4 0、 JEITA ) 

320 W + 320 W 
サラウンドモード： 

(8 Q 、 JEITA ) 

フ□ント部： 260 W + 260 W 
センター部： 260 W 
サラウンド部： 260 W + 260 W 
サラウンドバック部： 260 W + 260 W 
(4 0、 JEITA ) 

フ□ント部： 320 W + 320 W 
センター部： 320 W 
サラウンド部： 320 W + 320 W 
サラウンドバック部： 320 W + 320 W 
スピーカー適合インピーダンス 

フ□ント、サラウンド、センター、ヴラウ 
ンドバック部： 

4 0またはそれし义 J : 

高調液ひずみ率 

日.1己％じ(下 
20 Hz 〜20 kHz 
(8 Q 負荷） 

200 W +200 W 
(4 0負荷） 

220 W +220 W 

周液数特性 

パワーアンプブ□ック： 

10 Hz 〜日日 kHz ±3 d 目 （8 0時） 

入力（アナ□グ） 

VIDEO 1、2、3、4、5、 LD 、 DVD 、 TV / SAT 、 
TAPE 、 MD / DAT 、 SA - CD / CD、TUNER : 
入力感度 ；150 mV 
入カインピーダンス：日日 kO 
S/N 比：100 d 目 

(Input short 、20 kHz LPF、A ネットワー 
ク、 インプットレベル 2 V 、入力換算） 
PHONO : 

入力感度； 3.0 mV 
入カインピーダンス：日0 kO 
S/N 比： 90 d 目 

(Input shorts 20 kHz LPF、A ネットワー 
ク、 インプットレベル 40 mV 、 入力換算） 


入力（デジタル） 

VIDEO 1、 DVD 、 TV / SAT 、 

MD / DAT 、 SA - CD/CD ( COAXIAL ) : 

入カインピーダンス ： 7 己 0 
S / N 比:100 dB 
に〇 kHz LPF 、 A ネットワーク） 
SA - CD / CD 、 DVD 、 LD 、 TV / SAT 、 

MD / DAT 、 VIDEO 1、己 （ OPT に AL ): 

S / N 比:100 dB 

に〇 kHz LPF 、 A ネットワーク） 

出力 TAPE 、 MD/DAT (REC OUT ). 

VIDEO 1、2、 3 (AUDIO OUT ) : 

出力感度： 17 日 mV 
出カインピーダンス： 2.2 kO 
FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R 、 
SURROUND BACK L / R、SUB WOOFER : 
出力電圧： 2 V 
出カインピーダンス： 220 0 

ビデオ部 

入力/出力 

VIDEO :1 Vp-p 750 
S VIDEO :ルミナンス （ Y ) 

入力感度；1 Vp-p 
入カインピーダンス： 7日0 
ク□マに） 

入力感度：日.286 Vp-p 
入カインピーダンス： 7日0 
COMPONENT VIDEO :ルミナンス （ Y ) 

入力感度；1 Vp-p 
入カインピーダンス： 7己0 
B - Y / R-Y 

入力感度：日.7 Vp-p 
入カインピーダンス； 7己0 
80 MHz HD Pass Through 

HDM 刚 

入力/出力 

タイプ A (19 ピン） HDMIVeM .1 に対応 

i 丄 INK 部 

ピン数： 4ピン 

転送スピード： S 200 (最大データ転送速度200 Mbps ) 
伝送プロトコル： A / M トランスミッションプロトコル 
安 DTLA の コピー ■プ□テクシヨン技術 （Revision 1.3) に 対 
応 
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電源'、その他 

電源 AC 100 V 、 50/60 Hz 

消費電力 400 W 

スタンバイ時：1 W 
最大外あ寸法 430 X 238 X 480 mm 

(幅さ/奥行を、最大突起部を含む） 

質量 約 28.5 kg 

付属品 電源コード （1) 

キヤ U ブレーシヨンマイク□フォン： 

ECM - AC 1(1) 

取扱説明書（本書） （1) 

接続-設定ガイド （1) 

U モートコマンダー: RM - AAE 004 (1) 
RM - AAE 004 用単3あアルカ U 乾電池巧) 
U モートコマンダー: RM - U 9 S (1) 
RM - U 9 S 用単3あ マンガン 乾電池 ( NS ) 
( 2 ) 

ソニーサービス 窓 □. ご 相談窓□の ご 案内 
川 

保証書 （1) 

仕様および外観は、改良のため、予告なく変更ずるこ 
とびありますび、ご了承ください。 




• 待機時消費電力 1 W 

• 主なプ U ント配線板に八□ゲン系難燃剤を使用 
していません 

• 主なはんだ付け部に無鉛はんだを使用 


本機は rj に C 61000-3-2」適合品です。 



ホ 

ま 
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索引 


あ巧 

イコライヴー 67 
映像端モ23 
映像変換機能2, 31-33 
エラーメッセージ118 
オンスク U - ン65, 70 
音声端テ18 

か巧 

各種設定78 
ゲーム 

テレビゲーム46 
コマンドモード36 
コント□-ルシステム 

コント□-ル A 1 II 90 
CONTROLS 91 

さ巧 

サウンドフィールド 12,48-60 
サラウンド効果 
選ぶ48, 51 
調節する 56-59 
U セットする60 
サラウンドスピーカー端テ37 
サラウンドバックデコーディング機能54 
サラウンドバックデコーディングモード55 
自動音場補正 
確認する66 
測定する38 

シネマスタジオ EX 52,113 
初期設定35 

スーパーオーディオ CD プレーヤー 
再生する44 
接続する19,20 
スピーカー 

インピーダンス17 
距離の設定63 
接続する16 
設定する 61-64 

レベルとバランスを調節する 65-66 
スピーカースイッチ 

サラウンドスピーカースイッチ37 
フ□ントスピーカースイッチ37 
ス U - プタイマー 83 
設定した内容を登録する77 


た巧 

ダウンミックス53 
中む周波数65 
調節する 

サラウンド効果 56-59 
スピーカーのレベルとバランス58 
EQUAUZER メニュ ー 68 
LEVEL メニ； 1- 58 
SURROUND SET UP メニュ ー 56 
デジタル音声とアナ□グ音声72 
デジタルコンサートホール52,113 
デジタル CS チューナー29 
テストトーン58, 65 
テレビ26, 70 
電源コード34 

ドルビーデジタル 48-50, 54-56 

な巧 

二重音声モード79 
入カスト U —ム日5, 83 
入力を選ぶ43 

は巧 

バイアンプ接続9日 

パルス八イト-ボリューム113 

ビデオ 

再生する47 
接続する30 

ビデオコンバータ 2,31-33 
表示切り換え82 
表术窓7, 82 
へッドホン6,己2 

ま巧 

マク□操作1日日 
マルチゾーン機能 87-90 
マルチチヤンネル20 

こユー 

AUTO CALIBRATION こュ ー 42, 67,108 
C にメこユ ー 85,110 
CUSTOMIZE こユ ー 79,108 
EQUAUZER メこュ ー 68,107 
LEVEL メこ:！一己8,107 
SPEAKER SET UP メこユー 61,108 
STREAM INFORMATION こュ ー 83,110 
SURROUND SET UP こュー己7,107 
)^ — 3. -覧 107 
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6 巧 

リセット118 
リモコン 

才ートパワー機能105 
学習させる102 
準備する35 
登録する98 
パックライト105 
マク□操作100 
RM - AAE 004 11 
RM - U 9 S 12 
録音する84 
録画する84 


わ巧 

割0当て 

コンポーネント映像端テ76 
デジタル音声端テ73 
HDMI 端テ7己 
LLINK 音声74 


ON SCREEN 6己，7日 

PRO LOGIC 8, 49,己7 

REC OUT 33 

SB DECODING 己4 

S - Master / S-Master PRO 2,113 

SOUND FIELD 12,48 -60 

SPEAKER SET UP こユー 61,108 

STREAM INFORMATION メこユー 83,110 

SURROUND SET UP メこユー己7,107 

TEST TONE 65 

USER PRESET 77 

数き 

12 V 卜 U ガ 8 日 
2 チヤンネル己 3 
2 CH STEREO 53 
2 nd ゾーン87 
3 rd ゾーン87 
5.1 チヤンネル14 
7.1 チヤンネル14 
9.1 チヤンネル1己 


A-Z 

AAC 8, 55-56, 79,111 

AUTO CALIBRATION メこュ ー 42, 67,108 

A . F . D . 48 

A / V シンク機能2, 79,111 
目 S デジタルチューナー29 
CD 

再生する44 
接続する19 
CIS メこ:！一 85,110 
COMP / D-VIDEO ASSIGN 76 
CUSTOMIZE こュー 79,108 
DAT デッキ19 

DC フエーズ ■ U こアライヴー 80,113 
DCS 51-52, 113 
DIGITAL ASSIGN 73 
Dolby 48-50, 54-56 
DTS 48-50, 54-56 
DVD プレーヤー 
再生する 4 己 
接続する20, 27-28 
EQUAUZER メこュー 68,107 
HDMI 24,112 
接続する24 

HDMI VIDEO ASSIGN 75 
IMPEDANCE SELECTOR スイッチ17 
i 丄 INK 21 

i 丄 INK VIDEO ASSIGN 74 
LEVEL こュー己8,107 
L . F . E . 8, 61 
MD デッキ 19 
NIGHT MODE 己 3 


記号 

ふ SIGNAL GND 端テ 22 
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